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　運転席でキリル・セロフはご機嫌ななめだった。

　冷たい湖のような青い瞳は、得え体たいのしれない炎をちらつかせている。

「キリル……あ、安全運転でお願いしますよ。僕は交通事故で死にたくありません」

　助手席のアルカディ・トルストシェインが、金色の瞳をおののかせて忠告した。

　彼の美しい白プラ金チナの髪は、車の振動にあわせ、激しいダンスを踊っている。

「俺はすこぶる安全運転だ……！」

　とキリルは言うが、さっきからアクセルは踏めど、ブレーキは踏まない。

　北へと延びる細い街道を、ドドドド……ダダダダ……と驀ばく進しん中ちゆうだ。

　お陰かげで街道をのんびり歩むロバが、仰ぎよう天てんして立ちあがり荷物を放りだす。

　徒歩で旅する人々は、あわてて道みち端ばたにとび退のいた。

　キリル・セロフは本来、感情を圧おし殺すタイプだ。幼少から、特殊な軍隊経験を積んだせいで、他人に考えを読みとらせないクセがついたのだ。

　その彼がこうも感情を露あらわにすることは珍めずらしい。よほどのことがない限り、彼はいつも「無ぶ愛あい想そう」という一いつ貫かんした表情を貫つらぬく。

　さて、その「よほどのこと」は……半時間ほど前に起こった。

　この街道で、ヒッチハイクをしている一人の旅人を拾ったのだ。彼は大きな黒いケースを傍かたわらに置き、街道の端はしに立っていた。

　ちなみに、キリルが拾ったのではない。拾ったのは後部席にいる少女だ。

　リュドミラ・カリン。十六歳。ガーネット色の長髪に、不思議な銀緑色シルバーグリーンの瞳をした彼女は、キリルの旅の仲間だった。

「すごいよね！　偶ぐう然ぜん、フェルナンドと街道で再会するなんて！　これって絶対、神様のお導きだよね!?」

　と大きな目をキラキラさせて、興奮している。

　後部席のリュドミラの横には、旅たび装しよう束ぞくの青年が座っていた。茶色のフワフワとした髪に神秘的な紫色の瞳。彼は興奮するリュドミラを見て、おもいっきり優しいほほ笑みを浮かべた。

　彼こそが、キリルのイライラの元げん凶きようだ。

　旅の人形師フェルナンド。こどもたちに操り人形のお芝し居ばいを見せてまわる、旅芸人だった。

　リュドミラにとっては、初恋の相手。

　キリルにとっては……胡う散さん臭くさい、馬の骨だ。

「本当に偶然の再会だ。君が車から身を乗りだして、私に向かって手を振ったとき、夢か幻まぼろしかと思ったよ。……ノブレスの首都メトロで別れて以来だったからね」

　穏おだやかな笑顔に似合う、優しい声でフェルナンドは答えた。

　紫色の瞳は、大切な宝物を見つめるようにリュドミラに宛あてがわれている。

　その瞳をうけて、リュドミラがポッと頰ほおを染めた。

「よかった。また巡じゆん礼れいの旅が再開できたんだね」

「う、うん。まぁね」

　リュドミラはピンク色になった顔を隠すと、ぎこちなく相づちをうった。巡礼者はあくまで「仮の姿」だったが、フェルナンドには内ない緒しよなのだ。

「私の作った操り人形は、受け取ってくれたかい？」

「うん！　友達のジョセフィーヌから、ちゃんと受け取ったわ。鞄かばんのなかに入れてあるの」

「私もだ。君が作った女の子の人形は、ケースの一番奥に大切にしまってある」

　お互いに似た人形を作り、それを交換したのは一週間ほど前だ。

　リュドミラは眠るとき、いつもその人形を抱いて眠った。

　荒こう野やで野宿するときも、粗そ末まつな小屋で眠るときも、その人形さえあれば、安眠できた。

　フェルナンドの分身みたいなものだからだ。

「ちょっと後こう悔かいしていたの。首都で別れたとき、次に会う約束をしておかなかったじゃない？　神様が引きあわせてくれなかったら、私たち今度はいつどこで会えるかわからなかったもの」

「そうだね。でも私は必ずまた会える、そんな気がしていた」

「そ、それは私もよ！」

　勢いづいたリュドミラが、フェルナンドの目と鼻の先まで詰めよった。

　そのときガタン！　と車がゆれた。きゃっ、と小さく叫さけんでリュドミラはフェルナンドの肩におでこをぶつけた。

「大丈夫かい？」

「う、うん」

（あ、危なかった。角度がちょっと違ってたら、キ……キスしちゃうところだった）

　リュドミラは熟うれたリンゴのように真っ赤になっていた。

　至し近きん距離で見たフェルナンドの瞳はドキッとするほど美しく、彼女は即そく座ざに距離をとると、視線を避け窓側を向いた。

（ちょっと残念……じゃない。ダ、ダメダメ。今、還げん俗ぞくしたら大変だもの！）

　リュドミラは普通の少女ではない。レガ教の聖女なのだ。

　聖女――天てん啓けいと聖せい痕こんによってもたらされる神の代理人――と教典には記されている。

　聖女は男性とキスすると堕おちる。神秘の力を失い、ただの人間になってしまうのだ。

（でも、いつかはフェルナンドとキスするの。私の使命が終わったらね。ふふふ……）

　一人で妄もう想そうし、リュドミラの口元はゆるんだ。その顔をフェルナンドに見られたくなくて、ちょっと俯うつむく。

　すると足元に座っている漆しつ黒こくのドーベルマン、オロと視線があった。

　オロは頰を染めるリュドミラを、黒く円つぶらな瞳で見つめたあと、旅の青年をじっと見つめた。じっと……じっっっっっと見つめる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。私はリュドミラの味方だ。なにもしやしない」

　警けい戒かいするオロにフェルナンドは答えた。

　フェルナンドはオロが犬ではなく「ホムンクルス」であることを知っている。先日、派は手でに敵対した仲だったからだ。

　ホムンクルスとは、貴族国家『ノブレス・シテ』で開発された軍事用人造生命体のことだ。人語を理解するし、人間以上に利り口こう。「戦闘モード」に切り替えないかぎり、人は襲おそわない。

「オロ、そいつがちょっとでもリュドミラにいかがわしいことをしたら、思いっきり嚙かみついてやれ」

　運転席からキリルの剣けん呑のんな声が響く。主人の命令にオロは「オン！」と短く了りよう承しようした。

「ご心配なく。いかがわしいことなんてしないよ。でも手ぐらい握にぎってもいいかな？」

「だめだ！」

　キリルは間かん髪はつ入れず拒きよ絶ぜつした。

「じゃ、頭を撫なでるぐらいはいいかな？」

　ダメです！　と今度はアルカディが声を発した。

「リュドミをなでなでするのは、僕の専せん売ばい特とつ許きよなんです！」

　フェルナンドは絶句したあと「二人とも過保護なんだね」とリュドミラに耳打ちした。

　クスクスとリュドミラが笑う。キリルとアルカディは「笑いごとじゃない！」というような視線を投げかけたが、当人は気づかなかった。

「『オールレック・ヴィレ』までだからな！　俺はそれ以上、お前を乗せる気はない！」

　キリルの忍にん耐たいは、次の宿場町が限界のようだった。

　無理もない。彼にとってフェルナンドは大事な仲間を誘惑する「女たらし」だ。おまけに、一緒にいると妙に気を逆なでされる。

「リュドミラ、知っているかい？　『オールレック・ヴィレ』には、夕ゆう刻こく金色に輝く湖があるんだ」

　そのフェルナンドは、キリルの不機嫌など意にもかいさず、リュドミラに観光名所の話をしている。つまり、こういうところがキリルの気に障さわるのだ。

「金色？　そうなの!?」

「とてもロマンチックな風景なんだ。君と一緒に見たいと思っていたんだ」

「今日……今日、見られるかな!?」

「日にち没ぼつまでに着けばね」

「キリル！　日没までに着く？」

　リュドミラは身を乗りだすと、運転席のキリルに尋たずねた。

「ああ！　いいから、静かに座っていろ！」

　やった！　と叫ぶとリュドミラはまたフェルナンドとしゃべりはじめた。「静かに」とキリルは言ったのに、全然、聞いていない。

「戦争が終わったら、本気で君を旅に連れだすよ」

　フェルナンドは優しいほほ笑みのなかに、自分の決意を忍しのばせた。

　彼は自信家だ。連れだす気でいるし、連れだせると思っている。

「世界中にある、素す敵てきな風景を君に見せてあげる」

　見せてあげたい、とは言わない。「見せてあげる」と断だん言げんする。旅人というより、まるで「英雄」のような表情だ。

「本当!?」

　リュドミラが瞳をキラキラさせている。ちょっとしたニュアンスの違いに、彼女は気づかないようだ。

「さぁて、そう簡単にいきますかね……？　僕は全力で阻そ止ししますよ」

　とブツブツ呟つぶやいたのは、助手席のアルカディ・トルストシェインだ。

　絶ぜつ世せいの美男子は、あくまで涼しげな顔つきだが、アルカディの見た目に騙だまされてはいけない。彼は、見た目と正反対の性格だからだ。

「そうだ、紹介しよう。私の旅の仲間だ。白フクロウのアウル。仲良くなれるといいな」

　フェルナンドは窓から手を出し、ヒュ！　と口くち笛ぶえを吹いた。

　すると、バサバサッと音をたてて、一羽の鳥が彼の手にとまった。

　実は、ずっと車の屋根の部分に便びん乗じようしていたのだ。

　フェルナンドに呼ばれて登場した白いフクロウは、彼の腕うでを伝って車のなかに入りこみ、ひょい、とフェルナンドの頭のうえにとまった。とまっている……というか、ちょっと態度が偉えらそうで、鎮ちん座ざしているように見える。

　大きな金色の瞳をしていた。クルッと首が一回転する。フェルナンドの頭のうえにいると、まるでぬいぐるみのように愛らしく、リュドミラはこどものようにはしゃいだ。

　この白フクロウが、敵国メルカンテで製造されている軍事用キメラだと、リュドミラは思いもしない。

「フェルナンドが鳥を飼っているなんて知らなかったわ。でも、なんだかお似合いよ」

　ホムンクルスのオロはアウルを見ていた。じっっっっっと、見つめている。

　アウルもオロを見た。次の瞬間、「フゥゥ！」と唸うなって丸々と羽を逆さか立だてる。

　オンオンオン！　オロが激しく吠ほえだした。

　軍事用ホムンクルスと軍事用キメラ。お互い相手の正体を知らぬとはいえ、仲良くできそうにない。

　はっくしゅん！　と助手席のアルカディが勢いよくくしゃみをする。

「僕は鳥アレルギーなんです……はっはっ……はっく！　鳥を車のなかに入れないで……！」

　アウルがバサバサ！　と羽音をたてて飛んだ。狭い車内に白い羽根が舞まう。

　オンオン！　バサバサ、はっくしゅん！

　悪あく循じゆん環かんで車のなかは大混乱になった。

　キキーッ！　ついに、キリルはブレーキを踏んだ。

　前につんのめったリュドミラを、フェルナンドがあわてて引きもどす。

　街道の端に車を停とめ、キリルが後部席を振りかえった。

「うるさいうるさいうるさい！　うるさいヤツは、みんな出ていけ！」

　キリルの怒ど号ごうで、車のなかは急にシーンと静まった。

　白いフクロウが、車外に飛びだした。

　オロは吠えるのをやめると、「お座り」した。

　アルカディさえ、キリルの剣けん幕まくにおされ、くしゃみを我が慢まんした。

「お前……いかがわしいことはしないと誓ちかったはずだろう!?　なのになんだその手は!?」

　キリルは黒い頭髪を逆立て、フェルナンドに指を突きたてた。

「いや、これはその……事故だ。君が急ブレーキを……」

　フェルナンドがしどろもどろになる。彼はリュドミラを自分の膝ひざのうえに乗せ、抱きしめていたのだ。それも片手は胸に近い位置にある。












「ひっ！　きゃぁ！」

（フェ……フェルナンドのてててて……手がむむむむ胸に！）

「あっと、ごめん！」

　リュドミラの悲鳴に、フェルナンドが焦あせって両手を離した。
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　不用意に胸にさわってしまったことを、フェルナンドは何度も詫わびた。

　リュドミラが「大だい丈じよう夫ぶ、ちょっと驚おどろいただけよ。それより金色の湖の話をして」と話を変えなかったら、延えん々えんと謝あやまっていたに違いない。

『オールレック・ヴィレ』に着く早々、湖に誘さそったのはリュドミラだ。

（きれいだったわ。好きな人と見ると、恋が叶かなうっていう伝説があるなんて、ロマンチック！）

　美しい湖だった。牧草地を映しだす透すきとおった水が、夕方だけ金色に輝く。

　辺へん境きようにあるとはいえ、観光客が多いのも頷うなずけた。とりわけ若いカップルの姿が目立つと思ったら、恋愛成じよう就じゆにご利り益やくがあるという。

　フェルナンドとは、その湖こ畔はんで別行動となった。「街に知人が住んでいるので、そこへお邪じや魔まする」らしい。リュドミラはガッカリしたが、それでよかったのかもしれない。

　なんせ、キリルの不機嫌さといったら、今まで見たこともないほどだったからだ。

「お前は自分の使命を忘れているぞ！」

　宿屋に着く早々、キリルはリュドミラを叱しかりつけた。

　彼の彫ほりの深いエキゾチックな顔からは、怒ど気きが滲にじみでていて、迫はく力りよくが倍増されている。

「別に忘れたわけじゃないわよ」

　リュドミラはムッとして言いかえした。

「それはそれ、これはこれでしょ？」

　と割りきった返答をする。

「なら、そのニヤついた顔はなんだ？　お前は観光に来たんじゃない。『オールレック・ヴィレ』に恋愛祈き願がんに来たわけでもない！　国境線の戦争を止めにきたんだぞ！」

「怒ど鳴ならないで！　素す敵てきな思い出ができたんだもの。今日ぐらいいいじゃない！」

　リュドミラ・カリンは、聖地レガトゥスの聖女だ。その役割は「ジャッジメント」。

　貴族国家『ノブレス・シテ』と自由主義国『メルカンテ』の戦争を仲ちゆう裁さいするのが、彼女が神から託たくされた使命だった。

　今は、ノブレスの国王、ダルデンヌ五世の後うしろ盾だてもあり、ノブレス国軍の代わりに前線へと赴ふ任にんする最中だ。国境付近ではメルカンテ軍が優勢で、ノブレスの領土と国民に甚じん大だいな被害が出ているらしい。

　彼女の同行者で、今日イライラしっぱなしのキリル・セロフも、聖地レガトゥスの聖人だ。

　役割は「粛しゆく正せい者しや」。罪人を裁さばく使命をおっている。元軍人で二つ名は「黒き狩かり人うど」。彼はリュドミラの身辺警護も担当している。身辺だけでなく「貞てい操そう警護」もだ。

「お前は聖女で……男との恋愛はご法はつ度となんだぞ！」

　とその黒き聖人は、聖女の「これはこれ」発言を諫いさめた。

「お前がたった一度キスするだけで、俺たちは使命を果たすことができなくなるんだ！」

「そんなこと、わかっているわ！　聖女聖女って言わないでよ！　私は聖女だけれど一人の女の子でもあるのよ！」

　とリュドミラは訴うつたえた。キリルと喧嘩がしたいのではない。自分の恋心を理解してほしかったのだ。

「フェルナンドと付き合うのは、使命を果たしたあとの話なの。フェルナンドとも何度も約束してあるの！」

「あいつは、戦争が終わるまで待ってはくれないぞ」

「待ってくれるわ！」

「お前は男がわかっていない！」

　キリルはそんな言葉でリュドミラの嘆たん願がんを却きやつ下かした。

「いいか、大事な使命を果たすまで、二度とヤツに会うな！」

「そ、そんなの横おう暴ぼうよ！」

「今度会ったら、お前は確実に落とされる」

（落とされる!?）

　キリルは「薪まきと水が切れかかっていたから、もらってくる」とアルカディに告げ、宿屋を出ていってしまった。

　荒々しく出ていったキリルを見て、ドーベルマンのオロがオロオロする。ついていこうかいくまいか迷った挙あげ句く、オロはリュドミラの足元に「お座り」してクーンと鳴いた。

「キリルったらなにをイライラしているんだろうね？」

　オロの手前に屈かがみこみ、リュドミラはオロの頭を撫なでた。

「フェルナンドが、今にも狼おおかみになって襲おそいかかってきそうなこと言っちゃって……」

　オオ……オン……オオン。とオロが答えた。

「狼にならずとも、男は好きな女性の唇くちびるぐらい、あっさり奪いますよ。とオロが言っています」

　珍しいことに、アルカディが通訳をした。本当にそう言ったらしく、オロは縦たてに首を振った。

　リュドミラはアルカディを見あげた。

「アルカディもそう思っているの？」

「そうです。彼はリュドミが聖女だとは思っていない。だから、不用意にリュドミに接触する。キリルだけでなく僕もヒヤヒヤします。いつはずみでその一線を越えるか、と思うとね」

（はずみ……）

　物静かな声だったが、リュドミラは反論できなかった。

　高貴なオーラを纏まとう絶ぜつ世せいの美男子には、抗あらがいがたい風格があるのだ。

　アルカディ・トルストシェイン。キリルと対をなす聖人だ。その二つ名は「白き神の手」。役割は「救済者」。罪人を救うことが彼の使命だ。教会に響きわたる彼の美声は、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

　ただしアルカディは「究極の救済は一切の消滅である」という危険思想の持ち主だから、要注意だ。かつて本当に街を一つ消滅させてしまい、懲ちよう役えき１６８年の刑期をくらった永久犯罪者でもあった。

「僕からもお願いします。せめて戦争が終わるまで……彼とはもう会わないでください」

　いつも「リュドミ」と彼女を愛称で呼び、リュドミラに超甘いアルカディも、今日ばかりは違った。

　そんな……とリュドミラの顔が哀かなしげに歪ゆがむ。

「私、はずみでキスなんかしない」

「僕はリュドミを疑っていません。あのフェルナンドを疑っているんです」

「彼だって、無理やりキスしたりしないわ！　今日の『事故』だって何度も謝って……」

「リュドミは男がわかっていません」

　なんとアルカディまで、キリルと同じ言葉を口にした。

「あの男は自信家です。女性を喜ばせる言葉もよく知っている。女性経験も豊富でしょう。あまり信用しないほうがいいですよ」

　リュドミラの心が、窮きゆう屈くつな悲鳴をあげた。

（そんなの……絶対、イヤだ）

　たまに会って、他た愛わいのない話をするぐらい、いいじゃないかと思うのだ。

　重い使命だけでは、心も身体からだも疲れはてる。

（フェルナンドと一緒にいるときだけは、普通の女の子でいられるのよ）

　そのひとときは、リュドミラにとってかけがえのないものになっていたのだ。

「キリルを探してきます。街でフェルナンドと鉢はち合あわせでもしていたら大変ですから」

　と言うとアルカディは静かにマントを羽は織おり、宿から出ていった。

　クウン、とオロが鳴いた。リュドミラの顔を覗のぞきこんでいる。

　グスッとリュドミラが鼻を鳴らした。

「どうして聖女は……人を好きになっちゃダメなのかな？」

　リュドミラはオロに語った。

「私ね、フェルナンドが好きなの……すごく好きなの。どこが好きか？　じゃないの。今では全部好きなの……」

　優しいほほ笑みも、紫色の神秘的な瞳も。自分のことを親しげに呼ぶ声も。

　人形劇が上手なところも。物知りなところも。みんなみんな、好きだったのだ。

「会えないぐらいなら……今すぐ還げん俗ぞくしてもいいかなって思うぐらい好きなの」

　リュドミラの言葉に、オロは不安げに鳴いた。

「……ウソよ。ちょっとヤケになっただけ。本気じゃないわ。心配しないで」

　そう言って、リュドミラはオロの頭を撫でた。
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　そのころ、街まち外はずれの一軒の冴さえない居酒屋の前に、旅の人形師フェルナンドの姿があった。

　辺へん鄙ぴなところに建つ薄暗い店だ。いかにも怪しげな店に、彼は平然と足を踏み入れた。

　暗くて埃ほこりっぽい店に、客の姿はない。カウンターのなかに一人、不ぶ精しよう髭ひげを生やした中年の店主がいるだけだ。

　その店主はフェルナンドの顔を見ると、カウンターから駆かけだしてきた。

「大佐、よくご無事で！」

「元気そうだね、中ちゆう尉い。参ったよ。ノブレスの意い地じ悪わる執しつ政せい官かんがしつこくてね」

　フェルナンドは苦く笑しようすると「なにか飲み物をくれ」と店主に頼んだ。

　フェルナンドの本名は、ガスパロ・レキスリアン。

　旅の人形師は「仮の姿」。本当はメルカンテ軍参さん謀ぼう本ほん部ぶ戦せん略りやく顧こ問もんだ。知ち謀ぼうの名手で、情報部の将校でもある。敵国を旅人に扮ふんして探り、作戦を現地で指揮したりするのも彼の仕事だった。

『メルカンテの英雄候補』と言えば、知らないものはいない。

　現メルカンテ大統領、アルベルト・レキスリアンの庶しよ子し。その事実も彼を有名人にしたてあげるのに一役かっていた。

　リュドミラの初恋の相手は、とんでもない青年だったのだ。

　フェルナンド……いや、ガスパロ・レキスリアンは先日、ノブレスの国王ローラン・ダルデンヌ誘拐を企くわだて失敗した。これは彼にとって初めての黒くろ星ぼしになる事件だった。

　現在彼は、厳げん戒かい態たい勢せい下におかれた首都メトロを、なんとか脱出してきたところなのだ。

「途中、親切なレガ教の巡礼者の車に便びん乗じようすることができてね。ようやく『オールレック・ヴィレ』まで辿たどり着いたんだ」

　とフェルナンドは説明した。

　親切な巡礼者というのが、リュドミラたちのことだ。

　フェルナンドはカウンター席で一いつ服ぷくすると、店主に訊きいた。

「白フクロウアウルの伝言を聞いてくれたかい？　ある人間の調査を言こと付づけたんだが」

　店主は寡か黙もくに首しゆ肯こうした。カウンターの隠かくし棚だなから書類を取りだす。

　アウルは軍事用キメラだ。知能指数はＥ特Ｘ級。

　人語がしゃべれるだけでなく、どれほど長い文章でも、一度聞けば暗あん唱しようすることができる。

　辺境を旅するフェルナンドが、メルカンテ軍と連絡をとるため、アウルは不可欠な存在だ。

「これが『キリル』という名でひっかかったノブレス軍の将校に関する資料です」

「……」

　フェルナンドは真剣な様子でその書類を速読した。

「キリルという名は、ノブレスでは一般的で……敵の将校のなかに何十人もいます」

　と店主。フェルナンドがめくる資料も、膨ぼう大だいにあった。

「私が知りたいのは、二は十た歳ち前後の青年だ。目はブルーで……髪は黒」

　書類に目を通しながらフェルナンドは語った。

「黒髪もブルーアイも、ノブレスではごく普通です。名字は？」

「わからない。だが痩そう身しんで、ドーベルマン型ホムンクルスを連れている」

「そいつはいい目印になる。軍事用のホムンクルスを扱あつかえるのは、そうそういないですから」

　すさまじいスピードで書類を速読し終えたフェルナンドは、その書類をまるめて火をつけた。

　手がかりになるようなものは記き載さいされていなかったのだ。

「そのキリルがどうかしましたか？」

「いや、ちょっと気になってね」

　とフェルナンドは答えた。

　リュドミラとともに旅をする黒髪の青年。

　フェルナンドが最初に出会ったとき、彼は巡礼者の姿で「小こ煩うるさい兄」のような印象だった。

　だが首都で再会したとき、彼は上級将校の軍服姿だった。

　ノブレスの軍人は宿敵だ。これは絶対に調べておかなければならない。フェルナンド……いや、ガスパロ・レキスリアンはそう判断し、部下に調査を命じていたのだ。

「真っ先に思い浮かぶのは……８８８特殊部隊の指揮官をしていた男ですね。たしか名前はキリル・セロフだったかな」

　と店主は自分の顎あごをさすった。

「８８８の名前は私も聞いたことがある。現在の執政官、ルネ・ベルトランが作った特殊部隊だ。ずいぶん強ごう引いんな特攻を仕掛けるので有名だった」

　フェルナンドが思い出したように呟つぶやくと、ええ、と店主は同意した。

「ベルトランが軍の最高司令官になったとき、８８８は自分が育てたある男に託たくしました。それがキリル・セロフです」

　ただし、と店主は付け足した。

「ヤツは死んでいます。８８８は味方の誤ご爆ばくで全滅したという噂うわさです」

「味方の誤爆で全滅とは穏おだやかじゃないな。それはともかく、私が知りたいのは、生きているキリルだ。二十歳ぐらいの黒髪で、青い瞳。短期間で退たい役えきしているかもしれない」

「わかりました。ホムンクルスを連れている点から調べてみます」

「頼む。わかったらすぐ連絡を。それから、王宮に出入りしているリュドミラという名の……」

　途中でフェルナンドは口を閉ざした。

「リュドミラ……なんです？」

「いや……」

　フェルナンドは躊ちゆう躇ちよした。

　彼はリュドミラのことに関してだけは、臆おく病びようだった。

　本気で好きになりはじめていたからだ。

　本当はキリルよりリュドミラの調査をすべきだった。

　彼女はノブレスの王宮に出入りしていた。幼おさない国王、ダルデンヌ五世とは姉弟のように仲がいいところも見ている。おまけに、法王宮にもツテのあるフシがあった。

　ひょっとすると、貴族、いや王族の娘かもしれない。

　フェルナンドは不安だったのだ。

　もしそうなら、簡単に旅に連れだすことはできなくなるからだ。

　店主が言った。

「本国の科学技術庁が、聖人と彼らの『力』に関して、なにか摑つかんだようです。その件で、早急に大佐に、『サモン・ヴィレ前線基地』に戻ってきてほしいとのことです」

「ようやく調査結果が出たんだな。私に即そつ刻こく『対聖人作戦』を立案させようというのだろう」

　フェルナンドは頰ほお杖づえをつくと、「肩の荷が重いよ」とため息をついた。

「すごいやつを立案してください、大佐。聖人の集団……聖セントフューレンでしたか？　彼らの武力介入は厄やつ介かいですから」

　あ、そうそう、と店主は言葉をついだ。

「これはまだ未確認ですが、聖フューレンは三人ひと組で動くそうです。リーダーは年とし端はもいかない少女だとか。先週、首都でベルトランの強引な出兵に反対し、派は手でに『神の力』を使ったあと、また国境に向かったという情報です。ヤツら、巡礼者に変装して移動するのが常じよう套とう手しゆ段だんだそうですよ」

「……え？」

　そのとき、フェルナンドの表情が固まった。

　彼の脳のう裏りには、否いやが応おうにもある三人組が浮かんでいた。

「それはたしかな情報なのか？」

「ええ」

「他には？」

「残りの二人は若い男です。金髪と黒髪」

「少女の情報は？」

「まちまちですね。黒髪の少年に変装しているというものや、ガーネットの髪をした美少女というものやら……あっ……」

　店主はなにかを思い出したかのように、フェルナンドの顔を見た。

「犬型のホムンクルスを連れていたという噂が」

　まさか……とフェルナンドは呟いた。店主も「まさか」と呟いた。

「大佐、お心あたりが？」

　フェルナンドは茶髪の鬘ウイツグを自毛のように掻かきむしった。

　このときフェルナンドは一生の不覚を悟った。

　本国の調査結果が出るまで、聖フューレンに関することは後回しでよいと判断していたのが、甘かったのだ。

　もっと早く調べるべきだった。

　リュドミラという名の少女のことを。そして、三人の巡礼者のことを。
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　水と薪をもらい行くといって出かけたのに、キリルは民家にも商店街のほうにも行かなかった。彼は日の沈しずんだ湖のほとりで、寝転がっていた。

　パチパチと、薪たきぎがはぜる音がする。キリルの足元に小さな炎がゆらめいていた。

「ここにいたんですか」

　頭のほうから、聞き慣れた「美声」が響いた。

　キリルは身じろぐ気配も見せず「よくここがわかったな」と返した。

　アルカディ・トルストシェイン……白き聖人がそこにたたずんでいたのだ。

「小さな街ですから。繁はん華か街がいのほうを一いち巡じゆんして見当たらなかったので……ひょっとすると人ひと気けのないところではないかと」

　アルカディはキリルの横に座りこんだ。ちょっと寒そうに、薪に手をかざす。

「きれいな星空ですね」

　湖畔の真上に、満点の星空が広がっていた。

　気温がぐっと下がったせいで、見物するものはいないが、これはこれで絶景だ。

　キリルは目を閉じている。夜景を楽しむためにここへ来たわけではないようだ。

「街でアイツと出会ったら、絶対、手が出ると思った」

　とキリルはここへきた理由を口にした。アイツとは言うまでもなくフェルナンドのことだ。

「だから街に行かなかったんですか？」

「アイツを殴なぐったら、またリュドミラと大おお喧げん嘩かになるだろう？」

「すごい剣けん幕まくでリュドミを叱るくせに、意外に気が小さいんですね」

「嫌味を言うなら、側そばに座るな」

　とキリル。そのあとすぐ上半身を起こすと、「言わずにおれない」とした顔で自分の正当性を主張しだした。

「俺は間違ったことは言っていない。大切な任務の最中に、アイツを便乗させたのはリュドミラだ。これは公こう私し混こん同どうだ。ったく、車内でイチャイチャと……」

「イチャイチャとまではしていませんでしたが、まぁそれ以外の主張を認めます」

　アルカディは弁護士のような相づちをうった。

「イチャイチャしていたさ……！　アイツはまるでお客のようで、俺はただの運転手だった」

「イチャイチャ……はやっぱり言いすぎだと思いますが、それ以外は同意します。僕は助手席に座っている、ただの……ただの……ええっと」

「お前はただの置物だった。鳥アレルギーの添そえ物ものだ」

　添え物と言われて、アルカディはちょっとキリルを睨にらんだ。

「俺たちはアイツが現われるまで、三人でうまくやっていた。仲良くとはいかないが、まあまあだ」

「認めます。貴方あなたと僕は仲良くはありませんが、まあまあ、うまくやっていました。リュドミの前では」

「そうだろう!?」

　キリルとアルカディは、最初は口もきかないほど仲が悪かった。

　最近、ほんの少し、打ち解けてきたのだ。厳げん冬とうの氷が、遅い春の到とう来らいに少しずつ溶けていくように、彼らは時間をかけて、自分の内心を語れるようになっていった。

　でもまぁ、とアルカディ。

「十六歳の女の子が初恋に夢中でも、それはごく自然なことなんですけれどね」

「あいつは普通の十六歳じゃない。特別な十六歳だ！」

　ねぇ、キリル？　とアルカディは問いかける。

「キリルはリュドミラとフェルナンドのことになると、妙みように感情的になりますよね」

「どういう意味だ!?」

　キリルは、鋭するどい口く調ちようで反はん問もんした。

「ほら、すぐにムキになる。それは嫉しつ妬とですか？」

　違う！　とキリルは叫んだ。その声が静まりかえった湖畔に広がっていく。

「俺はリュドミラの公私混同が気に入らないんだ。それからフェルナンドという人形師が個人的に気に入らないだけだ！　変なことを勘かん繰ぐるな！」

　と全否定したあと、キリルは叫んだことを後悔したようにこう付け足した。

「俺がリュドミラに対して感じているのは……もっと違うものだ」

「……違うもの？」

「そうだ。俺には……資格がない。誰かを好きになるなんて……神が、許さない」

　あきらめた口調で話すキリルの表情を窺うかがって、アルカディはこう言った。

「それは戦場で多くの人命を奪ったからですか？　でも資格がなくても、人を好きになることは止められませんよ、キリル」

「俺は……」

「僕は好きです。リュドミのことが」

　アルカディは逆に告白した。

「僕は街一つ消滅させて、多くの人命を奪った永久犯罪者です。リュドミには口が裂さけても『好きだ』とは言えません。でも僕はリュドミが大好きです。このままリュドミと旅ができるなら、戦争なんか終わらなくてもいいと思うぐらいに」

　キリルが黙りこんだ。アルカディの主張は、呆あきれるほど利り己こ主義だったが、こめられる想いに偽いつわりはないようだった。

「僕はこの旅が終わったら牢ろう獄ごくへ戻されます。なら、永遠にリュドミと旅をしていたい。それが僕の小さな……そしてたった一つの夢です」

　人を好きになる資格がないと感じる大罪を、二人は二人とも背負っていた。

　だから、好きだとは言えない。好きになってほしい、とも言えない。

「いいんです。独どく占せんできなくても。だけど、僕からリュドミを奪っていかないでほしい」

　と内心を語ったアルカディに、キリルはこう答えた。

「俺は、リュドミラが幸せになるなら、誰か一人の男に託してもいいと思っている」

「そうなんですか。そこは僕と違いますね」

「だが、あのフェルナンドはダメだ。絶対、リュドミラは不幸になる。俺の勘だがな」

「元軍人の勘ですか？　なら、あの男の調査をしたほうがいいんじゃないですか？」

「調べたらリュドミラが泣くような事実しか出てこない。そう思うから……調べたくない」

　キリルがそう言ってうなだれると、アルカディは「なぜそこで消極的になるんです？」と呆れた。

「僕なら調べます。弱味を握ったら、フェルナンドを脅きよう迫はくして、リュドミラと会わせないようにします！」

　アルカディは軽く拳こぶしを握って、毒どくのある花のようにほほ笑んだ。
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「キリルもアルカディも……どこへ行っちゃったんだろうね」

　とオロに語りながら、リュドミラも宿屋を抜けだした。外は日がとっぷり暮れて、かなり冷えこんでいる。リュドミラはマントの襟えりを寄せて、小さく身震いした。

　一時間たっても二人は戻ってこない。水を汲くみ、薪をわけてもらうのに、そんなに時間はかからないはずだ。

（まさか、フェルナンドをとっつかまえて、喧嘩しているんじゃないよね？）

　二人が湖畔で長話をしているとは思いもせず、リュドミラは商店と民家が立ち並ぶ、繁華街へ向かった。

「ねぇ、オロ。二人とも、どうしてフェルナンドを敵対視するのかな？」

　オロは犬語でなにか返した。言葉は全く理解できなかったが、オロが真ま面じ目めに話し相手をしてくれていることはわかった。

　オロはリュドミラの顔を見あげながら、真横に従したがうように歩いている。

　相談役と護衛役を兼けん任にんしている、といったところだ。

「オロはいつも誠実で優しいね。キリルみたいにすぐ怒らないし……人間だったら、きっと女の子にもてただろうね」

　オフッ、オン、オーン。

　そんなことはないよ、とオロが謙けん遜そんしたような気がして、リュドミラはほほ笑んだ。

「やめた！　くよくよと悩なやんでいても仕方ないもの。私、キリルとアルカディにもう一度ちゃんと話して、フェルナンドとのことを認めてもらうわ」

　迷いをふっきったような明るい声で、リュドミラは言った。

「使命は忘れていないわ。ちゃんと果たす。軽けい率そつな交際は絶対しない。誓約書を書いてもいいわ。それでダメなら、土ど下げ座ざでもなんでもする！」

　リュドミラは繁華街の灯あかりに向かって駆けだそうとした。

　オンオン！　とオロが吠えた。リュドミラのマントの端はしをひっぱる。

「えっ？　湖に行くの？」

　オロがリュドミラの前を走りだした。

　キリルとアルカディの匂においを感じたオロは、リュドミラを湖畔へと誘ったのだ。

　繁華街を素通りし、点在する民家のあいだの小道を抜け、暗い湖畔が見えてきたとき、ふとリュドミラは立ち止まった。

　急に立ち止まったリュドミラを顧かえりみて、前を走っていたオロが戻ってくる。

　しっ……とリュドミラは、唇に人差し指をたててオロに合図した。

　彼女は反転すると、抜き足差し足で、民家と民家に挟はさまれた路地に入っていった。

　路地は繁華街につながっているらしい。向こう側には、明るい街灯が見えている。

　リュドミラはその小道を歩く、一人の青年に忍びよった。

　彼はリュドミラの存在に気づかない。一いつ心しん不ふ乱らんに考え事をしているようだ。

　間近までくると、彼の呟きが聞こえてくる。

「国境線……首都……国境線か。移動ルートが合がつ致ちする。時期もピッタリだ。貴族のお嬢様じゃなかったのか……」

「わっ！」

　と叫んで、リュドミラは青年の背中をトン！　と軽く押した。

「うっっわっ……！」

　振りかえった青年が、泡あわを食ったように目を丸めた。

　はぁ……と大きく息を吐はくと、民家の壁にもたれかかる。

　フェルナンドだった。今し方、メルカンテの情報工作員と別れてきたばかりだ。

「驚いた!?　偶ぐう然ぜんね！　キリルとアルカディを探しにきたら、路地に入るフェルナンドを見つけちゃったの！　これって神様のお導きかしら!?」

　リュドミラは瞳をキラキラさせていた。他愛のない悪戯いたずらに、胸がときめいている様子だ。

「リュドミラ……」

　リュドミラの陽気な笑顔を見て、フェルナンドは唇を嚙みしめた。

　目が移ろい、視線を下げてしまう。

　リュドミラが「どうしたの？」と問いかけた。

「私、やりすぎた？　それとも、なにか悲しいことがあったの？」

　フェルナンドは一瞬、口元をかたく結んだ。そのあと「いいや。大丈夫だよ」と言って、ほほ笑む。

　リュドミラは逆に表情を失った。フェルナンドの笑顔は、とても苦しげだったからだ。

「フェルナンド……？」












　リュドミラはつかつかと近寄ると、フェルナンドの額ひたいにそっと手をあてた。

「様子が変よ。気分が悪いのかと思って……。大丈夫、熱はないわ」

　リュドミラは手を退けた。ふと、その手を見て真っ赤になる。

（うっわ。私ってなにげに大だい胆たん！　自分からフェルナンドのおでこに触っちゃった）

　キリルに見られたら大変だ、と自分で自分の行為にびっくりする。

　その手をマントのなかにこっそりしまうと、リュドミラはニッコリとほほ笑んだ。

「なにがあったのか知らないけれど、元気を出して」

　ああ、とフェルナンドは返した。無理してあげた顔に、無理して笑顔を浮かべている。

（フェルナンド、昼間と全然違うわ。態度が不自然というか……）

「……まだ夕食をとっていないんだ。よかったら一緒にどう？」

　近くに美お味いしい店があるんだ、とフェルナンドはぎこちなくリュドミラを誘った。
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　郷きよう土ど料理が自じ慢まんという小さなレストランで、フェルナンドとリュドミラは向かいあって座った。店内には四人掛けのテーブルが二つと、カウンター席があるだけだ。

　壁際に若いカップルが好みそうな、メルヘンチックな装飾品が並んでいる。

　かなり夕食時をすぎていたからか、店内に他の客はいない。

「私は飲み物だけでいいわ。先に食べちゃったから。フェルナンドはどんどん食べて」

　リュドミラはそう促うながした。

「食べなきゃ元気になれないわよ。ただでさえ、徒歩の旅は疲れるもの。私も最初の旅がつらくて、途中で倒れちゃったから」

　元気のないフェルナンドを、リュドミラは気き遣づかった。元気づけよう、元気づけようと努力するリュドミラを見て、フェルナンドは苦く笑しようする。

　笑ったフェルナンドを見て、リュドミラは少しだけホッとした。

（今の笑顔は、いつものフェルナンドの顔だったわ）

　路地で見た笑顔は、切なすぎて見ていられなかったのだ。

「巡礼の旅も……大変だね」

　フェルナンドからようやく、言葉が返ってきた。

　そうなの！　とリュドミラは大げさなゼスチャーつきで同意した。

「でもね、あとで徒歩も悪くないなぁって思ったの」

　とリュドミラは陽気に話しつづけた。

「だって、そのとき休息をとった辺境の村で、フェルナンドと出会ったんだもの」

　とても貧まずしい村だった。

　いつ雪が降りだしてもおかしくない寒い日。

　リュドミラはキリルと喧嘩をして、薄着で外に飛びだした。

「私、寒くて……どこかで休もうとして……あの教会を見つけたのよ」

　古びたレガ教の教会だった。司教の姿はなく、教会の小部屋からかすかな人の声がしていた。

「君は偶然、私が人形劇をしている部屋に飛びこんできた」

　フェルナンドは昔話に付き合った。

「そうよ。小部屋の暖だん炉ろはとっても暖かくて……フェルナンドは、醜みにくいアヒルのお姫様の人形劇をしていたわ」

「そうだった。君はあのとき誰かに追われていた。ひょっとしてキリルだった？」

「うん。旅がイヤで、帰るって言って困らせていたの。キリルは悪くないのよ。私が脱だつ走そう常じよう習しゆう犯はんだから」

　旅がイヤで、帰りたかった。

　リュドミラがそう言ったとき、フェルナンドは少し驚いたようだった。

「そうか。旅は好きじゃなかったのか」

「うん。行きたくなかったけれど無理やり連れだされたの。キリルにこうやって……担かついで」

　とリュドミラは農夫が小麦の袋を肩に担ぐようなゼスチャーをした。

　そのポーズがおかしくて、フェルナンドがははは……と笑う。

　その声を聞いて、リュドミラはようやく声のトーンを平常に戻した。

「よかった。少しは元気が出た？」

　プツリとフェルナンドは笑いをおさめた。リュドミラの優しさが、ひどくつらそうに顔をそむける。

「私、フェルナンドの相談役にはなれないかもしれないけれど、フェルナンドが寂しそうな顔をしているのは、見ていられないの。私にできることがあったらなんでも言って」

　リュドミラは心をこめて言った。

「それじゃ……そうだな。旅の話をしてくれ」

　ええいいわ。とリュドミラは気やすく答えた。

「それでフェルナンドの気が紛まぎれるなら、お安い御ご用ようよ」

「どうして旅が嫌いなのに、旅をつづけたの？」

　フェルナンドは質問した。そ、それは……とリュドミラが天てん井じようを仰あおいで口くち籠ごもる。

「キリルには内緒よ」

　と前置きすると、彼女は声を落とした。

「フェルナンドと約束したから。つぎは『サモン・ヴィレ』で会おうって。だから行ったの」

「私に……会うため？」

　まさか、という顔でフェルナンドが問いかえす。

「うん。くれぐれも内緒よ。キリルが知ったら『お前は動機が不純だ！』って怒るから」

　フェルナンドは無言になった。

　運ばれてきたスープはおろか、水にすら手をつけようとしない。

「私と出会わなかったら……リュドミラは旅をしなかったのかな？」

　フェルナンドに問われて「うーん」とリュドミラは考えこんだ。冷めていくスープとフェルナンドの顔を交互に見ながら、彼女はこう言った。

「フェルナンドがそのスープを温かいうちに飲んだら、答えるわ」

　話ばかりで、フェルナンドがちっとも食事をしないことが気になっていたのだ。

（だって、フェルナンドに元気になってもらわなきゃ、私、気になって、今夜眠れないもの）

　フェルナンドはふいに優しい顔をした。

「君はまるで、お母さんみたいだ。私の母も、よく条件を出した。『ニンジンを食べたら、図書館に連れていってあげる』とかね」

　懐かしそうに言って、スプーンを手に取ると、スープをすくう。

「美味しい？」

「ああ。とても」

「よかったね」

「ああ。じゃ、答えを」

　とフェルナンドは催さい促そくした。

「フェルナンドがいなかったら……そうね、私、旅をつづけられなかったと思う」

「どうして？」

「つらいことや悲しいことが多すぎて。でも、巡礼の旅と、戦争が終わったら、フェルナンドと一緒に旅ができる。その思いが……私を支えてくれたの」

「……」

　リュドミラの旅に、フェルナンドはところどころ登場する人形師だった。

　だが、その存在は、いつもいつもリュドミラの心の中心にいた。

　リュドミラがなにを支えに旅をつづけたか、フェルナンドはこのとき初めて知ったのだ。

　そして彼は「やりきれない」とした表情で、食事をつづけたのだった。
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　レストランの玄関には、ドーベルマン型ホムンクルス、オロの姿があった。

　大人しく「伏ふせ」をして、リュドミラを待っている。

　ときおり、耳がピクピクと動く。店内の物音に、反応しているようだった。

　オロはなにかを警戒している。今日、ずっとリュドミラの側を離れようとしないのも、その表れだった。普段、オロはいつでもキリルについていくからだ。

　突然、バサバサバサ！　と鳥の羽音が聞こえた。

　オロは機き敏びんに上半身を起こした。

　店のアンティークな外灯に、一羽の白いフクロウがとまった。

　フェルナンドが使し役えきしている、メルカンテの軍事用キメラ、アウルだった。

　オロはじっと、アウルを見ていた。

　アウルも、暗くら闇やみに浮かぶ金色の瞳で、オロを見た。

　フゥゥゥッ！　とアウルが羽う毛もうを逆立てた。威い嚇かく姿勢をとったのだ。

　オロがすっ、と立ちあがる。

　アウルがさらに、身体を膨ぼう張ちようさせた次の瞬間――アウルの身体から白しら羽はが飛んだ。

　オロが跳ちよう躍やくした。その足元に、三本の白羽が矢のようにつきささる。

　アウルが攻撃に出たのだ。

　オロは白羽を躱かわした直後、壁をのぼり始めた。垂直の壁をこともなげに疾しつ走そうする。

　屋根まで二秒。黒い旋せん風ぷうのように加速したオロは、上空にいるアウルに躍おどりかかった。
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「はい、おまちどう！　『黄金マスのムニエル、七色野菜添え』だよ！」

　ドン！　とテーブルを占せん領りようするほど大きな料理が運ばれてきた。

　湖でとれる黄金マスを一匹まるまる使った、名物料理だ。

「これ……一人で食べる量？」

　とリュドミラが驚く。するとフェルナンドは苦笑して「君もどうぞ」とナイフとフォークを渡した。

「ええっと……私は、そのお魚は……」

「そうか。巡礼の旅では、生なま臭ぐさ物ものは厳禁だったね」

「そ、そうなの」

「キリルたちも食べない？」

「うん」

「よく、それで苛か酷こくな旅ができるね」

　フェルナンドにそう言われて、リュドミラは曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

　たしかに、肉も魚も食べず、徹てつ底ていした菜食主義でも、彼らの身体は平気だ。

（深く考えたこともなかったけれど……ちょっと普通の人間と違うのかしら？）

「リュドミラのその髪、鬘ウイツグだったよね？」

　フェルナンドは訊いた。

「うん」

「旅先で短く切った髪を、黒く染めていた？」

「どうして知っているの？」

　リュドミラは首を傾かしげた。たしかにガーネットのロングヘアが鬘だと暴ばく露ろしたのはリュドミラだ。でも、黒く染めていたことは話していない。

「キリルのことだけれど……」

　フェルナンドはリュドミラの問いには答えず、急に話の矛ほこ先さきを変えた。

「先日、見たときは軍服を着ていた。もう退役したのかな？」

　ええっと……とリュドミラは迷まよった。色々と複雑な事情があったからだ。

「私がやめてって頼んだの。似合ってないし……本人も、苦しそうだったし」

「そう？　私は彼の適職は、軍人だと思うけれど？」

「それは違うわ！」

　リュドミラは即座に否定した。

「そう見えても違うの。彼は戦争を嫌っているわ。無ぶ愛あい想そうだけど、冷たい人じゃないの」

「そう。けれどね、リュドミラ。軍人はみんな、戦争が嫌いなんだ。嫌いだから、早く終わらせようと企たくらむんだ。それに、激しく同族嫌けん悪おする」

「ど、どういう意味？」

　リュドミラが不ふ可か解かいな顔をする。

「キリルは私が嫌いだろう？」

「はぁ……？」

　理り屈くつがよくわからなかった。

（だって、話がつながっていない気がするわ。フェルナンドが軍人だったら、別だけれど）

「アルカディは、君を溺でき愛あいしているね。誰にも触らせたくない……そんな目で私を見ていた」

「そ、そうかな？」

（どうしちゃったの？　フェルナンド……？）

　リュドミラは露ろ骨こつに焦あせりだした。フェルナンドの話についていけないのだ。

「リュドミラはお姫様だ。彼らは騎士ナイトのように君を守り、愛している」

　愛している。その言葉に、リュドミラはうろたえた。

「か、考えすぎじゃないかな？」

「リュドミラは気づいていないの？　二人の気持ちに。車のなかで、あれだけ私に対して二人が反感を抱いていたのに？」

　リュドミラは困惑し、まってまって、とフェルナンドの言葉を遮さえぎった。

「は、話を変えない？　フェルナンド」

　居たたまれなくなって、リュドミラは懇こん願がんした。

「いいよ。じゃ、話を変えよう。その代わり、この料理を食べてくれ」

　リュドミラが言葉を失う。同じ論法でやりかえされたのだ。でもその言葉は「交換条件」のように冷たく聞こえた。

「私……ダメなの……」

「少しぐらいいいだろう？　美味しいよ。食べて損はしない。それに、残すのはお店の人に悪い」

（だけど……）

　リュドミラの視線が、助けを乞こうように彷徨さまよう。

　そんなリュドミラの前で、フェルナンドは小皿に料理を取り分けた。

　はい、どうぞ、とリュドミラの前に置く。

（ど、どうしよう……）

　なんとなく、拒絶することができない空気だった。

　リュドミラが固まっていると、それで……とフェルナンドは話を再開した。

「キリルは、リュドミラのなに？　実の兄きよう妹だいじゃないんだろう？」

「……ええ」

「じゃ、恋愛対象じゃないか。彼は君のことが好きだよ。たぶん。彼自身、気づいていないかもしれないが」

「フェルナンド……あのね、キリルが私にどんな感情を持っていたとしても、私の気持ちは決まっているのよ」

　リュドミラは真しん摯しな眼まな差ざしで訴えた。リュドミラにはフェルナンドがへんに勘繰っているように見えたのだ。

「私も、キリルとアルカディのことが好きだけれど……それは恋愛感情じゃないの。わかっているでしょ？」

「なら、今すぐ彼らと別れてくれ」

（えっ？）

　フェルナンドの即そく答とうには、矢のような鋭さがあった。まさに、この言葉が言いたかった、とばかりに彼は告げたのだ。

「彼らと別れて、私と旅に出よう」

「せ、戦争が終わったらっていう……や、約束は？」

「そんなのどうでもいい……！」

　フェルナンドが語気を荒あらげた。ドン、とテーブルの端を拳こぶしで叩たたかれて、リュドミラは椅い子すから跳とびはねるぐらい驚いた。

「今すぐだ。今すぐ！　君が私のことを好きだというのなら、今すぐ！」

　フェルナンドが不機嫌に怒鳴るところを、リュドミラは初めて目撃した。

　異い様ような迫はく力りよくがあって、リュドミラは青ざめ、混乱した。

（一体、なにがしたいの？　私になにをさせたいのよ？）

　リュドミラは泣きそうな顔で、ナイフとフォークを手にした。

　フェルナンドにこの話をやめてほしかった。それだけのために、リュドミラは小皿の魚料理に手を伸のばしたのだ。

　フォークをもつ手が震ふるえた。

　生臭物を食べるのは、生まれて初めてだった。

　食べたら堕おちるということはわかっていた。そう。聖女の純潔は、食事一つで失われる可能性があったのだ。

　あるいは、身体が受けつけず、吐くかもしれない。

（でもこれ以上、苛いら立だつフェルナンドを見ていたくないの）

　リュドミラはつらかったのだ。

　震える手から、魚の身がこぼれ落ちた。

　リュドミラは焦って、もう一度身をとった。

　また落ちた。

「い…今、食べるから。だから、話を変えようよ」

　まっすぐに見つめているフェルナンドに、リュドミラは頼んだ。

　フォークの端が唇に触れるとき、リュドミラは半泣きになっていた。

「よせ！」

　パン！　とフォークが手元から飛んでいった。

　フェルナンドが立ちあがって、リュドミラの手元を叩いたのだ。

「……もういい。もういいよ、リュドミラ」

　フェルナンドは苦く痛つうを圧おし殺すような声で囁ささやいた。

　ひっ……とリュドミラが泣きだす。

　フェルナンドはリュドミラの側に寄り、彼女の肩を抱いた。

「ごめん。ひどいことを……した」

　頭を引きよせられて、リュドミラの緊きん張ちようの糸がゆるんだ。

　わんわん泣いて、フェルナンドにすがりつく。

　ごめん、ごめん、とフェルナンドは何度も詫びた。

　彼は、聖女が魚を食べればどうなるか知っていて、試したのだ。

「人違いであってほしい」という強い想いが、彼を突き動かしてしまったようだった。

「ごめん。無理に食べさせようと……卑ひ劣れつなことをした」

「私……」

「最低だ。優しい君を、脅きよう迫はくするなんて……」

　彼は自分自身を侮ぶ蔑べつするように吐き捨てた。

「フェルナンドは……お魚……食べられない……女の子は……嫌い？」

　泣きじゃくりながら、リュドミラは訊いた。銀緑色シルバーグリーンの大きな瞳で、フェルナンドの顔を見つめると、リュドミラは先手を打つように叫んだ。

「嫌いって……言わないで……！　ひっ……ううっ」

　フェルナンドは、居てもたってもいられない様子で、リュドミラを抱きしめた。

　痴ち話わ喧げん嘩かか？　とびっくりして、店主が厨ちゆう房ぼうから出てくる。

「出よう、リュドミラ」

「ひっ……うん……」

　泣きつづける少女の肩を抱いて、フェルナンドは立ちあがった。

　店の勘かん定じようをすませ、彼らは連れだって外に出た。




　リュドミラが泣きだしたころ、外では猛もう禽きん類るいと猛もう犬けんの戦いがつづいていた。

　白フクロウの姿をした、メルカンテの軍事用キメラと、ノブレスの開発した動物型ホムンクルス、オロの一いつ騎き打うちだった。

　アウルの身体から、白い羽根が跳ぶ。まるで、吹き矢のようだ。

　その一本がオロの大だい腿たい部ぶに突きささった。

　オロが小さな悲鳴をあげた。

　だが次の瞬間、オロの目が変わった。円つぶらな黒い瞳が吊つりあがり、赤く染まったのだ。

　オロは屋根から屋根へと、目にもとまらぬ速さで跳躍した。

　そして……跳んだ。いや、翔とんだ。

　アウルと最接近するとき、黒い弾だん丸がんのようなものを放つ。

　それは、オロの身体から分ぶん離りした小さな「物質」だった。

　白フクロウの身体を貫かん通つうする。

　アウルが空中でバランスを崩くずした。バサバサと異様な羽音をたてて落下する。

　オロがストンと大地に降りたつと、黒い弾たまは、再びオロの身体に合体した。

　赤い目のオロが、地面でもがくアウルに近寄った。

　赤い飛沫しぶきの飛び散る、アウルの翼を前脚で踏みつける。

　そのとき……店の扉が開いた。

「……オロ！　なにをしているの!?」

　リュドミラは涙もふっとぶほど、驚いて叫んだ。

　オロがリュドミラの声に反応して、振りかえる。

　目が燃えるように真っ赤で、リュドミラは本能的に竦すくみあがった。

「コイツ、ホムンクルス！　特化型ホムンクルス！　流体武器ヲ内蔵シテイル！」

　いきなり、アウルが人の言葉で話しだした。これにもリュドミラはびっくりした。

　オロが唸うなりはじめた。

　リュドミラの肩を抱いているフェルナンドに向かって、身を低くして攻撃体勢をとる。

「まずいな」

　とフェルナンドは目を細め、舌打ちした。

「アウルとやりあって、『戦せん闘とうモード』に移行している」

　オロがアウルをガブリと啣くわえると、歩きだした。

「オロ！　どうしたの？　アウルを放しなさい。死んじゃうわ！」

　リュドミラが真っ青になって叫んだ。だが、オロの耳には届かない。

「どうしちゃったのよ!?　オロ！」

　無む駄だだ、とフェルナンドが遮った。

「ホムンクルスの『初期化』は、飼い主にしかできない。一いつ旦たん、戦闘モードになったら、敵を殲せん滅めつするまで停止しない。それが軍事用ホムンクルスなんだ」

　フェルナンドはリュドミラを背後に庇かばった。

「リュドミラ、逃げたほうがいい。君まで襲う可能性が……」

「ない！　オロはそんなこと、絶対しない！」

　リュドミラは一声叫ぶと、フェルナンドの背中から飛びだした。

　オロはアウルをポイッと放りだし、近づいてくるリュドミラに牙きばを剝むいた。

「オロ。私よ。大丈夫よ」

　リュドミラはオロの手前で四つんばいになった。

「どうしたのオロ？　怖い顔をして。いつものオロらしくないわ」

　リュドミラはそっと手を出した。牙を剝くオロの頭に、少しずつ少しずつ手を近づけていく。「大丈夫、大丈夫」と自分に敵意がないことを何度も語りながら、オロの頭にそっと触れた。

「よしよし、いい子ね」

　リュドミラはオロの大腿部に突きささった羽根に気づいた。それを引っこ抜く。

「痛かったのね。もう大丈夫よ。あとで薬を塗ぬってあげるわ」

　オロの頭を撫で、全身をさすってやる。

　オロの唸り声は、徐々に小さくなっていった。

　オフ……とオロがため息のようなものを吐いた。

　目が通常の色に戻ると、オロは首を大きく左右に振り、リュドミラの手をペロペロと舐なめはじめる。まるで、「ごめんなさい」を連発するような行為に、リュドミラは「よしよし」とオロの身体を強く抱きしめた。

「フェルナンド、アウルは大丈夫？」

　リュドミラは訊いた。

　フェルナンドはアウルを抱いて、呆ぼう然ぜんとしていた。リュドミラがオロを「初期化」してしまったことに、驚いていたのだろう。

「ああ。深く傷ついているが……再生は可能だろう」

「再生……？」

　妙な言い回しに、リュドミラは怪け訝げんな顔でフェルナンドを窺った。

「アウルは軍事用キメラなんだ。それ以上のことは……言えない」

　フェルナンドは告白した。

　そのあと、オロを抱きしめているリュドミラに、彼はこう言った。

「リュドミラ、旅の約束、白紙にさせてくれ」

「な……なん……で？」

　リュドミラはフェルナンドを凝ぎよう視しした。

　フェルナンドは心苦しげに視線を外し、でもはっきりとした口調でこう言った。

「すまない。やっぱり君とは、一緒にいられない」

（えっ？）

「ちょ……わから……ないわ、急に……」

　リュドミラの口は、思うように言葉を紡つむぐことさえできなかった。

「一緒には……いられない。そう思う」

　踵きびすを返す直前、フェルナンドは「ごめん」ともう一度謝った。

　リュドミラは動けなかった。

　――やっぱり君とは、一緒にいられない。

　この一言に、リュドミラは前後不覚になるほど、うちのめされていた。
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　リュドミラは自分の知らないあいだに、宿屋に帰ってきた。

　どうも、オロがゆっくり前を歩いて、彼女を導いてくれたらしい。

　先に帰ってきていたキリルとアルカディは、リュドミラの顔を見るなり、血けつ相そうを変えた。

「どうした！　リュドミラ!?」

「なにがあったんです!?」

　魂たましいを抜かれたかのように、リュドミラの視点は虚うつろだった。

　銀緑色シルバーグリーンの大きな瞳からは、すっかり生気が消え失せている。

　キリルが怪け我がの確認をするように、リュドミラの肩や腕にさわった。

　アルカディは、泣き腫はらしたようなリュドミラの頰ほおに両手を添そえ「どうしたんです？」ともう一度尋たずねた。

　二人に労いたわられて、リュドミラはひっ……と泣きだした。

「うっ……ひっ……ひ……」

　ポタポタと涙が床に落ちる。












「フェルナンド……に……ふられ、た」

　と一言、呟つぶやくと、リュドミラは号ごう泣きゆうしだした。
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　嗚お咽えつと言葉を交互に繰くりかえしながら、リュドミラは二人に事情を告げた。

　聞きおわるとアルカディは「よしよし」と言って、リュドミラの頭を撫なでた。

　口では言わなかったが、「なーんだ」といったニュアンスが伝わってくる。アルカディはもっと最悪のことを想像していたらしい。酔よっ払ぱらいに絡からまれ、暗くら闇やみに引きずりこまれ、○○なことをされる……とかだ。

「リュドミ、ガッカリすることはありません。初恋は失恋すると相場が決まっているのです」

　おまけにアルカディはややご機き嫌げんだった。リュドミラを独占する男がいなくなって、万ばん々ばん歳ざい、なのだ。もっともこれも決して口にはしない。

　一方、キリルは激怒した。

「なぜだ!?　お前がアイツをふるならともかく、アイツがお前をふる理由なんかあるか！」

　とえらい剣けん幕まくだ。

「レストランで、お魚が食べられなかったの。だから……かもしれない」

　リュドミラが呟く。彼女には他に思い当たるふしがなかったのだ。

「そんな理由でふったんなら、ぶん殴なぐってやる！」

　とまたキリルが目を吊つりあげて怒ど鳴なった。

　二人の反応が両極端で、リュドミラは悲しいはずなのに、涙が止まった。

　このときリュドミラは、二人がいてくれてよかったと思った。

　もしも一人だったら……ショックのあまり、なにをしでかしていたかわからない。

（二人とも私の恋愛には否定的だったくせに、嫌味一つ言わないのね）

　そこがまた感動的だった。

　とりわけキリルは、まるでリュドミラの代わりのように「なぜだ!?」と問う。

（私だって、そう言いたかったわ。「一緒にいられない」って決めつけられて、言いかえしたかった。でも、言葉がなにも出てこなかったの）

　言いたいことだけ言って、自分を置いてきぼりにしたフェルナンドの背中が脳のう裏りに焼きついている。

　それを思い出すと、リュドミラはまた大泣きした。

「ちょっと出てくる。アルカディ、リュドミラを頼む。オロ、こい」

　すくっ、と立ちあがったオロは、困こん惑わく気味だった。このあと、誰の匂においを追跡しろと言われるか、オロはわかっていたのだろう。

「理由を聞いてくる。もしも、納なつ得とくのいかない理由だったら……ただじゃおかない」

「い、いいの！　もう……いいの！」

　殺さつ気きだって扉に手を掛けたキリルを、リュドミラは制止した。

「行かなくていい！　もういいの！　もう……フェルナンドのことは、いいの！」

　フェルナンド……その名前を口にしたら、また涙が溢あふれてきた。

「キリルが一発殴ったって……私がふられたことは変わらないもの！」

　泣きじゃくりながらリュドミラは叫さけんだ。

「惨みじめになるだけだもの！　だから、なにもしないで！」

　なにも変わらないのなら、事を荒あら立だてるのではなく、なにもかも忘れたい。

　リュドミラはこのとき、そんな心しん境きようだったのだ。
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　リュドミラがフェルナンドにふられた翌日の朝、キリルたち三人は、旅に必要な水と薪まきを車に積み、出発した。

　目指すは、国境沿いの廃はい村そん『クルトゥス・ヴィレ』だった。街で聞いた噂うわさでは、そこにノブレス軍の敗残兵たちが孤こ立りつし、立て籠こもっているということだった。

　大丈夫なのか？　と思えるほど、リュドミラは憔しよう悴すいしていた。一晩中泣いたせいで、やつれて、目の周囲が窪くぼんでいる。

（失恋がこんなに疲れるものだとは……知らなかったわ）

　リュドミラは眩まぶしそうに目を細めて空を見あげた。

　晴天に恵まれ、『オールレック・ヴィレ』は陽気に包まれている。

　街ゆく人々の笑顔も朗ほがらかだ。

　キリルの運転する車は、湖こ畔はんに造られた道を走り抜ける。

　観光客らしい若いカップルが、肩を組んで土産みやげ物もの店に入っていく。

　駄だ菓が子し屋の前では、小さな男の子が母親の手を摑んで、菓子をせがんでいた。

　リュドミラは口元だけで笑った。心から笑うことができなかった。

　笑うとむしろ、悲しくなるのだ。

「大丈夫なのか？　もう一泊するか？」

　運転席のキリルは、バックミラーでリュドミラの様子を、チラチラと観察していた。

　気になってしかたがない、という素そ振ぶりだ。

　ううん、とリュドミラは首を振る。

「無理することはありませんよ」

　とアルカディが声をかけた。今日、彼は後部席のリュドミラの隣となりに座っている。

「一日、到着が遅れることになっても、リュドミが回復するほうを優先すべきです」

　アルカディの気き遣づかいに、ううん、とまたリュドミラは首を横に振った。

「ここに……いたくないの。ここの……夕暮れの風景は……二度と見たくない……」

　昨日の夕方、黄金に輝く湖面を、大好きな人と一緒に見た。

　だが数時間後には、その彼にふられていた。

　人生、色々なことがあるものだ、とリュドミラは実感する。

　思い出すと、ズキズキと胸の真ん中が痛んだ。

「早く、この街を出ようよ」

　とリュドミラは痛みにあえぐように呟いた。


[image: ]



「タイサ、女、泣カセた。タイサ、女、泣カセた。ヒドいヒドい」

「ひどいのは、お前の傷だよ、アウル」

「ヒドい男。また女、泣カセた」

「『また』は余計だ。いいから、黙だまっていろ」

　早朝、夜が明ける前に、彼は移動を開始した。

　オロの攻撃で深く傷ついたアウルを、大きな布で覆おおい背中に括くくりつけている。

『オールレック・ヴィレ』からメルカンテ軍前線基地がある『サモン・ヴィレ』までは、車で半日の距離だ。居酒屋の店主に扮ふんした部下に、途中まで車で送らせたから、あと小一時間ほどで到着するはずだった。

　彼の顔色は色々な意味ですぐれなかった。

「まずは、お前の手当てだ、アウル」

　アウルは、口は相変わらず達たつ者しやだが、飛ぶことはおろか、立つこともできない重傷だった。

「マズいマズい。女、泣カセた。マズい、タイサ」

　いいんだ、とフェルナンドはアウルに返した。

「彼女は……恋をしてはいけない相手だった。それが判明したから……別れたんだ。もうしゃべるなアウル。体力を消しよう耗もうするぞ」

「タイサ、悲シンデ……いる」

「そりゃ、悲しいさ。リュドミラが『敵』の中心人物だったんだから」

「悲シイ、理由……違ウ」

「……え？」

「理由、違ウ。リュドミラ、泣イタから、タイサ、悲シイ」

　リュドミラが泣いたから、悲しいんだ。アウルにそう指し摘てきされて、フェルナンドは眉をひそめた。

「その通りだ。けれど、これでいいんだよアウル。私はメルカンテのガスパロ・レキスリアンで、彼女は聖セントフューレンの聖女なんだから。所しよ詮せん、一緒にはいられない」

「戦争、終ワッタラ、一緒にイラレル」

「その戦争を終わらせるためには、リュドミラを討うつ必要があるんだ！　それが私の仕事なんだ。だから一緒にはいられない！」

　フェルナンドの切せつ羽ぱ詰つまった声に、アウルが沈ちん黙もくした。口の達者な白フクロウも、返す言葉を失ったのだ。

　ほどなくして、『サモン・ヴィレ』が見えた。

　フェルナンド……いや、メルカンテの英雄候補、ガスパロ・レキスリアンの『偽にせの聖女作戦』が功こうを奏そうし、ほぼ無む血けつ占せん拠きよとなったノブレスの地方都市だった。

　街の入り口には、真新しいレンガで防壁が組まれていた。そこにメルカンテ軍のブルーの軍服を着た下士官が二名、立っている。

　フェルナンドは街の櫓やぐらを見あげた。

　無血占拠となったとき、彼はこの街にいた。

　作戦の進行を現地で見守る一方、街の人々とともに土ど嚢のうを積み、高々とそびえ立つ櫓を組む手伝いをしたのだ。

　検問の前にやってきた。

　大きな黒いケースを押し、背中に鳥を背負った青年を見ると、兵士たちはいかにも「怪あやしい」という顔をした。

「この街はメルカンテの占領下にある。入国証か、身分証を」

　ジロジロと見ながら、兵士は無ぶ愛あい想そうに指示した。

「人形師のフェルナンドだ。急いで上官に取り次いでくれ。アウルが死にそうなんだ」

　とフェルナンドは答えた。

「入国証か身分証を」

　兵士はオウム返しした。そのあと、ケースを開けろと指示する。

「見たければ見ればいい。人形劇の道具しか入っていない。時間がないんだ。いいから上官に取り次げ」

　焦あせりからフェルナンドが命令口調になった。

　すると、さらに兵士たちの態度はかたくなった。「偉えらそうに」と顔に書いてある。

「わかったよ。名乗ればいいんだな。メルカンテ軍参さん謀ぼう本ほん部ぶ、戦せん略りやく顧こ問もんのガスパロ・レキスリアンだ」

　兵士たちは顔を見合わせ、束つかの間ま沈黙した。そのあと、盛大に吹きだす。

「わはははははっ！」

「ナイス、ジョークだ！」

　フェルナンドはため息をついた。「信じないと思ったよ」とブツブツと呟いている。

　彼らは英雄候補の名前は知っていても、顔を知らない「下っぱ」だったのだ。

　笑いつづける兵士に「黙れ」と指図すると、フェルナンドは兵士の胸の階級章を見た。

「上等兵」と、フェルナンドは相手を階級で呼び、胸に指をつきつけて、こう言った。

「いいから『旅人のフェルナンドが来た』と、君の上司か、上司の上司か、そのまたうえの上司に伝えるんだ。きっと誰かが私の身元保証人になってくれる」

　かくして、十分後。

　上等兵の上司と、上司の上司と、上司の上司が連れてきた将しよう校こうらが、検問で立たち往おう生じようしているフェルナンドを総出で出迎えた。

　上級将校らの異様な歓迎ぶりに、検問の下士官が仰ぎよう天てんするなか、フェルナンドは街の南にある豪ごう邸ていに案内された。もともと領主が住んでいた館やかただが、家や主ぬしはとっくに街を捨て逃げだしており、今はメルカンテ軍の前線司令部になっているのだ。

　フェルナンドはアウルを一人の将校に預けた。

「急いで再生措そ置ちをとってくれ」

　と命令する。

　フェルナンドはその後、二階の一室に案内された。

　前線指揮を任されている、バッカラ少将の執務室だった。

　室内は、以前の家主が愛用していた、高価な調度品がそのまま置かれていた。

　そこに、大地図とメルカンテの国旗が飾られている。

　互いに、形式的な挨あい拶さつをすませると、バッカラ少将は相そう好ごうを崩くずした。

「貴方あなたが辺境をうろうろなさっているせいです、大佐。だから、みな『英雄候補』の実績は知っていても、顔を知らない」

　バッカラ少将は朗ほがらかに笑った。四十歳すぎの、小太りの男性だ。明るいブラウンの髪と口くち髭ひげがあった。「占せん領りよう下かにあるノブレス国民にも公正な人物」として定評がある。

　そういう司令官の人選を上じよう申しんしたのが、作戦を立案したフェルナンドなのだ。

　それをバッカラ少将も知っているのだろう。フェルナンドに敬語を使っている。あるいは、現大統領、アルベルト・レキスリアンの息子として敬意を払うのかもしれない。

「アウルは？　応急手当てはしたんだが……キメラの身体構造はよくわからなくて」

　深刻な顔で、フェルナンドは尋ねた。

「命に別状はありませんが、重傷です。再生に二週間から三週間かかります。しかし、精密機械より繊せん細さいなキメラですから、後こう遺い症しよう……いや、不ふ具ぐ合あいが発生する可能性もあります。再生するより同タイプのキメラを取りよせたほうがいいでしょう」

　と少将は、しごく冷静に告げた。

　フェルナンドは沈ちん痛つうな面おも持もちでこう呟いた。

「アウルは一言も、痛いと言わなかった。怪我の状態も……わかっていて私に告げなかった」

　アウルは「タイサ、女、泣カセた」ばかり言っていた。

　知能指数Ｅ特Ｘ級のキメラの常じよう套とう句くとしては、おかしい。

　だが、アウルはフェルナンドの旅の友だった。

　友人の言動としては、納なつ得とくできた。心配をかけたくなかったのだ。

「今から本部へ申請すれば、明みよう朝ちようには別のキメラが届くでしょう」

　と少将が言うと、「いや」とフェルナンドは即そく座ざに拒こばんだ。

「アウルがいい。手元で治してやれないか？」

「もちろん、基き礎そ構造は動物と同じですから、容よう体だいが安定すれば自然治ち癒ゆします。しかしあれはペットではありませんよ、大佐。飛べもしないキメラなど意味がないでしょう」

　そんなことはない、とフェルナンドは言わなかった。バッカラ少将が言うことは、もっともなことなのだ。

「……私が面めん倒どうを見る」

「しかし、キメラが飛べないことには、我々は貴方と連絡がとれません」

「しばらく放ほう浪ろうはしない。それでいいだろう？」

　少将はいささか驚いたふうに沈黙し「いいでしょう」と答えた。

　ガスパロ・レキスリアンは、ちっともメルカンテ本国に居つかず、敵地を点々と放浪しながら、奇き策さくを立案する。そういう定評があったからだ。

　なぜ今になって、フェルナンドが行動パターンを変えたのか？

　旅先でなにがあったのか？

　少将は勘かん繰ぐることをしなかった。可か愛わいがっているキメラの為ためだと思いこんでしまったようだ。

「相あい変かわらずですな、大佐は。キメラごとき使いつぶす軍人のほうが多いというのに」

　ガスパロ・レキスリアンは、入隊する前、動物園や遊園地でこども相手に人形劇をしていた。

　このことは、公おおやけにはされていないが、政界、軍部の上層部は知っている。

　バッカラ少将も知っているようだ。「相変わらず」とは、フェルナンドが動物好きで、こども好きであることを知っていなければ、出てこないセリフだからだ。

「私は軍人としては臆おく病びよう者ものなんだよ」

　フェルナンドはそう答えた。

「そもそも、士官学校に入ったのが間違いなんだ」

　彼、フェルナンドの人生は、彼が大統領の庶しよ子しであると判明した時点で、ガラリと変わった。

　十五の夏まで、のほほんと生きてきた少年は、いきなり現われた黒服の男たちに連行され、「父親」と対面した。そのあと半なかば強制的に軍士官学校に叩たたきこまれる。

　実技は及きゆう第だいスレスレだったが、情報戦略においては類たぐい稀まれな能力を発揮した。

　誰も考えつかない奇策。不可能だと思われがちな無血占拠。

　そういうものが、造ぞう作さもなくフェルナンドには思い浮かぶのだ。人的被害が少なく、最大の戦果を出すことにかけては、彼はメルカンテ一の才能の持ち主だった。

「たしかに、貴方は英雄にしては優しすぎるし理想家だ。今のところ、民衆の期待通りの戦果をあげているからいいものの、一部ではもっと『強い』カリスマを望む声があがりはじめています」

　と司令官のバッカラ少将は、言った。

「エルネスト・スクワデリ中佐をご存じですか？」

　フェルナンドは目を細めた。

「陸軍特攻部隊の指揮官で、最高決議会議議長スクワデリ議員の一人息子だ。個人的にいい思い出はないな。顔を合わせると決まってチクチクと嫌いや味みを言われるよ」

「なるほど。議員はお父上のライバルで、ご子息は貴方のライバルというわけですな。彼は昨今、メルカンテの『独裁者候補』と呼ばれています」

「独裁者候補？」

　剣けん呑のんな言葉の響きに、フェルナンドはさらに目を細めた。

「彼は貴方と正反対で、出世欲が強く、まさに虚栄心の塊かたまりです。彼の独走には上層部も手を焼いている。だが父親であるスクワデリ議員の圧力もあって、目をつぶるしかないのです」

　少将の話によると、最近そのスクワデリ親子が、世論を扇せん動どうしているらしい。

「ノブレス首都メトロで聖人が癇かん癪しやくを起こし、ノブレス軍の戦力を根こそぎ破壊したという情報はすでにお聞きですか？」

　ああ、とフェルナンドは短く答えた。

　脳裏には、リュドミラの泣き顔が走そう馬ま灯とうのように駆けぬけた。

「その情報が本国にもたらされて以来、スクワデリ親子は『今こそ進軍すべきだ！』と世論を煽あおっています。大統領がなんとか、抑よく止しに動いておられますが……時間の問題でしょう」

「戦力もない相手を、武力で蹂じゆう躙りんして勝とうというのか？」

　なんて愚おろかな、とフェルナンドは付け足した。だがバッカラ少将は異論を唱えた。

「戦争とは、そもそもそういうものですよ、大佐」

「メルカンテがここで総攻撃に転じたら……我々は『侵略者』と呼ばれることになる」

「それもまた戦争です」

「私は反対だ！」

　とフェルナンドは語気を強めた。

「私はずっと、どれだけ被害を少なくし、戦争を早期終決させられるかを考えてきた。それでも兵士たちは少なからず死んでいった。大攻勢をかければ、何十倍、何百倍もの死者が出る」

　熱く語るフェルナンドの顔を、静かな表情で見守り、少将はこう答えた。

「私にも家族がおります。この春には孫まごも生まれます。部下たちにもそれぞれ家族が。私が申しあげたいのは『今ならまだ間にあう』ということです」

　少将はフェルナンドの紫色の瞳を見つめた。

「独裁者をしのぐのは、英雄だけなのです。おわかりですか？」

　フェルナンドはそのとき、メルカンテ本国が抱えている深刻な問題を知った。

　少将が自分になにを望んでいるのかも、悟さとった。甚大な被害が出る前に、なんとかしてくれというのだ。

　フェルナンドは肩をおとして大きなため息をついた。

「……簡単に言ってくれるよ」

「どんどん手て柄がらをたて、独裁者より先に軍の最高司令長官になってください。孫が生まれる前に、戦争を終わらせてくだされば、私も万々歳です」

「だから……簡単に言いすぎだと言っているんだ。私は昇進のために作戦をたてたことなんか、一度もない」

「そうでしょうとも。だからこそ貴方は我が国の誇る『英雄候補』なんです」

　と言うと、少将はニコリと笑った。




『サモン・ヴィレ』から東に五十キロメルトほどのところに、廃はい村そん『クルトゥス・ヴィレ』があった。ノブレス領の最東北端にあたる。北には二千メルト級の『ルミエール山』がそびえており、その向こうはメルカンテ領だ。

　村にはルミエール山に向かって一直線に延びる、さびた鉄道がある。メルカンテができる以前、ルミエール山中の天然資源を、トロッコで運搬していた名残なごりだった。

　山から吹きおろす風が、荒れた大地の砂すな埃ぼこりを巻きあげる。

　身を切るような冷たさが骨までしみた。

　リュドミラは赤茶けた大地に立って、北に延びる線路を見ていた。

　ノブレスの国土は広い。とりわけ国境の付近は未開拓な土地が多く、こうやって、開発途中で放ほう棄きされた廃村もたくさんある。

　朽くちた家屋。枯かれた井戸。その井戸の側に、綿のはみだした小さなぬいぐるみが放置されていた。昔、この村にもこどもがいたのだろう。

　村の教会もひどい有あり様さまだった。玄関の扉は朽ち果て、床にも屋根にも所々穴あなが空いている。

　現在、この教会がノブレス軍の前線基地兼病院となっていた。教会の古い長椅子はベッド代わりに使われていて、負傷者たちがそのうえに横たわっている。

　毛もう布ふを敷しき、床に直接、横になっている兵士もいた。

　動けるものは、負傷者の手当てや介かい護ごをしている。

　全員で四、五十名程度だ。

（何千人……ううん、何万人も国境に進攻したはずなのに）

　リュドミラは、言葉も表情も失うほどショックをうけた。

　メルカンテ軍の奇き襲しゆうにあい、前線にいた兵士たちは、反撃もそこそこに撤てつ退たいしたと聞く。

　戦死、あるいは捕ほ虜りよになったものも多いらしい。

　前線で踏み止とどまったものが、ここにいる五十名弱。

　負傷し、帰き還かんできなくなった負傷兵。

　負傷した戦友をおいていけなかった兵士。そのどちらかだった。

「ご到着早々、たいへん厚かましいお願いではありますが、亡くなった兵士たちに、弔とむらいの祈いのりをお願いできませんか？　ここには司教様がおらず、葬式すらあげられない状態で……」

　と司令官代理を務める平民兵は、聖フューレンの三人に、そう懇こん願がんした。

　すでに司令官は亡なくなっているらしい。

「わかりました。僕が務めましょう」

　アルカディが答えた。荒こう廃はいと死の香りに満ちた廃村で、彼だけが輝いているように見えた。

　肩ほどで切り揃そろえられた白プラ金チナの髪。金色の瞳。

　整ととのった容姿だけではない。敗残兵たちの心に響いたのは、神こう々ごうしいまでの美声だった。

「助かります」

　涙を浮かべて彼は礼をのべた。

　こちらへ、と案内する司令官代理とともに、アルカディは教会の裏手へ向かった。

　リュドミラもふらりとした足取りで、あとについて歩きだした。

「行くな、リュドミラ」

　キリルがリュドミラの前に立ち塞ふさがった。

「お前は、行かなくていい」

（どうして？）

　チラリと、教会の裏手が見えた。

「見なくていい……！」

　キリルが両手を広げて通せんぼうする。

　白い布に包まれた、なにかが見えた。たくさんたくさんだ。

（亡くなった兵士たちだわ）

　リュドミラは立ち尽つくした。

　ひどい衝しよう撃げきとめまいで足が震ふるえ、膝ひざから崩くずれる。

　キリルが機き敏びんに、彼女を支えた。

「キリル……」

「敗残兵はどこでも、こんな具合だ。初めて見たお前にはショックだっただろう。一いつ旦たん、車に戻ろう」

　キリルはそう言った。彼はリュドミラを気遣って、「行かなくていい」と言ったのだ。

　つつ……とリュドミラの頰から、涙が流れた。胸のあたりをぎゅっと握にぎる。

「どうした？　リュドミラ」

「今……若い兵士が一人、教会で、死んだ、の。彼は、最さい期ごまで……お母さんに、会いたがっていた、わ」

　母さん、母さん、と呼ぶ声がリュドミラには聞こえていた。

　深い森に響くこだまのように、反響して止やまない。

　リュドミラは近くで死者が出ると、魂が共きよう鳴めいを起こすのだ。

　それが彼女の特異な能力だった。

　死者の痛みと悲しみに翻ほん弄ろうされながら、リュドミラは教会の屋根を指差した。

「煉れん獄ごくの……扉が……開く」

　そこになにがあるのか？　キリルには見えなかった。

　リュドミラの瞳にだけ、天に開いた「扉」が映っていた。

　煉獄――死者の魂が最初に向かう場所。

　死者はそこで生前の行ないを神に審判される。

　よい行ないをしたものは天国へ。悪い行いをしたものは地獄へと振り分けられるのだ。

「彼は鍛か冶じ職人の長男で……三人の弟がいたの。弟の面倒をよくみていた、いいお兄さんよ」

　死者の生前の行ないを読みあげるように、リュドミラは語った。

「でも彼はこう思っている。自分は地獄に行くべきだって……。たくさん、敵の兵士を殺したから……たく……さん」

　リュドミラはひっ、とひきつった泣き声を出して、キリルの袖そでにしがみついた。

「痛みより、後悔で胸がつぶれ……そう」

　押しよせてくる後悔は、濁だく流りゆうのようだった。

　リュドミラの意識は、溺おぼれそうになっていた。

「審判を……うけることを拒んでいる……わ。煉獄に行かないって……」

　扉はそこにあるのに、彼の魂は拒絶していた。

　濁流のような後悔が、どすぐろい怨えん嗟さへと変化して、リュドミラは苦痛の声をあげはじめた。

「地獄に行く前に……メルカンテを潰すって、言っている。そうしないと、弟たちが同じ目に遭あうから……」

（このままじゃ……彼の魂は、現世で悪あく霊りようになってしまうわ）

　心のなかをひっかきまわす強い恨うらみの感情に、リュドミラは困こん惑わくした。

　キリルはリュドミラを守るように抱きしめ、こう言った。

「彼に伝えろ、リュドミラ」

　キリルは教会の屋根のうえを見み据すえた。そこに霊の存在が見えているわけではない。ただ、そこにいそうだ、と仮定したのだろう。

「戦争は俺たちが終わらせる。お前の弟が巻きこまれる前に必ず終わらせる。だからとっとと煉獄へ行ってくれ。俺の大事な仲間が、お前のせいで苦しんでいる」

（キリル……）

　リュドミラがキリルの顔を見つめた。

「お前がとどまっていると、リュドミラは共鳴しつづける。俺の仲間を苦しめるな」

　そう伝えてくれ、とキリルは言った。それは弔いの言葉でも、祈りの言葉でもなかった。

　キリルの切実な願いだったのだ。

　この直後、リュドミラの身体はすっと軽くなった。

「行っちゃった……わ。ちょっと半信半疑だったけれど……キリルの……勝ち、ね」

　本当に、戦争を終わらせてくれるんだろうな？

　最後に感じた彼の意識は、それだった。

　彼は半信半疑ではあったが、旅立った。

（キリルの……仲間を思う強い想いに、負けたのよ）

　リュドミラはキリルを見つめ、「ありがとう」と囁ささやいた。

「俺は当然のことをしたまでだ」

　相変わらずぶっきらぼうな言い方だったが、そこがキリルらしかった。

　その言葉を聞いたあと、リュドミラは安心して、キリルの腕のなかで意識を手放した。
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　ふとそのとき、イヤな予感が通りすぎて、フェルナンドは後ろを振りかえった。

「どうかなさいましたか？　大佐」

　白衣を身につけた「博士」に問われて、フェルナンドは「いいや」と答える。

　彼は前を向き直ると、再び、手元の資料に目を戻した。

『サモン・ヴィレ』にある、前線基地の大広間だった。

　もとは館のダイニングだったらしく、広間の中央には、やたらに長いテーブルが置かれている。銀の燭しよく台だい、高価な花か瓶びんなども点在していた。

　前線司令官のバッカラ少将とフェルナンド、そして上級将校たちは今、メルカンテの科学技術庁からやってきた博士の「分析結果」を聞いているところだった。

「レガトゥスの聖人たちの持つ力は、現存しているどの兵器にも当てはまりません。そもそも、自然界にある物質ではなく、異なる物質を利用しているのです」

　博士は「書類の十六ページ目をご覧ください」とみなに指示した。

　国境線で初めて聖フューレンが「武力介入」したのは、今からおよそ一カ月前。

　現地で採取した残存物質や、破壊された武器を分析し、メルカンテの科学者は一つの結論に達したのだった。

「専門的なことは私にはわからない。ここにある『反物質の可能性』というのは？」

　とフェルナンドは訊きいた。

「反はん素そ粒りゆう子しでできている物質です。ま、もっともわかりやすい例が、聖地『レガトゥス』でしょうか」

「ああ……あの海のうえに浮いている、水晶の城じよう塞さいか。聖人と聖女たちの修道院だな」

　とバッカラ少将は、トレードマークの髭ひげを撫でながら、呟いた。

　フェルナンドだけでなく、ここにいる誰もが、レガトゥスを実際に見たことがなかった。

　敵国である『ノブレス・シテ』の東の端にあるからだ。

　聖地レガトゥス。太古の神々が創ったとされる、浮ふ遊ゆう城塞。

　レガ教の総本山であり、身体に「聖せい痕こん」をもった聖人、聖女たちが住む修道院だった。

　聖フューレンたちの、いや、リュドミラの「家」だ。

　フェルナンドは資料を見つめながら、憂うれいだ表情を浮かべた。きっとそこに長年住んでいた少女のことを思い出したのだろう。

「浮遊城塞の地下には、三柱の神々が眠っていて、その力で浮いているという伝説があったな」

　少将が言った。「いや、うちの家内の実家が、昔、レガ教徒だったらしくてね」と付け足す。

　この三柱というのが、「聖戦を司る神」「浄化を司る神」「審判を司る神」のことだ。

　レガ教はこの三つの神を「剣つるぎ」「太陽」「天てん秤びん」に置き換え、象しよう徴ちよう化かしている。

　フェルナンドは「歴史的観点から述べると……」と前置きして語った。

「ノブレスの国王は代々この神秘を、神秘のまま伝でん承しようすることで、レガ教の布教に協力した。現在も、王宮と法王宮は隣りん接せつしていて、国政と国教は深くつながっている。おそらく、科学的に『反物質』と裏づけるより、神秘は神秘のままにしたほうが、人心をまとめやすかったんだろうね」

　現在も、ノブレスの国民はほとんどレガ教徒だ。

　反面、メルカンテ人の多くは無神論者だった。フェルナンドもそうだ。彼らにとっては神とは「反素粒子を操あやつることができる高等知的生命体」に該がい当とうする。

「対抗手段はあるのか？　あるいは防衛策は？」

　とフェルナンドは資料を見ながら、尋ねた。

「力を相そう殺さいすることのできる武器はありません。防衛するなら、聖人が『力』を発現させるまでに殺すことです。力が発現する前は、彼らも基本的に普通の人間ですから」

　博士はそう答えた。

　フェルナンドの顔に苦く渋じゆうが広がった。

「彼らを殺さないかぎり、我々に勝機はありません」

　と博士が断言すると、こうフェルナンドは言い返した。

「だが彼らは、人命を奪ったわけではない。戦いを妨害しただけだ」

「結論は同じです」

　と博士が反発する。バッカラ少将は「まぁまぁ」と割って入った。

「大佐は人命尊重論者ですからな。言いたいことはわかります」

　フェルナンドは、少将にもなにか言いたげにした。

　私の気持ちなど、わかるはずがない。そう言いたかったのかもしれない。

　フェルナンドはこのとき、自分がリュドミラを撃うち殺す想像をしていた。

　そしてそんな残ざん虐ぎやくな想像をしたことを、激しく後悔していたのだ。

「彼らを殺さず、勝てる方法があるというのなら、それも一案でしょう」

　殺したくないのなら、「奇策」を練ねればいい。

　フェルナンドには、少将がそう言っているように聞こえた。

　フェルナンドはかすかに首肯する。メルカンテが一丸となって聖フューレンに襲いかかる前に、どうしてもその奇策が必要だった。

「その『神の力』はいつでも発現できるのか？　回数や条件の制限は？」

　フェルナンドは問うた。

「情報不足でわかりません。投降したノブレス兵は、『少女がキーになっている』と証言しています。力の発現は、行こう使しする聖人ではなく、聖女が握っているようです。十六歳ぐらいの少年のような……まだ色気もない少女だとか」

「……少年に変装していた少女、というのが正確な表現だと思うが？」

　フェルナンドがそう訂てい正せいする。博士は「どちらも一緒です」と答えた。

　フェルナンドは「大違いだろ」という顔を覗のぞかせた。どうも「色気がない」発言にカチンときたらしい。

「力が発現される直前、少女の背中から鳥の翼のようなものが広がった、というものもいました。それから、武力介入した二人の聖人の特徴ですが……」

　フェルナンドの顔色は、話を聞くにつれすぐれなくなっていった。

　二人の聖人の外形は、フェルナンドの想像していた通りだったのだ。

「ほう、黒い犬型のホムンクルスを連れているんですか。身辺警護役ですかな」

　バッカラ少将は、その点に注目した。聖人と軍事用ホムンクルスの取りあわせは、インパクトがあったからだろう。

「……オロだ」

　とフェルナンドが呟く。

「なんです？」

「いや、我々は愚おろか者かもしれないと思っただけだ。神に勝てる方法を探そうというのだから」

　とフェルナンドは咄とつ嗟さにごまかした。

　そして、はぁ……と深くため息をついた。
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　気の合わない「博士」と別れて、フェルナンドはバッカラ少将とともに、別室へ移動した。

「そういう気弱な顔は、貴方に似に付つかわしくありませんな、大佐」

　二人きりになると、少将はそう言った。

　軽いリキュールの入った紅茶を差しだされ、フェルナンドは礼を言って受けとった。

　基本的に酒はあまり飲まないが、今はもっと強いアルコールがほしい気分だった。

「私は万ばん能のうじゃない」

　一口、紅茶を飲むと、フェルナンドは不ふ貞て腐くされた顔で返した。

「それでも、貴方は我が軍の英雄候補です。みな貴方に期待しています。貴方がいれば、この戦いに勝てると思っている」

「私は二は十た歳ちそこそこの青二才だ。うんざりすることも、絶望することもあるさ」

「私が言いたいのはですな……貴方が気弱な発言をすると、士し気きに関わるということです」

「……」

　フェルナンドは自分が非ひ難なんされていることに気づいて、黙りこんだ。

　落ちこむのなら、人が見ていないところでやってくれ、少将はそう言っているのだ。

「私は……仲間の前で弱音も吐けないのか？」

「お父上も、そうしておられます。それが人の上に立つということです」

「私は大統領じゃない。英雄にもなりたくない。こども相手に人形劇をする、旅の人形師になるんだ」

　フェルナンドが、面おも白しろくない顔で呟いたときだった。

　失礼します、と礼儀正しく一礼し、一人の将校が入室した。

「本国情報部からの報しらせです。エルネスト・スクワデリ中佐が特攻部隊を引き連れて、『クルトゥス・ヴィレ』に向かいました。国境付近にいるノブレスの敗残兵を一いつ掃そうするつもりです」

　エルネスト・スクワデリ中佐。

　メルカンテで最近誕生した「独裁者候補」の名前だった。

「敗残兵を討っても、戦況は変わらない。なぜ無む駄だに戦う？」

　とフェルナンドは不ふ興きようそうな顔で、疑問を口にした。

「無駄と中佐は考えていないということですな。たしかに、メルカンテ国民に対するパフォーマンスにはなります。勝てば昇進し、大佐になることも間違いない」

　あるいは……とバッカラ少将はつづけた。

「他に目的があるのかもしれません。狡こう猾かつで容よう赦しやのない男です。スクワデリ家は優秀な傭よう兵へいを抱えていて、軍情報部より早く確実な情報を摑つかむのです」

　フェルナンドは立ちあがった。

「車を一台用意してください。私も『クルトゥス・ヴィレ』へ行きたい」

「一応、立場上、私は反対します、大佐」

　バッカラ少将はそう言った。

「独裁者候補の邪じや魔まを英雄候補がしたとなると、世間が大おお騒さわぎになります」

「邪魔をするとは言っていないさ」

「邪魔をなさる気では？」

　問い返されて、フェルナンドは口を固く結んだ。

　たしかに、協力するために赴おもむく気はなかった。

　進軍の途中、とっつかまえて「バカなことをするな！」と怒ど鳴なりたかったのだ。

「貴方は各地を放浪していて、ご自身の立場をよくおわかりでない」

　と少将は言った。

「ご自じ重ちようください。下へ手たをすれば、お父上も苦く況きように。スクワデリ議員につけ入る隙すきを与えれば、メルカンテの政権は変わってしまいます」

「……」

「私は、これでも独裁者より英雄のファンなんです」

　君の味方だ、と少将は暗に忍しのばせた。

　味方だから反対するのだと言われて、「そうか」とフェルナンドは返した。

「少将の気持ちはわかった。私は『ありがとう』と返してから貴方を脅きよう迫はくすることにする」

「脅迫？」

　目を丸めた少将に、フェルナンドは白しら々じらしくこう言った。

「兵士たちの前で、大泣きしてやる。『私にはもう作戦が立てられない。聖人には勝てない。メルカンテはおしまいだ』とね。冗じよう談だんじゃないよ。本当にやるからね」

「……」

「そうされたくなかったら、車を一台用意してくれ。バッカラ少将」

　口を開けて絶ぜつ句くした少将に、フェルナンドは詰めよった。
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　廃はい村そん『クルトゥス・ヴィレ』の外はずれに停とめてある車のなかで、リュドミラは目覚めた。

　クゥン……と犬の声がして、リュドミラが脇わきに視線をおとす。

「オロ……」

　横になっている自分のすぐ側に、オロの黒い円つぶらな瞳があった。

「オロがずっと見守ってくれていたの？　キリルは？」

　ウ、オンオン。とオロは答えた。首をしきりに車外に向ける。

「そう。教会で、アルカディと一緒に埋まい葬そうの手伝いをしているのね」

　なぜか、このときリュドミラにはオロの言葉が理解できた。

　よいしょ、と起きあがる。頭がクラクラした。大きな心労がかかった後こう遺い症しようだ。

「私も……手伝いに……行くわ」

　オロがブンブン、と首を横に振った。

　まだ眠っていたほうがいい、と言っているのだ。

　あるいは、行かないほうがいい、だったのかもしれない。

　リュドミラはそんなオロを見て、ほほ笑んだ。

「オロはいつでも優しいね。キリルと同じぐらい……優しい」

　死者に「俺の仲間を苦しめるな」と言ったキリルの顔を思い浮べる。

「キリルは……短気だけど、優しいね」

　と言うとオロは「オン」と肯こう定ていした。

「キリルは仲間思いだね」

「オン！」

「戦争で……部隊が全ぜん滅めつしたって聞いたわ……つらかっただろうね」

「……」

「優しい人も……軍人になるんだね。そういうの、悲しいね」

　リュドミラが俯うつむいて唇くちびるを震わせると、オロはリュドミラの膝ひざに頭をすりつけてきた。

　泣くな、泣くなと言っているように見えて、リュドミラはオロの頭に手を置いた。

「戦争、終わらせなきゃね……絶対」

　涙を堪こらえ、リュドミラは呟つぶやいた。今、はじめて彼女は、強くその使命感を抱いていた。

「私、初恋に舞まいあがっていた。戦争を終わらせたら、旅に出られるから頑がん張ばろうって……おかしいよね、そういうの」

　旅の約束が白紙になって、ようやくリュドミラは気づいたのだ。

「恋のために使命を果たそうなんて、真しん剣けんさが足りないよ」

　恋は恋。使命は使命。そう言った自分のことを、キリルが叱しかるのも当然だと思う。

　いつだってキリルは任務一筋だからだ。

「失恋してスッキリしたわ。悲しいけれど……今の私には使命しかないもの。やり遂とげなきゃ。これだけは絶対」

　物静かに決意を語ると、リュドミラは車から下りた。

「もう、共鳴したぐらいで倒れたりしないわ。私、強くなる」

　リュドミラが教会に向けて歩きだす。オロは従者のようにリュドミラについてきた。

　――私、強くなる。

　この言葉を、何度も反はん芻すうする。

　失恋ぐらいで、大泣きしないぐらいの強さがほしい。

　死者と共鳴しても、キリルのように言いかえせる強さがほしい。

　彼女は立ち止まることなく、教会の裏手に回った。

　シャベルを手にしていたキリルと、真新しい十じゆう字じ架かの前で祈りを捧ささげていたアルカディが同時に驚いた。

「私も手伝う」

　貸して、と言ってキリルからシャベルを奪うばった。

「リュドミラ……」

「お墓、作るんでしょ？」

「お前はやらなくていい」

　キリルはリュドミラの手からシャベルを取りあげた。そのシャベルをまた分ぶん捕どる。

「私も手伝うの……！」

「やらなくていい！　そういうことは、俺が……」

「私もやるの！」

　シャベルを巡めぐって言い争う二人に、アルカディが駆かけよってきた。

「まぁまぁ……キリルは意い地じ悪わるしているわけではありませんよ、リュドミ」

　リュドミラを愛あい称しようで呼んで、アルカディはほほ笑んだ。

「そんなことわかっているわ。キリルは超、過保護なの。いつもいつも、私が傷つかないように、庇かばってくれるの。アルカディもね。二人とも親バカだから」

「……親って」

　とアルカディは絶ぜつ句くした。ひょっとすると「親じゃない」と反論したかったのかもしれない。

「感謝しているわ。本当よ。でも、私も変わりたいの。強くなりたいの」

　リュドミラは訴うつたえた。

　アルカディは「どうします？」と問うようにキリルを見つめた。

　キリルは視線を足元に向けて、ため息をついた。「それでもやらせたくない」と顔が語っている。

「では……僕と交替しましょう」

　とアルカディが言った。

「僕は少々疲れました。僕が休憩しているあいだ、祈いのりを担当してください」

「わかったわ。『救済者』の祈りには勝てないけれど、頑張る」

　リュドミラが快かい諾だくすると「祈りに勝ち負けはありませんよ」とアルカディは神こう々ごうしく笑った。

　一緒に旅をしてきたリュドミラも、惚ほれ惚ぼれするような微び笑しようだった。

　彼はまぎれもなく「救済者」なのだった。リュドミラの心さえも、楽々と救ってくれる。

「アルカディって、そうやっていると、聖人のなかの聖人って気がするわ」

　とリュドミラは感謝の意をこめて告げた。

　リュドミラに誉ほめられて、アルカディは一いつ層そう神々しく笑った。まさに、光が降ってきそうな笑顔だ。

「暴ぼう走そうしなきゃ、というオチがつくがな」

　キリルが無ぶ愛あい想そうに付け足した。

「もう暴走はしません。僕はリュドミにちゃんと従う、いい聖人になります」

　とアルカディが胸をはる。

「無理だな、お前はまた暴走する」

「しません！　しませんったらしません！」

　このときリュドミラの脳のう裏りに、ふと一つの単語が閃ひらめいた。

　仲間。

　キリルとアルカディの、他た愛わいのない口くち喧げん嘩かを眺ながめつつ、リュドミラが思いついたのは、「仲間」という二文字だった。
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　リュドミラは整った墓ぼ地ちの前で、膝ひざをつき、祈りを捧げた。

『クルトゥス・ヴィレ』に残ったすべての兵士たちが、教会の裏手に集まっている。

「どうか、ここに眠るすべての魂が、救われますように」

　レガ教の祈りには、改まった「手本」や「教本」がない。

　自分らしい言葉のなかにこそ、本当の「祈り」がある、と訓おしえられているからだ。

　アルカディ・トルストシェインの祈りは、語ご彙いも豊富で、吟ぎん遊ゆう詩し人じん顔負けの「節ふし」がある。

　誰もが惚れ惚れと聞き入ってしまうのは、彼の美声のせいだけではなく、彼が天性の詩人だからだ。

　リュドミラの祈りは違う。彼女の祈りは素そ朴ぼくだ。「救済者には勝てない」とリュドミラ自身が言うように、自分に詩人の才能がないことぐらい、知っていた。

「弔とむらうこともできなかった、哀あわれな魂に冥めい福ふくを。生者には、安あん寧ねいを」

　彼女の祈りは、死者だけにとどまらなかった。生きている兵士たちのことも彼女は祈った。

「生き残った兵士たちが、みな故郷の家族のもとに帰れますように」

　リュドミラは膝をついたまま、天を見あげた。

　薄うす墨ずみ色いろをしている空からは、今にも雨が降ってきそうだ。

　あっ、と誰かが声をたてた。リュドミラが立ちあがったのは、その直後だった。

　彼女は無言で、自分の真上を見つめている。

「なにかが……降ってきたぞ」

　とまた違う兵士が囁ささやく。

　雨ではない。白く輝く結晶のようなものだ。

　リュドミラの頭上にだけ、キラキラと舞い降りてくる。

「雪？　いや、花だ」

「小さな……花だ！」

　多くの兵士たちが驚くなか、リュドミラはそっとその花を手のひらでうけた。

　リュドミラの周囲は、またたくまに白い花で埋うめつくされた。

　ら旋せん状じように舞い降りてくる花が、スポットライトのように彼女を照らしだす。

「奇き跡せきだ……」

　兵士たちがざわつきだし、墓地の片かた隅すみで、アルカディ・トルストシェインは苦く笑しようした。

「『天門』を開くとは、やりますね。僕の完敗です」

　リュドミラの願いをうけて神が「門」を開いたことを、アルカディは理解していた。

　弔うことすらできなかった戦死者の魂は、これで天国へ行けるのだ。

「僕が祈ったところで、神はこうも簡単に応こたえてはくれません」

「祈りに勝ち負けはないんじゃなかったのか？」

　アルカディの横にたたずむ黒き聖人は、腕組みをしてそう返した。

　キリルの横には、オロがかしこまって座っている。

「噓うそも方ほう便べんですよ。いや、謙けん遜そんしてそう言っただけなんです。まさか本当に自分が負けるとは思いもせずに」

　とアルカディは赤せき裸ら々らな内心を吐と露ろした。

　花に埋もれたリュドミラは、真っ白な聖衣ダルマチカを着ているように見えた。

　質しつ素そな巡礼者のマントが、王女のまとうコープのように変化している。

「不思議と僕は悔くやしくありません。他の誰に負けても歯は軋ぎしりしたでしょうが、リュドミに負けても……全然、悔しくない」

「あいつは、俺たちの『審判者ジヤツジメント』だからな」

「そうですね。『審判』あっての、救済と粛しゆく正せい。我々は彼女の『白』と『黒』の翼です」

　とアルカディは、彼らしい詩的な言い回しで同意した。

「しかし……問題が。こうも、あけっぴろげに『奇跡』を起こすと目立ちますね」

「ああ。俺たちの居所はバレバレだ」

　天から一直線にリュドミラを照らす光。

　兵士たちは「奇跡だ」と歓喜していたが、アルカディとキリルだけは冷静だった。

「このぶんだと……ルミエール山からも見えるかもしれないな」

　キリルは油ゆ断だんのない瞳で、北方にそびえる二千メルト級の山に視線を投げかけた。
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　アルカディとキリルの懸け念ねんは当たっていた。

　ルミエール山中にある、メルカンテ軍の秘密基地ではそのとき、銀髪の将校が一人、双そう眼がん鏡きようを覗のぞいてこう言った。

「ふん。聖人というのは頭が悪いな。そんな超常現象を引き起こすと、自分たちの居所を察さつ知ちされるということがわかっていない」

　薄うす曇ぐもりのどんよりとした空から、一点だけ光が降り注そそいでいる。糸のように細い光だ。

　だが、陽光ではない。キラキラと光を乱反射していた。

　彼は双眼鏡から細い目を遠ざけると、フンと冷れい笑しようした。

　エルネスト・スクワデリ中佐だった。メルカンテで「独裁者候補」と言われている若い将校だ。歳は二十歳。奇くしくも英雄候補、ガスパロ・レキスリアンと同い年だった。

　ゆえにライバル意識が強かった。父親同士もライバルだったから、なおさらだ。

　ガスパロ・レキスリアン……つまりフェルナンドより、二年早く士官学校に入り、二年早く中尉に昇進した。彼が大尉になるとき、フェルナンドは士官学校でたての少尉だった。

　だが、フェルナンドは得意の「奇策」で成績をあげ、またたくまに昇進していった。

　大佐になったのは、フェルナンドが先だ。そのとき、エルネスト・スクワデリはまだ少佐にもなっていなかった。

　このとき彼は、私室の調度品を叩たたき壊こわして悔くやしがった。

　父親と昵じつ懇こんな将軍にとりいって少佐に昇進すると、特攻部隊をごり押しで組織した。

　手て柄がらをあさるように各地の戦線に乱入し、その功績で中佐に昇進する。

「あと一歩だ。あと一歩でアイツに追いつく」

　フェルナンドが「英雄候補」と囁かれはじめて以来、エルネストには余よ裕ゆうがなくなっていた。一いつ刻こくも早く、大佐に昇進すること。その一点のみに固こ執しつしていた。

　フェルナンドが少将昇進を固こ辞じしていることは小耳に挟はさんでいたが、知ったことではなかった。「いらぬというなら、俺が先に将軍になる」という気構えだ。

「父上の雇やとっている傭よう兵へいたちから、聖セントフューレンらしき三人組が『クルトゥス・ヴィレ』に向かったことは聞いていた。これで確認がとれた、ということだ」

　中佐はくるっと踵きびすを返すと、双眼鏡を背後にいた副官の胸に押しつけた。

　胸ポケットから丸メガネをとりだし、キザな手つきでかける。

「準備は？」

「全部隊、所定の配置につきました。いつでも『クルトゥス・ヴィレ』に奇き襲しゆうをかけられます」

　副官が告げると、彼は懐かい中ちゆう時ど計けいを見ながら、頷うなずいた。

「よし、予定どおりに出発する！　西をのぞく全部隊はほぼ同時に『クルトゥス・ヴィレ』に到着し、総攻撃に移る」

　ククク……と彼は細い目をさらに細めて笑った。

「敵は西へしか逃げられない。だが、西には我が主力部隊が待ち受けている。ノブレス兵は一人残らず、殺せ。聖セントフューレンは『力』を発現させる前に捕ほ獲かくだ。抵抗するなら殺せ！」

　ライバルに対する妄もう執しゆうをちらつかせ、エルネスト・スクワデリは鋭するどく命令した。
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「あれはなんだ？」

　一人の青年は、視界の右に一条の光を見つけ、目を細めた。

　メルカンテ軍の軍用車のなかだった。茶髪に紫色の瞳をした青年が運転している。

　本名、ガスパロ・レキスリアン。通称フェルナンドだ。

　助手席には大きな鳥かごがあった。

「タイサ、運転ヘタ。アウル、車ヨイする」

　白いフクロウは、金色の大きな目をグルグル回していた。

　軍事用キメラのアウルだった。アウルを一羽ひとり前線基地に残しておけず、ひきとったのだ。

　意識ははっきりしているから、安静にしていれば大丈夫だと言われている。

　ただし、二週間は絶対安静。まさしく「かごの鳥」だった。

「自然の陽光とは違うな。超自然的な煌きらめきだ」

　リュドミラの起こした奇跡は、『サモン・ヴィレ』から車を飛ばすフェルナンドにも見えていたのだ。

『サモン・ヴィレ』から『クルトゥス・ヴィレ』までは、真東に五十キロメルト。

　街道を使わず、荒野をぶっちぎれば、一時間かからず着く距離だった。

　だが彼はそのとき、クルトゥス・ヴィレではなく、北にあるルミエール山に向かっていた。

　噂うわさの独裁者候補が秘密基地を出発する前に、阻そ止ししたかったからだ。

　彼は荒々しくハンドルを右に切った。

「オヨヨ！」

　とアウルがびっくりする。

　彼は光の奇跡を追うように、『クルトゥス・ヴィレ』に進路を変えた。

「リュドミラたちは、間違いなくあそこにいる。……まずいな」

　フェルナンドの顔は深しん刻こくだった。いつも優しげな紫色の瞳に、険けわしい光が宿っている。

「このままでは討とう伐ばつ作戦に巻きこまれる。いや……中佐の目的はもしかしたら……」

　敗残兵の一いつ掃そうだけが目的ではなかったのではないか？

　ふと、フェルナンドは疑惑をもった。

「スクワデリ家には、極秘の情報網もうがあるとバッカラ少将は言っていた。聖フューレンたちの居所を知っていて、クルトゥス・ヴィレに向かったとしたら……彼の目的は……」

　彼はアクセルを踏みこんだ。

「彼の目的は、聖フューレンの捕獲にある。あるいは……抹まつ殺さつだ」

　紫色の瞳に激しい動揺が走った。

　自分がなにをしたいのか、フェルナンドにもわからなかった。

　行った先で、エルネスト・スクワデリとリュドミラ、双そう方ほうと顔をあわせたとき、自分は一体、どうするのだろうか？

　父の立場や、メルカンテのことを考えれば、フェルナンドは絶対、動けないのだ。

　だが、じっとしていられなかった。

　フェルナンドは深く考えることをやめた。

「……リュドミラ、危険」

　そう呟いたアウルに「わかっている」と彼は答えた。

「中佐に思いどおりにはさせない」

　とフェルナンドは小さな声だが、決然とアウルに返した。

　十五分ほど疾しつ走そうしただろうか。フェルナンドは急ブレーキを踏んだ。

　車が悲鳴をあげて横よこ滑すべりする。

「オヨヨヨヨ！」

　とまたアウルがびっくりするとカゴのなかで引っくりかえった。

「西から『クルトゥス・ヴィレ』に向かっている軍がある……！」

　前方の荒野に土つち煙けむりがたっていた。

「ここにノブレス軍がいるとは考えられない。中佐の率ひきいる特攻部隊の別動隊か？」

　フェルナンドは再び、荒々しく車を発進させた。もはや「オヨヨ」をくり返すアウルのことはおかまいなしだ。

　フェルナンドは砂埃に近づいた。

　それはやはり、メルカンテ軍の重装備を整えた、一個中隊だった。

「別動隊じゃない……これは『本体』だ」

　隊の規模が予想以上だったとき、フェルナンドはエルネスト・スクワデリのたてた作戦を読み切った。戦略にかけては、メルカンテ一の才能をもつフェルナンドだ。他人の作戦を看かん破ぱすることなど、造ぞう作さもなかった。

「村を三方から囲み、敗残兵を西へ追いこむ。そこにこの本体が待ち受けている、というわけか。模も範はん的てきな討とう伐ばつ作戦だな」

　一個中隊は『クルトゥス・ヴィレ』の二キロメルト手前で停止した。そこで、逃げてくる敗残兵たちを一気に討うつつもりなのだろう。

　フェルナンドは、その隊の背後で静かに停車した。

「隊を追い抜いて『クルトゥス・ヴィレ』に入るのは難しいな。本体に攻撃されかねない」

　アウル、とフェルナンドは硬かたい表情で呼んだ。

「無理を承しよう知ちで言う。飛んでくれ」

　フェルナンドが鳥かごに手をかけたとき、最後尾の軍用トラックから人が下りてきた。

「こちらに気づいたみたいだな」

　銃じゆうをかまえた兵士が二人、フェルナンドの乗る軍用車に迫ってくる。

「頼む。リュドミラに伝えてほしい」

　アウルを鳥かごから解放し、ある「伝言」を託たくすと、フェルナンドは兵士たちに怪あやしまれないよう、そっと助手席の扉を開けた。

「アウル……自信ナイ」

　いつも偉そうな白フクロウは、気弱な言葉を返した。

「お前にしか頼めないんだ。頼む」

　その言葉を最後に、フェルナンドは運転席から出て、兵士たちのもとへ歩きはじめた。

　少し遅れて、助手席からアウルが転がりおちる。

　止まれ！　と兵士たちが叫さけんだ。フェルナンドは両手をあげて、名乗った。

「参謀本部のガスパロ・レキスリアンだ。軍司令部からの命令書を持ってきた。急いでエルネスト・スクワデリ中佐に取り次いでくれ」

　口から出任せだった。

　だが、貫つらぬきとおすしかない噓だった。

　西の本体を無力化する。

　フェルナンドは命にかえても、これを行うつもりだったのだ。
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「なにっ!?　ガスパロ・レキスリアンが西の本体に合流しただと？」

　そのときエルネスト・スクワデリ中佐は、一路『クルトゥス・ヴィレ』に向かって部隊を動かしている最中だった。彼は東西南北に四つの部隊を配置していた。そのなかで北の部隊は、彼が直々に指揮しているのだ。

　彼の乗る軍用車の横には、ルミエール山と『クルトゥス・ヴィレ』を結ぶ、トロッコの線路がある。これを利用して、百人の歩兵を一気に傾なだれこませる気だった。

「司令部の命令書？　そんなもの、はったりだ。よく考えてみろ！　ガスパロ・レキスリアンが、伝令係のようなことをすると思うか？　大方我々を止める気できたんだろう。適当にあしらえ！　作戦に変更はない」

　無線を切ると中佐は神経質そうに、爪つめを嚙かむ仕し草ぐさを見せた。

「一体、なんのつもりだ？　よもや手柄を横どりする気ではあるまいな？」

　急げ！　と彼は甲かん高だかい声で命令した。
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　間ま近ぢかにメルカンテの特攻部隊が迫せまっていることなど、リュドミラは知らなかった。

　彼女は光のまん中にたたずみ、くるりと兵士たちに向き直った。

「みんな、家族のもとへ帰ろうね。私がきっと、無事に送りとどけるから」

　リュドミラの明るい声は、疲れた兵士たちの心に潤うるおいを与えた。

　泣くことすら忘れ果てていた兵士たちのなかから、啜すすり泣きが漏もれはじめる。

　肩を抱きあって、「ようやく帰れる」と喜ぶものもいた。

「疲労と絶望でなくしていた感情が、ようやく復活したようですね」

　アルカディ・トルストシェインはその様子を見て、語った。

　キリルとともに、群衆の後ろのほうで、リュドミラの様子を見守っているのだ。

「リュドミは『救済者』の才能がありますね。なんなら、役柄を交替してもいいな」

　とアルカディが調子のいい発言をする。

「俺はお前の翼になるのは、死んでもごめんだ」

　とキリルは容よう赦しやなく、アルカディの提案を却きやつ下かした。

　リュドミラの近くで、一人の若い兵士が立ちあがった。

「聖女様のお気持ちには、深く感謝いたします。でも、我々のことはもう充分です。死者もこれで浮かばれます」

　リュドミラに深く礼を述べたあと、彼はこうつづけた。

「自分が今、望んでいることはただ一つです。メルカンテを……討ってください」

（えっ……）

　思わぬ言葉だった。リュドミラは聞き違えたのではないか、という顔で固まった。

「戦争を終わらせてください。メルカンテが滅ほろびれば、戦争はなくなります」

　そうだ！　と誰かが同意した。

「神の力で、メルカンテを叩きつぶしてください！」

　またたくまに、墓地はメルカンテを憎にくむ声で溢あふれかえった。

　リュドミラは激しく動揺した。

　メルカンテがつぶれれば、戦争は終わる。その発想は、強行に出兵をすすめるノブレスの首都執政官メトロミニストル、ルネ・ベルトランの言い分とまったく同じだった。

　リュドミラは彼の考えに反対し、彼はリュドミラに意地悪をくり返した。しまいにはリュドミラがキレて、ベルトランが進軍するため準備した兵器を、全部ぶっこわしたのだ。

「どうして？　わからないわ。メルカンテ側にも、あなたたちと同じように考えている人がいるのよ。だから戦争は終わらないの」

　リュドミラは訴えた。

「そもそも、これはメルカンテ側の進攻ではないか！」

　兵士が反論した。

「それも解かい釈しやくの違いよ。メルカンテは亡ぼう命めいしてくる人々を守りたかったのよ」

　そうなのだ。この戦争は国境をこえて流出した亡命者たちがきっかけになっていた。

　亡命を希望していたのは、人種差別をうけていた部族や、貧まずしい平民たちだった。

　ノブレス軍は国民の流出を防ぐため、亡命を厳しくとりしまった。

　メルカンテは、彼らを救うため、ノブレス軍と衝しよう突とつした。

　これがメルカンテがノブレスに宣戦布告したあらましだ。

「亡命者を守る？　そんなものは綺き麗れい事ごとだ！　メルカンテがやっていることは、地方都市の侵しん略りやくではないか！」

「それは……」

　リュドミラは言い返せなかった。

　たしかに、国境付近のノブレスの街は、次々とメルカンテの占せん領りよう下かに置かれていっている。

　それも、ほぼ無む血けつ占せん拠きよなのだ。メルカンテには、有能で狡こう猾かつな戦略士官がいることは、リュドミラの耳にも入っていた。大統領の庶しよ子しで、メルカンテの英雄候補だという噂うわさだ。

　ただ、その名前は頭に入っていなかった。

（ガス……なんとかだったかしら？　キリルに教えてもらったけれど……聞き慣れない名前で覚えられなかったの）

「メルカンテは口では綺麗事を言うが、やっていることは侵略だ！　我々は被害者だ！」

「そうだ！」

「その通りだ！」

「まってまって……みんな落ち着いて……！」

　一人一人が叫びだして、リュドミラは困惑した。

　そのときだった。見張りの兵士が駆けこんできた。

「て、敵襲！　も……ものすごい数です！　村を囲むように、三方から押しよせてきます！」

　まずキリルが動いた。オロを伴ともない駆けだす。

　アルカディはリュドミラに駆けよった。

「リュドミ、逃げる準備を！」

「えっ？」

　リュドミラはすぐに事態を把は握あくできなかった。アルカディに強く手をひっぱられ、駆けだす。

　そのとき、パーン！　と最初の銃声が響いた。

「メルカンテ軍の特攻部隊だ！」

　ノブレスの敗残兵たちは、狂きよう気きに翻ほん弄ろうされたように、四し散さんした。
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　機関銃の音にまじって、ロケット弾が炸さく裂れつした。

　耳をつんざく爆音に、リュドミラは「きゃっ！」と叫んでしゃがみこんだ。

「リュドミ！」

　アルカディはそのリュドミラを抱きしめ、覆いかぶさった。

　リュドミラとアルカディの背後で、新たな爆発が起こる。

　熱と砂さ塵じんが突風と一緒に襲ってきた。

「座るなリュドミラ！　走れ！」

　キリルが怒鳴り、全速力でリュドミラに駆けよると、荒あら々あらしく手を摑んだ。

「止まれば、絶ぜつ好こうの標的にされる！」

　キリルはリュドミラの腰を抱えるようにして、走りだした。

「容赦のない攻撃ですね」

　アルカディはキリルの横を走りながら、呟いた。

「ああ。皆殺しにする気だ。俺たちを含ふくめてな」

（どうして？　どうして、メルカンテは私たちを攻撃するの？）

　リュドミラは激しい戸と惑まどいのなかにいた。

　なぜ傷つき、疲れきった敗残兵をメルカンテが攻撃するのか、理解できなかったのだ。

（これは戦争じゃない。ただの弱いもの苛いじめよ！）

「トラックに乗れ！」

　キリルに後ろから腰を持ちあげられて、リュドミラは軍用トラックの高い荷台に放りこまれた。銃で応戦するたくさんの兵士たちが先に乗りこんでいる。

「聖女様をお守りしろ！」

　彼らは自分たちの身体を盾たてにして、リュドミラを中央に座らせた。

　キリルとアルカディ、そしてオロが同じトラックに乗りこむと同時に、トラックはうなり声を発して走りだした。

「西にだけ退路が……！　しかし罠わなかもしれません！」

「仕方ない！　西に進め！」

「了りよう解かい、みな西に退たい避ひ！」

　退避、退避、と叫びながら、数台の軍用車とトラックが西に移動する。

　すると『クルトゥス・ヴィレ』を包ほう囲いしたメルカンテ軍は、彼らの退路を断たつように追いかけてきた。

「まずいな。典型的な挟きよう撃げき作戦にはまっている」

　キリルは、その様子を見ながら呟いた。

「西には十中八九、主力部隊が待ち構えているはずだ」

「それじゃ、私たち、挟はさみ撃ちにあうわ！」

　リュドミラはようやく、自分たちが敵の作戦にはめられて「袋のネズミ」になっていることを理解した。

「どうすればいいの!?」

「どうしようもない。敵の包囲網を崩くずさないかぎり、逃げ場はない」

　キリルが悔しげに返す。

　ノブレスの敗残兵たちも、自分たちが追いこまれていることはわかっていた。

　敵は、十倍以上の勢力で完全に背後を固めている。

　さらに、前には主力部隊が待ち構えている可能性があるのだ。

「くそっ！　せっかく、故郷に帰れると思ったのに……！」

　兵士の一人が、投げやりに叫んだ。

　そのとき、とリュドミラはマントの端はしを、背後から摑まれた。

　ドキッとして振りかえる。

　若い兵士が涙を流しながらリュドミラのマントにしがみついていた。

「聖女様……」

　今度は前から、マントを摑まれた。

「聖女様」

　次々に、兵士たちがリュドミラのマントに手をかけた。

（みんな……）

　リュドミラはこのとき、怖おぞ気け立った。

　彼らが自分になにを望んでいるのか、わからないはずがなかった。

「やめろ！」

　キリルの殺気立った声がした。

　兵士たちを押し退のけてリュドミラに近づくと、マントにかかった手を引き剝はがしていく。

「リュドミラにすがるな！」

　キリルはリュドミラを抱きしめ、兵士たちに向かって怒鳴った。

「しかし、もう聖女様におすがりするしか……」

「そうだ。聖女様なら、あの敵を一いち網もう打だ尽じんにできる！」

「大地を裂さく神の力で、連中を奈な落らくに突きおとしてください！」

「ち、違う……そうじゃない……違うの」

　リュドミラは激しく動揺していて、説明すらできなかった。

（私たちは、敵を討とうとしたことは一度もないの。大地を裂いたことはあるけれど）

　そう、聖フューレンは「武力介入」するが、兵士たちを一人も殺さない。神の力は、人を殺あやめるためにあるわけではないのだ。

（みんな、私に人殺しをしろと言っているの？）

「に……西に敵兵です！」

　兵士が叫ぶ。

　リュドミラの脳裏に「絶体絶命」という文字が浮かんだ。
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「聖女様！」

「聖女様！　お早く！　このままでは、皆殺しです！」

　トラックの荷台は、リュドミラを呼ぶ声で溢あふれかえっていた。

（私に人殺しなんてできない……でも、なんとかしなきゃ、なんとか……！）

　リュドミラは耳を塞ふさいだ。冷静に考える時間がほしかったのだ。

　しかしその仕し草ぐさが兵士たちには「逃とう避ひ」に見えたのだろう。

「なんだよ！　助けてくれないのか!?」

「自分たちだけ助かる気か!?」

　懇こん願がんはまたたくまに、非ひ難なんへと変わった。

　違う！　とリュドミラは頭を激しく振って言いかえした。

「『審判』は……簡単じゃないの！　公正でなければならないの！　自分が助かりたいからって、武力介入はできないのよ！」

　聖セントフューレンの武力介入は、私的な目的では行えない。

　力を発現させるには、神が罪人を裁さばくような、「名文句」が必要だった。

（それが浮かばないのよ……！）

「そんなことを言っているうちに、皆殺しになるぞ！」

　兵士たちの目は、迫せまりくる死に怯おびえきっていた。

　睨にらみつけてくる目が怖くて、リュドミラはキリルの胸に顔を埋うずめた。

「リュドミラ……」

　耳元でキリルの声がした。彼の声はとても静かで心にしみた。みながリュドミラをせっつくなかで、彼だけは違ったのだ。

「お前は……お前らしくあればいいんだ」

「そうです。ジャッジは強制されて行こう使しするものではありません」

　アルカディはそう同意すると、兵士たちを押し退のけて、リュドミラたちに合流した。

「俺たちを見捨てる気か!?」

　と罵ののしりはじめた兵士に「そうなるかもしれませんね」とアルカディは平然と返した。

「神は何なん人びとにも公正であり、厳格なものです。殺さつ戮りくに溺おぼれるメルカンテも、恐きよう慌こう状態に陥おちいって理性を失ったあなたたちも……どちらも見苦しく最低です」

　厳格というより脅きよう迫はくに似たアルカディの言葉に、全員が静まりかえった。

　アルカディの美声には、人心を虜とりこにしてしまう魔的な魅み力りよくがある。その声で、こんなことを言われれば、凍こおりつくしかない。

「軍人はみな滅ほろびればいい。そうすれば戦争は終わります。我々も使命を果たせるというもの……」

「アルカディ、言いすぎだ」

　キリルがアルカディを諫いさめた。だがいつものごとく、アルカディは態度を改めなかった。

「本当のことですよ。僕はいつでもそう思っているし……今、リュドミを苛いじめられて、そういう気分が最高潮です。フフフ……」

　冷れい笑しようをもらすアルカディの周囲から、兵士たちが一歩後退する。

　こいつはアブナイ、とみなが直感したのかもしれない。

「私は……滅んでほしいなんて思っていないわ」

　リュドミラは顔をあげると、顔面蒼そう白はくな兵士たちに語った。

「でも、公正な内容が思い浮かばないと、審判が行えないの」

　わかって、という眼まな差ざしでリュドミラは兵士たちの顔を一いち巡じゆんした。

　助かりたいという想いはリュドミラにもあった。強すぎるぐらい、あったのだ。

　それが邪じや魔まをして、客観的な言葉が浮かんでこない。

（それに、何度力を使っても、戦争は終わらないの。この力は戦争を終わらせるためにあるはずなのに）

　リュドミラには、根こん本ぽん的てきな迷いがあった。

　聖フューレンが武力介入したところで、戦争は一向に終わる気け配はいがない。

　国境線の戦いを仲ちゆう裁さいしても、また別のどこかで衝しよう突とつする。

　武器を壊してまわっても、また武器は作られる。

　ひょっとすると、自分のジャッジの内容がおかしいのではないか？

　その迷いが、リュドミラから言葉を奪っていた。

（公正な審判……公正な審判。まずは、ここにいる兵士たちの命を守ること。守ることは間違っていないはずよ。そのために、「公正な言葉」がいるの）

　リュドミラはキリルを見あげた。

　そのリュドミラの視線を、キリルは受けとめた。

「……なにか閃ひらめいたか？」

　キリルはあくまで落ち着いた口調で問うた。

　喧けん嘩かをすると怖いが、こういうときキリルは優しい。

（少し心が落ち着いてきたわ）

　自分にだけ向けられる、キリルの青い瞳を見ていると、焦あせりでざわついてきた心が、すっと静まった。

「私にはメルカンテが追つい撃げきしてくる理由がわからない。わからないから、メルカンテを討てとは言えない」

　リュドミラは正直に心の迷いを語った。

「でも、弱いもの苛めはよくないわ」

「……そうだな」

　キリルは短く同意した。うん、とリュドミラが一つ頷うなずく。

　リュドミラはキリルの腕から抜けだすと、兵士たちに向き直った。

「ジャッジをくだすわ」

　決然とリュドミラは宣言すると、天を見あげた。

「私、リュドミラ・カリンは、審判の神の名において、ここにジャッジをくだす」

　大きな黒と白の翼が、リュドミラの身体からだから天に向かって伸びはじめたのは、この直後だった。
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「……まずいぞ！　まずい！　あのトラックを撃うて！」

　逃とう走そうするノブレスの軍用トラックを、メルカンテ軍が全力で追いかけていた。

　エルネスト・スクワデリ中佐は、双眼鏡を目に押し当てながら甲かん高だかい声で怒ど鳴なった。

　双眼鏡で確認するまでもなく、その超常現象は確認できた。

　大きな翼のようなものが、天に向かって伸びている。

　光と影の翼だ。

「『力』が解放される前に、聖人どもを殺せ！」

「生け捕どるのではなかったのですか？」

　と訊ききかえした副官に、双眼鏡を投げつける。

「悠ゆう長ちようなことを言っている場合か！　『力』が解放されたら、我々に勝機はない！」

　そのとき、エルネスト・スクワデリ中佐の細い瞳は、血ち走ばしっていた。
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　私、リュドミラ・カリンは、審判の神の名において、ここにジャッジをくだす。

　逃にげ惑まどう兵士たちを追い詰めるものたちに天罰を。

　そして、傷ついた兵士たちに守護……




　ジャッジの最後の瞬間だった。

　リュドミラの乗るトラックの間近に、ロケット弾が着弾した。

「きゃっ！」

　トラックが横おう転てんし、リュドミラは弾はじかれるように、荷台から投げだされた。

「リュドミ！」

　アルカディがリュドミラに向かって跳ちよう躍やくした。

　地面スレスレでリュドミラを受けとめ、赤茶けた大地に叩たたきつけられる。

　一緒に乗っていた兵士たちも、ともに投げだされた。キリルやオロもだ。

　トラックはそのまま横よこ滑すべりし、立ち枯がれた大木に衝突して大たい破はした。

「リュドミラ！」

　キリルは受け身をとってすばやく立ちあがると、リュドミラのところへ駆けてきた。

　オロも一緒だ。

「アルカディ……！　アルカディ大だい丈じよう夫ぶ!?」

　リュドミラは自分を庇かばって地面に激突したアルカディの名を、必死で叫んでいた。

「僕は……大丈夫ですよ、……リュドミは？」

　苦く痛つうで顔を歪ゆがめ、アルカディが反問する。

「私は平気。怪け我がもしていないわ」

「それは……よかった」

　小さくうめくと、アルカディは背後を一いち瞥べつした。

　ロケット弾を放ったメルカンテの挟きよう撃げき部隊は、もうそこまで迫ってきていたのだ。

（ど、どうしょう……！）

　リュドミラのジャッジは、途中で中断された。

　そのため、キリルの力もアルカディの力も発現していないのだ。

（もう一度、ジャッジをくだしている時間はないわ……！）

　そのとき、アルカディはリュドミラをキリルに押しつけた。

「行ってください。僕は足を挫くじいてしまいました」

　リュドミラは目を見開いて「イヤ！」と叫んだ。

「敵は目の前です。行ってください！　キリル、リュドミを頼みます」

「イヤ！　アルカディも一緒に行くの！　絶対、置いていかない！」

　アルカディにしがみつこうとするリュドミラを、キリルが力ずくで止める。

　リュドミラは怯おびえた目でキリルを見あげた。

（まさか、アルカディを見捨てる気なの!?）

「このままでは、三人とも捕まります。リュドミ、キリルと一緒に行くんです！」

　アルカディはもう一度キリルに「お願いします」と告げた。

「イヤよ！」

　絶ぜつ叫きようしたリュドミラを、キリルは有う無むを言わさず担かつぎあげた。

「放してよキリル！　下ろして！」

　暴あばれるリュドミラをものともせず、キリルはオロを伴ともなって走りだした。

　彼は、アルカディに対してどんな言葉も返さなかった。

　一いつ刻こくも早くリュドミラとともに逃げること。

　アルカディが望んでいたことを、実行することで彼は応えたのだ。

「放してキリル！　イヤだイヤだ！」

　リュドミラはがむしゃらに暴れた。目には恐怖と悲しみが混在していた。

　地面に座りこんだアルカディの側に、メルカンテ軍が到着した。

「アルカディ……！　カーディ！」

　リュドミラが泣き叫ぶ。メルカンテの兵士たちが、アルカディの頭に銃をつきつけるところを、リュドミラは涙でいっぱいになった目で見ていた。

「いたぞ！　あそこだ！」

　一人の兵士が、走っているキリルに向かって指を突きだして怒鳴った。

「残りの二人も捕獲！　抵抗する場合は射殺せよ！」

　敵の司令官の、容よう赦しやのない命令が聞こえてくる。

　リュドミラは恐怖で声も出なくなった。身体は硬こう直ちよくし、頭のなかは真っ白だ。

（変ね……音が遠いわ。それに……みんなスローモーションで動いているみたい）

　人の叫ぶ声も、乱射される銃声も、みんなエコーがかかっているように聞こえた。

　オロ……

　キリルの声がした。漆しつ黒こくのホムンクルスを呼ぶ声も、リュドミラには遠い。

「オロ、頼む。思考を戦闘モードへ移行。敵を殲せん滅めつせよ」

　キリルの横で、オロが機き敏びんに反転した。

　迫りくる敵に牙きばを剝むくと、黒い突風のような勢いで跳ちよう躍やくする。

（オロ……！）

　キリルの肩のうえで、リュドミラは見た。

　オロは自分に迫る弾丸を、ことごとく避よけた。

　銃をかまえる歩兵たちを、一秒で数人ずつ倒していく。

　ロケット弾を積んだ軍用車に狙ねらいをつけると、オロの黒い身体は変容した。

　黒い物体と化す。槍やりなのかロケットなのか、速くてわからなかった。

　それは、盾を貫く矛ほこのように軍用車に体当たりし、鉄の塊かたまりを貫通した。

　大爆発が起こった。

「オロ……！」

　リュドミラはその爆発で、我に返った。

「オロ！　オロが！」

「大丈夫だ。オロはホムンクルスだ」

　違う！　とリュドミラは叫んだ。

「優しいオロになにさせるのよ！　オロはとっても優しいのよ！　知っているくせに！」

「軍事用ホムンクルスは、戦うために作られた生物兵器だ。俺もお前を守るためなら何人だって殺す」

　キリルは走るのをやめた。リュドミラを肩から下ろす。

「俺とオロで足止めする。お前は一人で逃げろ」

　リュドミラの顔が、情けないほど歪んだ。

　彼女は何度も何度も、首を横に振った。

「ぜっ……たい、絶対イヤだ！」

　張り裂けそうな胸を抱えて、リュドミラは叫んだ。
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　キリルが迫りくるメルカンテ兵に向かって、飛礫つぶてを放った。

　それは、彼がいつも懐ふところに入れている、キャンディだった。

　石飛礫のように襲ってきたキャンディを手首にうけ、数人が銃をおとす。

　キリルはその銃に向かって走った。跳躍し、一回転して摑つかむと、メルカンテ兵の顔面に銃口を押しつけた。

「動くな。動くと撃つ」

「はったりだ……聖人に人殺しなんかできねぇ」

「そう思うか？」

　キリルは躊ちゆう躇ちよなく撃った。

「ひっ……」

　頰ほおと耳を掠かすめた銃弾におののいて、兵士が悲鳴をもらす。

　キリルは、迫りくるメルカンテの兵士たちに向かって、発砲しはじめた。

　的確な射撃で、相手の肩や足を撃ちぬいていく。

（こんなの……こんなのイヤだ）

　リュドミラは足を抱えて、うずくまった。

　悲しかった。

　後悔していた。

　仲間のアルカディを一人残して逃げたこと。

　優しいオロに人殺しをさせてしまったこと。

　戦争が嫌いなキリルに、銃を撃たせていること。

「逃げろリュドミラ！　なにをやっている!?」

　キリルが叫ぶと、無理やりリュドミラを立たせた。

「私、一人で行かない！　絶対！　行かない！」

　リュドミラはキリルにしがみついた。

「バカを言うな！　死ぬぞ！」

　続々と迫りくるメルカンテ兵の数は尋じん常じようではなかった。

　みな、ノブレスの敗残兵ではなくリュドミラたちを狙っているのだ。

「死んだっていい！　キリルやオロと一緒にいる！」

　パン！　と、キリルがリュドミラの頰をひっぱたく。

「いい加減にしろ！　お前だけは生きろ、なんとしても！」

「イヤ！　一人じゃ行かない！」

　頰が真っ赤に腫はれても、リュドミラは言いかえした。

（一人で生きろなんて、言わないでよ）

　こんなに心細い言葉があるだろうか？　とリュドミラは思った。

「一人で生きろなんて……言わないで……」

　悲しくて、堪こらえきれずリュドミラは泣きだした。

「一人で生きるぐらいなら……一緒に死ぬほうが、いい！」

「ばか！」

　力いっぱいしがみつくリュドミラの肩を摑むと、キリルは「聞け！」と一いつ喝かつした。

「俺はずっと前に、戦場で死ぬはずだった人間だ」

　キリルは語った。

　彼の所属していた部隊が全滅したことは、リュドミラも知っていた。

　それも味方の誤爆で全滅したという話だった。

「俺は死に際ぎわに、神の啓けい示じをうけた。聖戦を司つかさどる神は、血に染まった俺に聖せい痕こんを与え、俺を生かしたんだ」

「……」

「なぜ自分だったのか、と俺はずっと考えていた。どうして、俺は生かされたのか？　どうして神は俺をほしがったのか？　考えて考えて……一つの結論に辿たどり着いた」

　キリルはリュドミラの目を見つめた。

「お前を守る戦士が必要だったからだ。わかるか？」

「キリル……」

「聖フューレンの旅は苛か酷こくだ。『審判者』は戦場で危険にさらされる。戦争を知らない聖人に、お前は守れない。戦争を知っているものが……必要だったんだ。だから、俺は選ばれた」

「……」

「お前を守るために、俺は生かされたんだ」

　キリルは決然と言った。

「キリ……ル……」

「お前は俺にとって、生きている理由そのものなんだ」

　ひっ、とリュドミラは声を上うわ擦ずらせて泣いた。

　どんな甘い言葉よりも、キリルの告白は心を貫いた。

　キリルは、しがみついているリュドミラの手を振りはらった。

「行け、リュドミラ。俺にお前を守らせてくれ」

　ひどく悲しかった。

（一緒にいたいって、言わせてくれない気ね……）

　ヒュン、と鋭い音がして、キリルの右頰が切れた。

　弾がかすった痕あとを拭ぬぐいもせず、キリルは「行け！」とリュドミラの身体を押した。

　雪崩なだれのように押しよせてくるメルカンテ兵に向かって、銃を向ける。

　――お前を守るために、俺は生かされたんだ。

　思いかえすと、胸が苦しくなって、息もできなかった。

　リュドミラは立ちあがった。

　涙を散らして、彼女は一人で駆けだした。
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　死を覚悟するより、仲間をおいて逃げることがどれほどつらいか、リュドミラはこのとき初めて知った。

「キリル……アルカディ……」

　枯かれた低木が点在する荒野を、あてもなく走る。

　突きでた石につまずいて、派は手でに転こけた。

　それでも、リュドミラは立ちあがって、すぐに走りだした。

　走る以外、キリルとアルカディに報むくいることができなかったからだ。

　リュドミラは通常の女性より身が軽い。屋根のうえや木のうえに、軽々とのぼれるのだ。

（でも荒野じゃ、隠れる場所はないわ！）

　後方から、耳みみ障ざわりなエンジン音が聞こえてきた。

　メルカンテの追つい撃げきだ。またたくまに距離は短くなっていく。

「はぁはぁはぁ……」

　リュドミラの口からは、荒い息遣いが絶え間なくもれている。

　軍用車が二手に別れて、リュドミラに迫ってきた。

　背後と側面を塞ふさがれ、リュドミラはついに立ち止まった。

　立ち止まった瞬間、足の力がぬけて、膝ひざから大地に崩れる。

（ごめん、キリル……アルカディ）

　背後の車から、人が下りる気配がした。

「ふん、こんな年とし端はもいかないこどもが聖女とはな……」

　冷たい言葉に、リュドミラは反応しなかった。

　ずっと座りこんだまま、あえぐように呼吸していた。

（ごめん。逃げろって……言われたのに……私、逃げ切れなかった）

　そう思うと悔くやしさと絶望がごっちゃになって、涙と一緒に溢あふれてきた。

「うっ……ひっ……」

「連れていけ！」

　リュドミラは二人の兵士に脇わきを吊つられるようにして、メルカンテの軍用車に乗せられた。

　さっきキリルと別れた地点まで、連行される。

　すでに戦闘は終わっており、たくさんのノブレス兵が捕ほ虜りよになっていた。

「キリル……！」

　そのなかにキリルを見つけて、リュドミラは駆けよろうとした。

　それをメルカンテの兵士が力ずくで阻そ止しする。

（よかった……生きていてくれて）

　キリルは両手を頭に乗せ、毅き然ぜんとした面おも持もちでメルカンテ兵を睨にらんでいた。

「ホムンクルスの戦闘モードを解除しろ！」

　と命じられても、平然と「拒きよ否ひする」と返している。

　見れば、やや離れた地点で、メルカンテ兵が円えん陣じんを組んでいた。

　犬のうなり声が、中央からしている。

（オロ……オロが取り囲まれているのね）

「かまわん。撃ち殺せ」

　リュドミラを連行した銀髪の司令官が命じた。

　エルネスト・スクワデリ中佐だった。

　リュドミラはこのとき初めて、相手の顔をじっくりと見た。

　細く、執しゆう念ねん深そうな目をした、若い将校だった。ツンとした態度から、偉そうで冷たい人柄であることが伝わってくる。

　かけている丸メガネも、インテリで計算高い性格を強調しているようだ。

「しかし無む闇やみに発砲すれば、我が軍の兵に犠ぎ牲せいが」

　と部下が動揺すると、彼はこう言った。

「止やむを得えまい。ホムンクルスを始し末まつすることが先決だ」

（なんて自分勝手で冷れい酷こくな人なの）

　ノブレスの敗残兵を討ち、レガトゥスの聖人も捕虜にし、仲間が犠牲になってもホムンクルスを殺さつ処しよ分ぶんしようというのだ。

　そのとき、リュドミラはノブレスの執政官、ルネ・ベルトランを思い浮かべた。

　機と見れば派兵し、メルカンテを潰つぶそうと目もく論ろんでいる男だった。

（ノブレスにも、メルカンテにも、こういう人がいるから……戦争が終わらないのよ！）

　リュドミラは唇を嚙かみしめた。

「オロを殺さないで」

　リュドミラはエルネスト・スクワデリに向かって決然と言った。

　ほう、というように、彼はリュドミラを横目で見つめた。












「では、聖女殿があのホムンクルスを初期化してくださるわけですか？　戦闘モードのホムンクルスは元来、主人の言うことしか聞きませんよ」

「オロは違うわ。以前も、私の言うことを聞いてくれたもの」

「では、解除してください。そうしてくだされば、我々も大助かりです」

　敬語を使いながらも、彼の視線は完全にリュドミラを見み下くだしている。

「その代わり、捕虜の命は保障して」

「ま、いいでしょう」

　ニヤリ、と中佐は笑った。

　リュドミラは拘こう束そくしている兵士たちの腕を、煩わずらわしげに振りほどいた。

　円陣を組むメルカンテ兵に近づくと、その隙すき間まから「オロ」と呼びかける。

　オロは、もとの犬の形態に戻っていたが、瞳は血色をしていた。戦闘モードにある印だ。

「オロ、もういいのよ。戦いは終わったの」

　リュドミラは腰を屈かがめると、四つんばいになってオロに近づいた。

「よせ！　リュドミラ！」

　キリルが叫んだ。

「黙れ！」

　メルカンテ兵の怒鳴り声とともに、キリルが殴なぐられる音が響く。

　リュドミラは自分が殴られたかのように顔をしかめ、また少しずつオロに近づいた。

　オロは牙きばを剝むいて、リュドミラを睨んだ。

「オロ、私よ。リュドミラよ。思い出して……オロは優しい子でしょう？　本当は、戦いたくなかったでしょ？　人を傷つけるのは嫌いでしょ？」

　オロの前で座りこむと、リュドミラはほほ笑んだ。そっとオロの頭に手を乗せる。

　奇跡だ……と兵士の誰かが囁ささやいた。ホムンクルスに直じかに触れることが奇跡だったのか、ホムンクルスに触って、殺されないことが奇跡だったのか、リュドミラにはわからなかった。

「いい子いい子」

　と言いながらオロの頭を撫なでつづけた。

　やがてオロの身体が弛し緩かんした。目の色が黒く戻ると同時にオロは「クン」と鼻を鳴らした。

　リュドミラはよしよし、とオロの身体を抱きしめる。

「よくやった。聖女をホムンクルスから引き剝はがせ」

　中佐が命じた。部下がリュドミラとオロを引き離すと、さらにこう命じる。

「ホムンクルスを殺せ」

「どういうこと!?」

　リュドミラは叫んだ。

「捕虜の命の保障はしたが、ホムンクルスはしていない」

　とエルネスト・スクワデリ中佐は即答した。

「あなたは……！　最初からそのつもりだったのね！　卑ひ怯きよう者もの！」

　リュドミラがエルネスト・スクワデリの胸元に摑みかかった。

　中佐がその細い腕をとる。

「これはまたお転てん婆ばな聖女殿どのだ。ところで聖女は、男の接せつ吻ぷんで堕おちるというのは本当ですか？」

　彼はリュドミラの両手をがっちり摑んでいた。

　ぐいっと、手前に引かれて、リュドミラは鳥とり肌はだが立った。

　エルネスト・スクワデリはリュドミラのひきつった顔を、目と鼻の先で覗のぞきこんだ。

「放しな……さいよ！　このヘンタイ！」

「ほう、一人前に貞てい操そうの危機を感じておいでか？　あいにくだが、私は小娘より大人の女性が好みでね」

「だったら放しなさいよ！」

　バサッ！　と上空で音がした。

　うっ！　と小さな悲鳴をあげて、中佐がリュドミラを放りだす。彼の手の甲こうには「白しら羽はの矢」が突きささっていた。

「なんだ、これは!?」

　矢を引き抜いて、中佐は怒鳴った。

「鳥です……白い鳥が……」

　兵士たちが頭上を指差す。

「リュドミラ、南ヘ百メルト。ハシレハシレ！」

　頭上を旋せん回かいする白フクロウが叫んだ。

（アウル!?）

「撃ち落とせ！」

　中佐が叫んだ一瞬の隙をついて、リュドミラは彼を突き飛ばすとキリルに向かって走った。

　同時にキリルは、自分に銃を突きつける複数の兵士を蹴けり倒した。

　銃を奪うと「動くな！」と威い嚇かくする。

　キリルが反撃に転じると、捕虜になった敗残兵たちも立ちあがった。

　にわかに、辺りは騒そう然ぜんとなった。

　パン！　と乾かわいた銃声が天に響く。

　一羽のフクロウが、翼をばたつかせ地に墜つい落らくした。

「キリル！」

「リュドミラ！」

　リュドミラはキリルにしがみついた。キリルに抱きとめられて、リュドミラは心底ホッとした。エルネスト・スクワデリに触れられた悪お寒かんが消失したからだ。

「逃のがすな！」

　中佐の狂きよう気きをはらんだ声が響く。

　オロが跳躍した。エルネスト・スクワデリの肩に容よう赦しやなく嚙かみつく。

　ぎゃっ！　と中佐の絶叫が響いた。

「オロ！　来い！」

　オロは中佐を後ろ脚で蹴り倒して、走りだした。

　キリルはリュドミラとともに、駆けだす。

「アウルを！」

　リュドミラの声に反応して、オロは方向転換した。地面で引っくり返っているアウルをそっと啣くわえ、また走りだす。

「て、抵抗するヤツに容赦はするな！」

　中佐がヒステリックに叫ぶ。

「キリル……みんなが……！」

「無理だ。今は自分のことだけを考えろ！」

　パンパンパン！

　いく筋もの弾丸が、キリルとリュドミラを追いかけた。

「オロ、盾になってくれ」

　オロは、キリルたちの背後につき、迫りくる弾丸を自分の身体で防いだ。

「そんなことをすれば、オロが！」

「急所に当たらなければ大丈夫だ」

　なにが大丈夫なのか、リュドミラにはわからなかった。

　オロは悲鳴もあげない。

（痛くないはず……ないのに……！）

　心がつぶれそうだった。

　戦場は心が砕くだけ散ちる場所だ。リュドミラはそう思った。

　キリルは南に向かって走った。アウルの言葉を信じる以外、活かつ路ろはないと判断したのだ。

　なにもない荒野を、力のかぎり走る。

　銃声が途と切ぎれた。

　キリルが背後を振りかえる。

　敵の追撃が遅れていることを確認すると、足のおぼつかないリュドミラを抱きあげた。

「キリル……！」

「このほうが速い」

　キリルはそのまま疾しつ走そうした。

　だが、辺りはどこまで行っても、荒野だった。

　百メルトどころか、二百メルト向こうにも、なにもありはしなかったのだ。

　キリルは走りながら、「くそっ」と舌した打うちした。

「ここは、隠れる物陰もない。西に移動し……」

　キリルははっとして、背後を振りかえった。一台の車が、砂すな埃ぼこりをあげて急接近してきた。

「メルカンテの軍用車だ！」

　キリルがリュドミラを下ろすと、銃を構える。

　射程距離に入る寸前、車は急停車し、すぐさま扉が開いた。

「乗って！　早く！」

　運転席の扉を開けた人物の顔を見て、リュドミラだけでなくキリルも絶ぜつ句くした。

　ふわふわした茶色の髪。神秘的な紫色の瞳。

「どうして……ここに？」

　リュドミラが放心状態で呟つぶやく。

「早く！」

　急せかされて、キリルは呆ぼう然ぜんとしているリュドミラの手を摑んで走った。

　リュドミラを車の後部席に押しこむ。オロがアウルを啣えてつづく。

　キリルが助手席に乗りこむと、車はすぐに発進した。

　そう。それは彼らのよく知る人物……フェルナンドだったのだ。
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「待たせてごめん。西の本体を足止めするのに、手間取った」

　再び車を走らせはじめたフェルナンドは、そう語った。

　遅れた理由を報しらせるのではなく、遅れたことを謝りたかったのだろう。

「アウルを拾ってくれてありがとう。自力で帰ってくる力は残っていないだろうと思っていたんだ」

　アウルはまさに満まん身しん創そう痍いだ。リュドミラの膝のうえでぐったりしている。

　アウル自身、飛べばどうなるかわかっていたようだ。それでもアウルは、リュドミラのところへ飛んだ。フェルナンドが二度も「頼む」と言ったからだ。

　リュドミラの隣となりにはホムンクルスのオロがいて、しきりと身体を舐なめている。

　出血はすでに止まっているようだが、リュドミラたちを庇かばったさいにうけた弾丸が、痛々しくオロの身体に残っていた。

「捕虜になったノブレス兵たちは、安心していい。『独断専行で敗残兵を討ち、捕虜を虐ぎやく殺さつしたとなったら、悪名がたち昇進に響くぞ』と脅おどしてきた。彼が一番、嫌いな言葉だ」

　フェルナンドは、一いつ旦たん、エルネスト・スクワデリと合流したようだった。

　フェルナンドが機転をきかせ「忠告」を入れなかったら、今頃、ノブレス兵は皆殺しになっていたのかもしれない。

　ありがとう……そう言いたいのに、リュドミラの口は開かなかった。

（言葉が出てこないわ）

　どうしてフェルナンドがここにいるのか？　今、どういう情況なのか？

（訊ききたいことはたくさんあるのに……なにを話していいのかわからないの）

　顔をまともに見ることすらできなかった。

　だから、バックミラーから視線を避け、ずっと俯うつむいている。

「よかった。二人とも、怪我はなさそうだね。……ところでもう一人は？」

　フェルナンドが尋たずねた。アルカディのことだ。

　二人が押し黙ったままでいると、フェルナンドは事情を把握したようだった。

「捕まったか……ま、安心していいとは言えないが、命を奪われることはないだろう」

　そのとき、助手席にいたキリルは、前触れもなく銃を抜いた。

「お前には訊きたいことが山ほどある」

　運転しているフェルナンドの頭に銃をつきつける。

「ああっと……」

　フェルナンドは一つため息をついてこう返した。

「……素す性じようを隠していたことは謝る。実はメルカンテ軍情報部に所属していて……」

　フェルナンドは気まずそうに、チラッとキリルを横目で見た。

　キリルは凍いてついた青い瞳で、睨みかえした。

「お前が胡う散さん臭くさい旅芸人だってことぐらい、百も承知している。今さらメルカンテのスパイだったと聞いても驚きはしない」

　キリルはそう言うと、一旦銃を退しりぞけ、語気を荒げた。

「俺が訊きたいのは、なぜリュドミラをふったのかということだ。返答次第によっては本当に撃つ！」

　再びキリルは銃をつきつけた。それもすぐ撃てるように、撃げき鉄てつを起こす。

「今……その質問は普通しないと思うんだが？」

　フェルナンドは呆あきれるというより、困った顔をした。

「魚が食べられないという理由でふったのか？」

「は？」

「答えろ！」

　怒鳴られて、フェルナンドは焦って「いいや」と答えた。

「そ、そんなことでふったりするものか」

「本当だな!?」

「当たり前だ」

　キリルは答えを聞くと、銃を退けた。後部席に小さくなって座っているリュドミラを窺うかがう。

「原因は魚じゃないそうだ」

　と、キリルは真ま面じ目めな顔で告げた。
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　三人は、広大な田園地帯の一角に作業用の小屋を見つけ、そこで休憩した。

　リュドミラは小屋の端はしにつまれた乾ほし草くさを見つけると、そのうえにマントを広げ、倒れこんだ。もう呂ろ律れつも回らないぐらい、クタクタだったのだ。

　リュドミラの横には、これまたクタクタの白フクロウがいた。アウルだ。

　オロはリュドミラの足元で横になっている。こっちも疲労困こん憊ぱいの様子だ。

　小屋の中央にある囲い炉ろ裏りで、フェルナンドが火をおこした。

　キリルはそのフェルナンドの背後で、油断なく銃を構えていた。

（フェルナンドが助けてくれたのに……なんか変。ううん、変じゃないのか。フェルナンドはメルカンテの軍人だったんだ……）

　なにが変なのかも判断できなくなって、リュドミラは横にいるアウルを見つめた。

　アウルの首のあたりをそっと撫でてやる。アウルは、気持ちよさそうに目を閉じた。

（フェルナンドは……敵なのかな？）

　フェルナンドが敵なら、アウルも敵だ。

（でもアウルは命いのち懸がけで私を救ってくれたの）

　ならアウルは命の恩人で、フェルナンドも命の恩人だ。

　敵で恩人。きっと、それが真実なのだ。

　うとうとしはじめたら、そっと、誰かが毛布をかけてくれた。

　リュドミラの目ま蓋ぶたは重くて、もちあがらなくなっていた。

「少し眠るといいよ。見張りは我々でやるから……」

　フェルナンドの声がした。相あい変かわらず優しい声だった。毛布をかけてくれたのも、きっと彼なのだろう。安あん堵ど感かんが増して、急激に眠くなってくる。

「お前が仕切るな」

　キリルの不満げなつっこみを聞いたあとすぐ、リュドミラは抗あらがいがたい睡すい魔まにひきずられていった。
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　リュドミラが眠りはじめると、フェルナンドとキリルは小屋の外へ出た。

　フェルナンドは乗ってきた軍用車が目立つことを懸け念ねんし、「隠してくるよ」と一言、キリルにその場を任せてどこかへ行ってしまった。

　キリルは彼を「帰ってくるな」というような目で見送ったあと、小屋の見張りをしはじめた。

　一時間後、フェルナンドはキリルの願いに反して、徒歩で戻ってきた。水とパン、コーンのスープを手に入れて戻ってくるあたり、ちゃっかりしている。

「君からリュドミラに与えてやってくれ。私からじゃ、彼女が警戒する」

　フェルナンドは小屋に立ち入らず、食料をキリルに渡した。

　キリルはまた「お前が仕切るな」と言いたげにしたが、言われたとおり実行した。

　等分に分けると、自分から口をつけた。毒が入っていないか確認したのだ。

「敵だが命の恩人」という複雑な相手に、キリルは警戒を怠おこたらなかった。

　ひょっとすると、キリルはフェルナンドのことを「命の恩人だが敵」というふうに認識していたのかもしれない。

　毒味をしたあと、眠っているリュドミラを起こして、食べるように勧すすめる。

　食料は当然、オロのぶんも等分に分けられた。

　キリルの律りち儀ぎさは、オロに限らなかった。わずかだが、アウルのぶんもとった。

　そして、残りをもって屋外にいるフェルナンドのところへ行った。

　そのときフェルナンドは、小屋の壁に背中を預け、ある書類を読んでいた。

　寡か黙もくなキリルが食料を手渡すと、フェルナンドはさっそくパンを口にし、こう尋ねた。

「君は……８８８部隊のキリル・セロフだったのか？」

　フェルナンドが読んでいるのは、調査書だった。

　前線基地『サモン・ヴィレ』を出発する直前に、部下がよこした書類だ。

「調べたのか？」

　そっけなくキリルは反問した。

「まぁ。本当は最近ルネ・ベルトランの近この衛えになったキリルという男を調べさせたんだが……君の特徴を言うと、８８８のキリル・セロフの似顔絵を送ってきた」

　それは、まさにキリルそのものだった。

　フェルナンドはキリルに資料を手渡した。機密書類のはずだが、気にした素そ振ぶりはない。

「８８８は全滅したはずなのに、なぜ君は生きている？」

　とフェルナンドが疑問を口にする。

　キリルはつまらなそうに資料を速読しただけで、答えなかった。

「神が君を助けたもうたか？」

　と問われても答えない。「お前に答える義理はない」というところだろう。

　フェルナンドは質問をあきらめ、別の資料を取りだした。

「これは、先月『パロス・ヴィレ』近きん隣りんで起こった、聖セントフューレンの武力介入に関するレポートだ。軍事用ホムンクルスを連れていた黒い聖人のことも、書かれてある。あの、圧倒的な『力』を数値化したデータも、検出された未知の物質も……興味があるなら進しん呈ていするよ」

　と言って、フェルナンドはその資料もキリルに渡した。

　目もつ下か、メルカンテの最高機密書類のはずだが、これもまったく気にしていない。「隠しごとをしない」ことで、キリルの信頼を得ようとしたのかもしれない。

　キリルはその書類を興味なさそうに受け取ると、こう尋ねた。

「お前は、俺たちがレガトゥスの聖人だと気づいた。それがリュドミラをふった理由か？」

　フェルナンドは小さく「そうだ」と答えてから苦く笑しようした。

「君はリュドミラのことばかり気にする。私の正体より、ふった理由に興味があるみたいだ」

「あいつは泣いたんだぞ。『オールレック・ヴィレ』でお前にふられてから、一晩中泣いた！　お前は、純粋なあいつの初恋を、メチャクチャにしたんだ！」

「その件については……悪かったと思っている」

「悪かったですむか！」

　キリルが怒鳴ったそのとき、小屋の扉がギィとないた。

　ガーネットの髪をした少女は、その扉の後ろにいた。キリルの怒鳴り声で、起きてしまったのだ。

　そうなんだ、とリュドミラは力なく呟いた。

「……ばれちゃったのね。でもよかった。ずっと隠していたから……気になっていたの」

　キリルが動揺したように、手元の書類をフェルナンドに突っかえした。

　荒々しい態度で、小屋から離れていく。

　リュドミラは扉の手前に、足を抱えてしゃがみこんだ。

「ずっと言えなくて。……首都メトロでも何度も告白しようって思ったの。でも言えなかったの。私、聖女だから……本当は男の人と恋愛できないの。ごめんなさい」

　リュドミラは蚊かの鳴くような声で謝罪した。

　フェルナンドはその様子を見て、困惑した表情で呟いた。

「ふったのは私だが……そもそも恋愛はできなかった、ということなのかな……」

　フェルナンドはリュドミラの前に、向かいあって座った。

　彼女の顔を覗きこむようにして、こう尋ねる。

「ならどうして私と旅の約束をした？　行けないと知っていて、夢を見たかったのかい？」

　違うわ、とリュドミラは否定した。

「ちゃんと現実的に考えていたわ。戦争が終わったらって……フェルナンドは言ったわ。戦争が終わったら、私の使命も終わるの。だから、還げん俗ぞくして旅に出ることもできると思ったの」

「還俗する気だったのか？」

　フェルナンドは思いがけない言葉を聞いたかのように、目を丸めた。

　戦争が終わったら使命も果たせる。それはフェルナンドも同じだった。彼は戦争が終わったら退役し、リュドミラと旅に出る気、満々だった。

「本気で……聖女をやめるつもりだった？」

「……うん」

「後世、神殿に祀まつられる希け有うな存在なのに……？」

　私は……とリュドミラは顔をあげた。

　潤うるんだ銀緑色シルバーグリーンの瞳でフェルナンドの紫色の瞳を見つめ、彼女は言った。

「私はフェルナンドと……旅がしたかったの。なにを捨てても、したかったの」

「……」

「私……真剣に……フェルナンドのこと……好きだっ……た」

　想いを口にして、リュドミラは感かん極きわまったかのように泣きだした。

「ごめん。リュドミラ……」

　謝られると、さらに感情は高ぶった。

（謝らないで……涙が止まらなくなっちゃう）

　フェルナンドは小さなこどもをあやすように、リュドミラの頭をそっと撫でた。

「君は本当に純粋すぎて、こっちが困惑する。何万もの兵士を相手に武力介入するくせに、胡散臭い男にふられたぐらいで大泣きするんだ。……ギャップがありすぎて……」

「男の人を……好きになったの……初めてだった……から」

　とリュドミラは上うわ擦ずった声で答えた。

（初恋……だったの）

　初めて旅に出た。

　そこで一人の旅人と知り合った。彼は優しい瞳をした人形師で、こどもたちに人気があった。

　リュドミラはこどものように、彼に親しみを感じた。

　ある日、彼は「一緒に旅をしないか？」と誘った。リュドミラにとって、初めての「お誘い」だった。

　リュドミラは「私でいいの？」と返した。フェルナンドは「君がいいんだ」と答えた。

　それがリュドミラが恋をした、きっかけになった。

　思い出して、リュドミラはまた泣いた。

「私、聖女じゃ……なかったら……よかった。聖女じゃ……なかったら……」

「そうじゃないんだ、リュドミラ……」

　フェルナンドはどうしていいのかわからない、と言った素振りを見せたあと、リュドミラの肩を強引に引きよせた。

　リュドミラの頭を自分の胸に押しつけると、フェルナンドは苦しそうに呟いた。

「君が聖女だから……じゃない。ああっと、ま、たしかに君が聖女だったから……別れなければと思った。でも、それは私のほうにも事情があって……」

「やっぱり、私が……聖女……」

「いや、君が聖女でもよかったんだ。私が……メルカンテの軍人でなければ」

　フェルナンドは「あるいは……」とつづけた。

「今が、戦中でなければよかった」

　リュドミラがそっと顔をあげた。銀緑色の瞳から、つつ……と涙が流れる。

「私たち……敵同士……だから？」

「そうだよ。私は、君の敵なんだよ」

　フェルナンドは心苦しげに、小さく首しゆ肯こうした。

「だから、一緒にいられないの？」

「そうだ」

「お魚、食べられなかったからじゃない？　私、ずっとそう思っていたの」

「それは、前にも否定したけれど、絶対、違う」

「戦争じゃなかったら……一緒にいられた？」

「ああ、きっと。でも戦争が起こらなかったら、君は聖地『レガトゥス』から出なかった。私が旅人のふりをしてノブレスの国土を回ることもなかった」

「私たち……知り合えなかった？」

「そういうことだ」

（一体、どこでなにが違っていたら、私たちは幸せになれたのかしら？）

　リュドミラはそのとき考えた。

　でも結局、そんな方法は一つもなかったように思うのだった。

　フェルナンドもきっと、同じことを思ったに違いない。

「フェルナンドは……敵なのに、どうして私を助けたの？」

　リュドミラは訊いた。

「黙って見ていられなかったから」

　とフェルナンドは答えた。

「どうして見ていられないの？」

「君が好きだから」

「フェルナンド……変」

「自分でも矛む盾じゆんしていると思うよ。でも好きだからしょうがない」

　明らかな反はん逆ぎやく行為であることは、フェルナンドも重々承知しているようだった。

　彼はこの矛盾を「しょうがない」で片づけたのだ。

「迷っているうちに、君が死んだら……私は一生後悔すると思った。だから、ふっきった」

　フェルナンドがそう答えると、リュドミラは訊きかえした。

「私がフェルナンドを好きなのも……しょうがない？」

「リュドミラ……」

「フェルナンドが敵でも、好きなの。これって、『しょうがない』って思ってもいいの？」

　この恋があきらめられないのなら「しょうがない」でいいのだろうか？

「一緒にいられなくても……フェルナンドのこと、好きでいていい？」

　とリュドミラは懇こん願がんするように尋ねた。

「私より、いい男はたくさんいるよ、リュドミラ」

　少し苦笑して、フェルナンドはそう返事をした。

「そうなのかもしれないけれど……私はフェルナンドがいいの」

「……私は胡散臭い旅芸人で、メルカンテのスパイだよ」

　でも、とリュドミラは言った。

「こどもたちに人気があったわ。人形劇は本当に上手じようずで……見ていると心が温かくなったわ。そういうフェルナンドも、フェルナンドの一部でしょ？」

　フェルナンドは押し黙った。

「人形劇の上手なフェルナンドは、私を何度も救ってくれたわ。それも、本当のことでしょ？」

「リュドミラ……」

「今日は命を助けられたわ。それも……本当のことでしょ？」

「……」

「ありがとう、フェルナンド。私の……キリルの、オロの命を救ってくれて……」

　ようやく、リュドミラはフェルナンドに言いたかった「ありがとう」を伝えた。

「私もふっきる。フェルナンドは敵でも命の恩人なの。それから私の初恋の人よ」

　それでいいのだ、とリュドミラは思う。

　どんな矛盾も、一ひと括くくりにして、受けとめていくしかないのだから。

　コツン、とフェルナンドのおでこが、リュドミラのおでこにぶつかった。

　フェルナンドの息遣いが間ま近ぢかで聞こえて、リュドミラはドキッとする。












「これは、できなかったキスの代わりだ」

　フェルナンドはリュドミラにだけ聞こえるような小声で囁ささやいた。

　リュドミラは触れあった額ひたいと額の感覚を意識し、真っ赤になった。

　すると今度はその頰に、フェルナンドは自分の頰をそっと、押し当てた。

「これもキスの代わりだ。君は、私が知っている女性のなかで、一番、素す晴ばらしい女性だよ。それは、君に出会ったときから感じていたことだし……今もずっと感じていることだ」

「フェルナンド……」

「私は、君に恋ができたことを誇ほこりに思う」

　彼はリュドミラをぎゅっと抱きしめた。

「私たち、一緒には……いられないけれど……心はつながっているよね？」

　リュドミラは目を閉じて、ありったけの想いを言葉にした。

「ああ」

　とフェルナンドは短く答えた。

　その「ああ」がどんな告白の言葉より、うれしかった。

　一緒にいられないのは、しょうがない。自分が聖女として生まれたのも、フェルナンドがメルカンテの軍人であるのも、しょうがないのだ。

　フェルナンドが苦く渋じゆうのすえ、リュドミラをふったのも、しょうがなかったのだ。

　それでも二人は――相そう思し相そう愛あいだった。
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　岩肌を刳くりぬいただけの「尋じん問もん室しつ」だった。

　ルミエール山中にあるため、岩から染みだした水が岩肌を伝っている。

「僕を拷ごう問もんしても無む駄だですよ。こう見えて、慣れているんです」

　その声は、殺さつ風ぷう景けいな部屋に厳おごそかに響いた。

　白き聖人、アルカディ・トルストシェインの声だ。

　逃とう走そうの途中、挫くじいた足の応急手当てがすむと、彼はすぐさまこの尋問室に連行された。

　手て枷かせと足枷をされ、椅い子すに座らされる。

　アルカディの前には、銀髪に丸メガネをかけた青年将校が、足を組んで座っていた。

　メルカンテの独裁者候補と呼ばれている、エルネスト・スクワデリ中佐だ。

　上着を肩にひっかけ、左肩を包ほう帯たいで吊つっている。オロに嚙かまれたせいだ。

　ズキズキするのか、ときおり眉まゆがピクッと動いた。

　ここは彼の指揮する特攻部隊の秘密基地だ。メルカンテ軍のものといえど、誰もが立ち入れる場所ではない。つまりは、エルネスト・スクワデリの思うがまま、なんでもできる所だということだ。

「そうやって殉じゆん教きようする気かね？　聖人アルカディ・トルストシェイン殿。あなた方の力の秘密をうちあけ、協力してくれれば厚こう遇ぐうすると言っているのに」

「厚遇？」

「そう。聖地『レガトゥス』に帰りたくはありませんか？」

「別に」

　アルカディは平然と答えた。彼は本当のことを言っただけだが、中佐はムッとした。

　アルカディは聖地に郷きよう愁しゆうをもたない。彼は永久犯罪者として牢ろう獄ごくにいた聖人だ。

　彼を従わせたいのなら「リュドミラのもとに帰りたくないか？」と言うべきだったろう。

「甘くみないでもらいたい。私は無神論者なのだ。聖人であろうと必要とあらば拷問する」

　中佐がそう脅おどすと、アルカディは冷れい笑しようを浮かべ、こう返した。

「僕がしゃべらないのは、あなた方のためです。国を消滅されたくなければ、神の力には触れないことです。この警告を無視すると、後こう悔かいすることになります」

　ガタン、と荒々しく椅子から立ちあがると、中佐は一いつ旦たん、尋問室を退出した。

　廊ろう下かに出ると「くそっ！」と罵ののしる。

「生なま意い気きな。聖人というのは、みんなあんなに偉そうなのか？　軍人を脅迫するとは」

　中佐は思い通りにいかない尋問に、苦戦しているようだ。

「だが、なんとしても吐はかせてやるぞ。これは二度とないチャンスだ。必ずモノにしてやる」

　メガネの奥の瞳がぎらついている。アルカディを捕ほ縛ばくしたとき、彼の野心に火がついたのだ。

「医い療りよう班はんからの連絡は？」

　中佐は背後に控ひかえる副官に尋たずねた。すると副官は一つ首しゆ肯こうした。

「さきほど、検査結果が出ました。彼は普通の人間となんら変わりのない身体構造をしています。血液成分も、骨の形成もみな一緒です」

　ふん、と中佐は笑った。彼はそれを調べるため、最初にアルカディの怪け我がの手当てをしたのだ。

「いいだろう。薬をもってこい。例の新薬だ」

　中佐は命じた。

「自じ白はく剤ざいですか？　でもまだ安全性の確認が……」

「安全性は、ヤツで確かめてやればいい」

「しかし！　人体実験は我が国の法律で禁止されて……」

　黙れ！　と中佐は一いつ喝かつした。彼はいつにもまして独どく善ぜん的てきだった。目の前にぶらさがった「栄光」にとりつかれている顔だ。

「いいか、なにがなんでも、聖人の力の秘密を手に入れるんだ。ガスパロ・レキスリアンがでしゃばってくる前に」

　英雄候補の名を口にするとき、彼は必要以上に力りきんだ。まるで憎にくい敵かたきの名を呼ぶようだった。

「一いつ刻こくも早く、有力な情報を引きだせ！」

　その情報と、アルカディ・トルストシェインを「切きり札ふだ」に、エルネスト・スクワデリはメルカンテ軍を一気に掌しよう握あくするつもりだったのだ。
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（アルカディ！）

　はっ、としてリュドミラは目覚めた。

「ごめん、起こしたかな？」

　フェルナンドの声がしてはじめて、リュドミラは自分が眠ってしまったことを悟さとった。

　フェルナンドの胸のなかで大泣きして、そのまま泣き疲れたらしい。

　フェルナンドは眠ってしまったリュドミラを、小屋の乾ほし草くさのうえに寝かせようとしていた。

「どうした？」

　小屋の扉口で、見張りをしていたキリルが振りかえった。

「今、アルカディの夢を……」

（夢だったの？）

　一瞬、リュドミラの脳のう裏りに、アルカディの映像が鮮明に浮かんだのだ。

　それも、鎖くさりにつながれたひどい姿で、リュドミラはひどく汗あせをかいていた。

（アルカディは大だい丈じよう夫ぶかしら……）

　そう思ったとたん、また映像が割りこんできた。

「アルカディ！」

　リュドミラは叫さけんだ。

　アルカディが鎖をゆらしている。なにかに激しく抵抗しているようだ。

（ゆ、夢じゃない！　私、起きているもの！）

　リュドミラはこのとき、二つの情景を同時に見ていた。

　一つは自分がいる小屋の風景。もう一つは、拷問部屋だった。

「アルカディが！　アルカディが拷問されている！」

　リュドミラはぎゅっと目を閉じた。

　すると小屋の映像は途と切ぎれたが、拷問の映像は消えなかった。

　むしろ、はっきりとして見える。

「やめて！　アルカディが壊れちゃう！」

　キリルが駆けよってきた。リュドミラの肩を強くゆさぶる。

「リュドミラ、なにがどうなっている!?」

「わからない！　でもアルカディが見えるの！　拷問されているわ！」

　教えてくれ、とフェルナンドが深刻な表情でキリルに問うた。

「こういうことは前にもあったのか？」

「ない。だが、リュドミラには死者と共鳴を起こす特異能力がある。これがただの幻げん覚かくとも思えない。リュドミラとアルカディのあいだに、別の共鳴現象が起こっているのかもしれない」

　とキリルは推測を口にした。

「やだ！　アルカディになにをする気!?　ひどいことしないで！」

　いやがるアルカディの腕に、白衣の男が針はりを突きたてた。

　見たくもないのに、リュドミラはその光景から逃のがれられなかった。

　リュドミラはアルカディ以上に震えあがった。

「きぁぁぁ！　アルカディ！」

「リュドミラ、落ち着いて！　そこはどんな場所だい？」

　フェルナンドは詳くわしい情況を訊きだそうとした。

「洞どう窟くつみたいな……じめついていて窓がないの。机つくえと椅子と……拷問の道具がたくさんある」

「アルカディの他に誰がいる？」

「白衣を着た男の人。い、今、アルカディの腕になにか刺さしたわ。それから、若い銀髪の軍人よ。メガネをかけた……冷たくて意い地じ悪わるな……」

「エルネスト・スクワデリ中佐か……」

　フェルナンドはそう呟つぶやくと、舌した打うちした。

「そこはおそらく、中佐の秘密基地だ。彼は手て柄がらを焦あせっている。なにをしでかすかわからない」

「場所は？」

　キリルが短く問う。

「ルミエール山中のどこかだ。詳しいことは、軍の上層部しか知らない」

　フェルナンドは眉間に手をあてて、考えこんだ。

　キリルはその様子を吟ぎん味みするように睨にらんだ。

　その視線をうけてフェルナンドが言い訳する。

「本当だよ。今さら、情報を偽いつわったり隠したりしても、仕方がないだろう？」

「だといいが？　まだ俺はお前を信用していないぞ」

「いいさ。リュドミラにはそういう護衛が必要だ」

　そのとき、またリュドミラが「アルカディが！」と叫んだ。

　キリルにしがみつく。その力が異様に強く、キリルが驚いた。

「アルカディが……燃えている！」

「燃えている？」

　キリルとフェルナンドは顔を見合わせた。

「燃えているわ！　真っ白になって燃えている！」

　その直後、リュドミラは恐きよう慌こう状態になった。

「燃えてしまうわ！　アルカディが燃えてしまう！　いなくなっちゃう。いなくなって！　アルカディ！　カーディ！」

　リュドミラはじっとしていられなくなったように、小屋を飛びだした。

　駆けても、映像はついてまわった。田園を見ても空を見ても、くっきりとアルカディの様子が浮かぶ。

（どうしてどうしてどうして！　どうして、こんなものが見えるの!?）

　フェルナンドとキリルが、リュドミラを追いかけてきた。リュドミラの身体からだを、二人がかりで取り押さえる。

「リュドミラしっかりするんだ！」

　フェルナンドが彼女の頰ほおを両手で挟はさんで、間近で呼びかける。

　だが彼の声も、リュドミラには遠かった。現実よりアルカディの幻影のほうが生なま々なましいのだ。

「お願い……どうにかして……！　誰か助けてあげて！」

　アルカディが苦しむたび、リュドミラは我が身のようにもがいた。

　くそっ！　とキリルは罵ののしった。フェルナンドより先に、リュドミラから目を背そむける。

「見て……いられない」

　おい、とキリルがフェルナンドを呼んだ。

「リュドミラを……楽にしてやれる方法が、一つだけある」

「楽？　どういう意味だ？」

「聖女は異性とキスすれば、堕おちる。堕ちれば……リュドミラの共鳴はとまるはずだ。わかるな？　これはお前の仕事だ」

　えっ、とフェルナンドは絶句した。そのあと「本気か？」と言いたげに目を見開く。

「俺は……もうこれ以上、見ていられない！」

　キリルは怒ど鳴なった。

「な、なら自分でなんとかしてくれ！　そういう大役を急に押しつけられても困る！」

　とフェルナンドは露ろ骨こつに狼狽うろたえる。

「聖人が聖女にキスしても、堕ちない！」

　荒々しくキリルは言いかえし、フェルナンドは「だからって……」とさらに狼狽えた。

「それに、リュドミラは俺じゃなくお前が好きなんだ」

「こ、断らせない気だな？　しかし、考える時間が……ほしい」

「時間があったら、頼むか！」

　キリルはフェルナンドが反論するたび、つっかかった。

　リュドミラの状態を見て、キリルは完全に冷静さを失っていた。

　リュドミラにキスしろ、とフェルナンドをけしかけること自体、普通でない証拠だ。

「リュドミラは共鳴現象が起こるたび、ひどく傷つく。何度も傷ついた。もうこりごりだ！」

　キリルが吐きすてるように告げると、リュドミラをフェルナンドに押しつけ、二人に背を向けた。

「さっさとしろ！」

「そんなことを言われても……！」

　フェルナンドは、路ろ頭とうに迷った青年のような顔をした。

「……これは大役だぞ」

　フェルナンドは本当に困ったと言いたげに、自分の腕のなかにいる少女の顔を見つめた。
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　リュドミラが泣き叫ぶ声が聞こえた気がして、アルカディは意識を取り戻した。

　彼の視点は虚うつろだった。薬が効きいているのだ。

「僕はかつて……ベルトランと契約し、ある実験に携たずさわり……ま、した」

「ベルトランとは、ノブレスの首都執政官メトロミニストル、ルネ・ベルトランか？」

　エルネスト・スクワデリ中佐が質問した。

　アルカディが一つ、首肯する。

「彼はどんな実験をしていた？」

「聖人の力を……軍事利用する、実験」

「ほう、ヤツもやり手だな」

　ようやく語りだしたアルカディの言葉を、エルネスト・スクワデリは興味津しん々しんと聞き入った。

「ではその実験は我々が引き継ごう」

　中佐はニヤリと笑った。

「詳しく話せ」

　と命じられて、アルカディは気け怠だるい口調で話しはじめた。

「実験は聖人の力を……コントロールすること、でした。従じゆう来らい、聖人の力は『ジャッジメント』がコントロールしていて……審判がくだされないと、力は、解放されま……せん。ベルトランは……その力を利用するために、ジャッジメントのいない情況下で発現させる実験を……」

　場所は辺境にある『キュアノス』で行なわれた。強盗団や政治犯が屯たむろするキュアノスは、実験地として最適と判断されたのだ。

　アルカディはそこで、ノブレス軍の科学者にある「薬」を投とう与よされた。

「その薬で、力は解放できたのか？　その薬の成分は？」

　中佐が尋ねる。その傍かたわらで、尋問の内容を、補佐官は詳しく記録していく。

「できました。強力な向こう精せい神しん薬やくで……一種の、麻薬です」

「君はそれを服用したのか？　自みずから志し願がんして？」

　また一つ、アルカディは首肯した。

「僕には野心が……あり、ました。一生、質しつ素そな修道院暮らしなど……まっぴらだった。地位と名めい誉よがほしかった……若気の至いたり、ですよ」

　アルカディはうすく笑った。物もの憂うげな微笑を浮かべつつ、つづける。

「実験でわかったことは……聖人の正常な、精神が、破壊されると、力が発現するということでした。ただし、その力は無む尽じん蔵ぞうで……歯止めが、きかない。暴走です。実験地であるキュアノスは消滅しま、した」

「消滅？」

「そう、消滅です。跡あと形かたも……なく」

　以来、ベルトランは実験を中止し、アルカディ・トルストシェインを殺人罪で幽ゆう閉へいして、その事実を隠いん蔽ぺいした。

　これがノブレスで有名な怪事件『キュアノスの悪夢』の全ぜん貌ぼうだった。

　アルカディがベルトランを恨うらんでいるのも当然だ。

　だが、アルカディは被害者ではなく「共犯者」だったのだ。

「暴走を食い止める方法は？」

　中佐は尋ねた。

「ありま、せん。壊れた聖人は……誰の手にもあまるの、ですよ」

　クククク……とアルカディが低く笑いはじめた。

　焦しよう点てんの定まっていなかった瞳が、急に爛らん々らんと輝く。

「今、それを実証して、あげます」

　アルカディを拘こう束そくしていた鎖が、まるで細い糸のように断たち切られた。

　いや、切られたのではない。消滅したのだ。

　彼の身体が、白く、白く、輝きはじめる。

「貴様……！」

　中佐は椅子から立ちあがった。本能的な危機を感じたのだ。

　ゆっくりと、アルカディは一歩、踏みだした。すると、床は白く染まった。

　塗と料りようで染まっているのではない。消失したのだ。

　アルカディ・トルストシェインは、ニッと笑った。

「キュアノスにつづき消滅するのは……ここです」

　このとき彼の金色の瞳は、この世ではないどこかを見つめていた。
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「アルカディが燃えているわ！」

「リュドミラ……その幻影を見るな！　見ないでくれ」

　フェルナンドはリュドミラの瞳を、手のひらで覆おおった。そんなことをしても、彼女と映像を切り離すことはできない。そうとわかっていても、せずにいられなかったのだ。

　リュドミラを小屋に連れ帰って、乾草のうえに休ませたものの、情況は悪化するばかりだ。

「私には……こんな情況で……君にキスしたくない」

　きゃぁぁぁ！　とリュドミラが絶叫した。フェルナンドの手をはねのける。

　エルネスト・スクワデリの秘密基地で、なにか尋じん常じようでない事態が起こったらしい。

「このままだと……本当にリュドミラが壊れる」

　フェルナンドは途と方ほうに暮れた。キリルは小屋の外だ。なかに入ろうとしない。

「リュドミラ……ごめん。ごめんよ」

　そう呼びかけ、暴あばれるリュドミラを抱きしめる。

「できないんだ。でも……しなければならないんだ。私はどちらをとっても、きっと後悔する」

　フェルナンドの手が、リュドミラの頰を撫なで、唇に触れた。

「見ていられない。だから、キスさせておくれ」

　このときフェルナンドの手は震えていた。

　どれほど危険な作戦を実行に移したときよりも、彼は恐ろしかった。

　聖女を還げん俗ぞくさせることに、大きな罪の意識を感じたのだ。

「もしも天てん罰ばつがくだるというのなら、甘んじて受ける。私は、君の苦痛を取りのぞけるのなら……それでいい」

　そう言って、フェルナンドは決心をかためた。

　リュドミラの小さな顎にそっと手を添える。

　わずかにうえを向かせ、ゆっくりと顔を近づけた。

　唇と唇が触れあう寸すん前ぜんだった。

「フェルナンド……」

　リュドミラの吐と息いきを感じ、彼は動きをとめた。

　フェルナンドの唇に当たったのは、彼女の指先だった。

「私……まだ、還俗できな……い」

　苦しげに、でもはっきりとリュドミラは言った。

「でもリュドミラ」

「アルカディが……真っ白なの。暴走しているわ。助けに……行かなきゃ」

　リュドミラはなけなしの力を総動員するかのように、身を起こした。

「このままだと、みんな……消えてしまう。アルカディを止め……なきゃ」

　リュドミラはふらつく足取りで、小屋から出た。

　外ではキリルが、呆ぼう然ぜんとルミエール山を見つめていた。

　荒野の北にそびえる、二千メルト級の山。その山に異変が生じていたのだ。

　リュドミラを追いかけて出てきたフェルナンドが「あっ」と短く叫んだ。

「山が……光に飲みこまれていく」

「アルカディが……暴走して……いるの」

　そう説明し「キリル」とリュドミラは呼んだ。

「行くのか？　あそこに？」

　キリルは冷静な声こわ色いろで問うた。

「うん。アルカディを……助けなきゃ。このままだと無実の人も巻きこまれて……」

「敵の真まっ只ただ中なかだぞ？」

「でも……アルカディを止められるのは……私たちだけよ」

　リュドミラは苦痛に顔をしかめる。彼女にはまだ、アルカディの幻影が見えているのだ。

「……ジャッジをくだすわ」

　リュドミラは天を見あげた。夕暮れが迫せまった灰色の空に、アルカディが重なって見えた。

　胸の前で両手を組む。

「私、リュドミラ・カリンは……審判の神の名において、ジャッジをくだす」

　フェルナンドはこのとき、初めて聖女のジャッジに立ち合った。

　裁判官のような厳しい声ではなかった。

　リュドミラの声は、祈りのように空気に浸しん透とうしていった。




　私、リュドミラ・カリンは……審判の神の名において、ジャッジをくだす。

　聖人アルカディ・トルストシェインを傷つける者を有罪とする！




　リュドミラはその一言で、力ちから尽つきたように膝ひざをついた。

　リュドミラの背中から、白と黒の翼が伸びた。彼女の聖せい痕こんが発現したのだ。

　フェルナンドは荘そう厳ごんな情景にただ驚いていた。いや、感かん銘めいしていた。

　それはひどく厳粛で、美しかったのだ。

　この世には、人より高位な「誰か」が存在している。

　それをまざまざと見せつけられた瞬間だった。

「封印が解かれた。『粛しゆく正せい者しや』キリル・セロフはこれより、メルカンテ軍の秘密基地に武力介入する」

　キリルが宣せん誓せいした。と、同時にキリルの身体は重力の戒いましめから解放され、浮上しはじめた。

　彼は懐ふところから、いつも携帯している黒い飴あめ缶かんを取りだした。それをポイ、と宙に投げだす。

　またたくまに膨ぼう張ちようし、黒い飴缶は不思議な乗り物になった。

　漆しつ黒こくの翼を広げた、大きな鳥のようにも見えた。だが、鋼はがねのような光こう沢たくがあった。

　キリルは鋼の鳥のうえに、すっと立った。

　フェルナンドは「どういう仕掛けだ？」という顔で、その様子を凝ぎよう視ししている。

　無理もなかった。言葉で説明することはキリルにもできなかった。

　神の力に「説明書」はない。すべては感覚の一部に備そなわっているのだ。

「キリル……私も！」

　リュドミラはキリルに向かって両手を伸ばした。

　キリルは、舵かじもない飛行物体を自じ在ざいに操あやつり、リュドミラにすっと接近すると、彼女の手をとって引きあげた。

「行ってくるわ、フェルナンド。オロとアウルをお願いね」

　リュドミラは眼下で呆然としているフェルナンドに頼んだ。

「まってくれ！」

　フェルナンドが叫んだ。

「私も行く。行きたい！」

「断る」

　キリルは即答した。

「君たちが向かおうとしているのは、メルカンテの領土だ」

　そう主張され、キリルはジロッとフェルナンドを睨んだ。

「邪魔はしない。協力できることがあるはずだ。必ず」

　リュドミラは、訴うつたえるフェルナンドの顔を見おろした。そのあと、キリルの顔を窺うかがう。

「少しでも長く君の側にいたい。ここで別れたら、二度と会えなくなる気がする。そう言ったら乗せてくれるかい？」

　フェルナンドは手を伸ばした。さきほどリュドミラがしていたように、黒い飛行物体に向かって手をかざす。

「私はメルカンテの軍人だが、君に惚ほれた男でもあるんだ。軍人としても、男としても、ついていかなきゃならない。理由は色々あるが、どれも噓うそじゃない」

　リュドミラはキリルとフェルナンドの顔を交互に見つめつづけた。

　キリルはなにも言わなかった。フェルナンドはひたすら両手を伸ばしている。

　リュドミラは考えこみ、一人で決断した。

　そっと、フェルナンドに自分の手を差しだしたのだ。

「リュドミラ……」

　キリルが呆あきれる。

「だって……『しょうがない』じゃない？」

「なにがどうしょうがないんだ？」

　キリルは「公こう私し混こん同どうするな」と言いたげだった。

「フェルナンドは敵かもしれないけれど……私たちの命の恩人よ。それに私の初恋の人なの」

　だからしょうがないの、とリュドミラは付け足した。
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　ルミエール山の中腹は、未み曾ぞ有うの危機にあった。

　独裁者候補、エルネスト・スクワデリ中佐の秘密基地はすでにない。

　アルカディの放つ光に、すっぽり飲みこまれてしまったあとだ。

「退たい避ひ！」

　兵士たちは恐慌状態だった。我先にと、山を駆けおりている。

「あははは……！　いい光景です」

　アルカディは高らかに笑うと、ゆっくりとした足取りで前進しつづけた。

　止まりもせず、あわてもせずだ。

　彼が進むと光は徐々に範囲を広げ、ルミエール山そのものを削そぎおとしていく。

「攻撃！　総員、一いつ斉せい攻撃せよ！」

　エルネスト・スクワデリ中佐が、顔をひきつらせて怒鳴った。

　彼は、アルカディが暴走した直後、まっさきに基地から退避していた。今は戦車のなかで、ジリジリと迫ってくる光から撤てつ退たいしつつ、部下に「撃て！」と命令している。

　小銃の乱射音が辺り一面にこだました。

　だが、アルカディに掠かするものはなかった。みんな光に飲みこまれていく。

　中佐の顔に冷や汗が流れる。

　聖人の暴走。それを目まのあたりにして、エルネスト・スクワデリも平常心を失っていた。

「このままでは私の……私のキャリアに傷が……」

　アルカディは、山を削けずりながら中佐に向かって歩みつづける。

　その顔は穏おだやかで、まさに「聖人のなかの聖人」だ。

　美しい白金プラチナの髪をなびかせる様は、形容しがたいほどに神こう々ごうしかった。

「撃てー！」

　中佐は絶叫した。

　轟ごう音おんが響いた。戦車の砲手がアルカディに向かって、大砲をぶっ放したのだ。

　アルカディがすっと、右手をあげた。すると一いち条じようの光線が煌きらめき、弧こを描えがいて迫ってきた砲弾を跡形もなく消滅させてしまった。

「あははは……」

　アルカディは実に楽しげに笑った。笑いながら、手を左右に振る。

　指の先から放出された光が、山の木々を横に分ぶん断だんした。その木が戦車やトラック、逃にげ惑まどう歩兵をうえから襲おそう。

　次にアルカディは手を上下に振った。

　岩や大地、そして武器を積んだトラックの一つが縦たてに裂さかれ、大爆発が起こった。

「こ、後退せよ！」

　中佐が怒鳴る。

「無理です！　倒とう木ぼくが邪魔をして前進も後退もできません！」

「ならヤツを止めろ！　撃って撃って撃ちまくれ！」

「降こう伏ふくしてください中佐！　力が解放された聖人を相手になにをやっても無駄です！」

　部下の進言に「なにを言うか！」と中佐は激げつ昂こうした。

「なら、ご自分で好きにやってください！」

　戦車の砲手と運転席にいた男が、戦車を放ほう棄きして逃げだした。

「まてっ！　私を置いていく気か!?」

　と叫んだのも束つかの間ま、白い光が迫ってくるのを見て、中佐も逃げだす。

　アルカディは、その様子を見てケタケタと笑った。

「逃がしませんよ。でもあなたの始し末まつは、最後です。まずはザコを残らず消しさってしまいましょう」

　アルカディは山道を猛もうスピードで下りる、トラックに視線を移した。

　そこには、退避しようとする白衣の医師や、大勢の歩兵が乗っていた。

　アルカディはためらわなかった。逃げ惑うものも、非戦闘員も関係なかった。

　彼は右手を掲かかげた。手のひらに光が集結する。

　手のひらの「光の玉」は、急速に回転しはじめた。

　みるみるうちにスピードをあげ、小さな竜たつ巻まきのように変化すると、アルカディの手元をはなれトラックに襲いかかった。

「一切の消滅……それは究極の救済です」

　アルカディは、哲てつ学がく者しやのように語った。その瞳に慈じ悲ひはない。

　光がトラックに届く瞬間――それはなにかに弾はじかれて、山の中腹にめりこんだ。

　山に巨大な穴が空あく。

　アルカディはほんの少し、目を細めた。

「僕の邪魔をするのは……誰です？」

　トラックのすぎさったあとをアルカディは見つめていた。

　アルカディ……！　私よ！

　少女の声が遠くから響いてきた。

　黒い鳥のような飛行物体に乗った、三人の人物がいることにアルカディは気づいた。

「リュドミ？」

　手を振っている少女の名前を愛あい称しようで呼ぶと、彼は少し表情を和やわらげ、首を傾かしげた。

「僕の邪魔をしたのは、ああ……また『黒き狩かり人うど』ですか。まぁ、邪魔をできるのは、あの男だけですからね」

　鳥のような飛行体のうえで仁に王おう立だちするキリルの手には、大きな漆黒の鎌かまがあった。

　飛行物体より、鎌の刃のほうが大きい。

　キリルはトラックに迫った光の玉を、この大鎌で弾き飛ばしたのだ。

「気に入りませんね……」

　三人目の人物を認めて、アルカディからあらゆる表情が消えた。

「どうしてあの男が……乗っているんです？」

　凍りつくような眼まな差ざしで彼が見ていたのは、リュドミラの横にいるフェルナンドだった。
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「面白い力だ。飛行物体になるかと思えば、分ぶん離りして鎌にもなるのか。質量も形状も自由自在とは恐れ入った」

　とフェルナンドは黒い翼のうえで感心していた。

「神の力とは、新型の大型爆弾に類するものかと思っていたが、全然、違っていた。これじゃ、どんな作戦も立てようがないな……」

　おい！　とキリルが鬱うつ陶とうしそうに呼びかける。

「お前、なんのために乗りこんだ!?」

「ごめん、ついクセで」

　フェルナンドが謝罪した。直後、彼の頭髪を、小さな光の弾丸が掠かすめた。

　あっ、とフェルナンドが呟いたときには、彼の鬘ウイツグは消失していた。

「フェルナンド、髪……！」

　リュドミラが口をあんぐり開けて驚いている。

「ああ、もっていかれたのは鬘だから大丈夫」

　フェルナンドは金色に輝く、自分の髪を掻かいた。

「そういえば、首都メトロでは金髪だったわ」

　とリュドミラ。

「そうなんだ。我々は世に少ない鬘カップルだ」

「そんなこと、どうでもいい！　情況を考えろ！」

　キリルが怒鳴った。そのとき、また一条の光がフェルナンドの右肩スレスレを掠めていった。

　つぎに左脇だ。ヒュンヒュンと、光の弾丸が飛んでくる。

「アルカディは、相そう当とう怒っているぞ」

　とキリルは言った。

　なにを？　とリュドミラが問いかえす。

「そいつが、一緒にいることに決まってるだろう!?」

　キリルは大鎌をフェルナンドの顔につきつけた。

　その大鎌に光が当たった。キリルはムッとしてアルカディに向き直った。

　光の弾丸は、キリルの胸もとにも迫った。

「あいつ、俺まで！」

　と罵って、光を弾く。弾いた光は、アルカディの眉み間けんに吸いこまれていった。

　すると、光の攻撃は三倍に増えた。横に降る雨のように襲ってくる。

　キリルにやりかえされて、アルカディの怒りが増ぞう幅ふくしたようだ。

「ア、アルカディ……！　やめてよ！」

　びっくりしたリュドミラが叫んだ。

　フェルナンドを庇かばうようにして立つと、手を振る。

　キリルは大鎌で防げるからいいが、フェルナンドには身を守る手段がないのだ。

　光が少しでも掠ったら、彼は消えてしまうのである。

　そのとき、山やま裾すそに鈍にび色いろに光る軍隊が現われた。

「メルカンテの救援部隊だ」

　フェルナンドが呟く。

　アルカディの攻撃が止やんだ。彼も部隊に気づいたのだ。

「彼らは関係ない！　ただ、負傷者を救出にきただけだ！」

　フェルナンドが叫んだ。だが、その声はアルカディには届かなかった。いや、届いていたのかもしれないが、アルカディに聞き入れる意志はなかった。

　アルカディは、続々と山を登ってくる軍隊に向かって、右手をつきだした。

「キリル！　彼らを守ってくれ！」

　フェルナンドはあわてて、黒き聖人にすがった。

「彼らはジャッジの対象じゃない。そうだろ!?」

　キリルはまた鬱陶しそうにした。

「そんなこと、お前に言われるまでもなくわかっている。俺に命令するな！」

　アルカディが光の帯おびを放った。蛇へびか竜のような動きで救援部隊に迫る。

　キリルの鎌は変へん幻げんした。漆黒の巨大なベールとなって、部隊の頭上を覆う。

　闇のベールに阻はばまれて、光が四し散さんした。

　フェルナンドとリュドミラが同時に、ホッとため息をつく。

「アルカディ！　アルカディ、しっかりして！」

　リュドミラが声を張りあげた。

「無駄だ、聞こえていない」

　キリルの言ったとおりだった。

　アルカディは煌こう々こうと輝く光の残像をなびかせ、山裾に向かって降下しはじめた。

「メルカンテ軍を、一いつ掃そうする気だ」

「アルカディ！　やめて！」

　アルカディの移動にともない、光にあたった箇か所しよはみんな消滅していった。

　ルミエール山は無む残ざんな形状に変わりつつあった。もはや、山ではない。

　アルカディはキリルが施ほどこした黒いベールに直じかに触れた。

　すると漆黒のベールは、徐々に光に侵しん食しよくされ、形を失っていった。

　まるで溶けていく砂糖菓子のようだ。

「座っていろ、リュドミラ」

　キリルがリュドミラの肩を押す。

「ああなったら、ヤツを止める手段は一つしかない」

　キリルは手を掲げた。その手のなかに、闇色の球体ができあがる。

　アルカディがキリルを振りかえった。キリルの殺気に気づいたのだ。

「ひょっとして、力を力で相そう殺さいしようとしているだろう!?　山がふっとぶぞ！」

　フェルナンドが真っ青になって怒鳴る。

　アルカディがキリルに向かって両腕をつきだした。

「少し黙っていろ！　あいつが正気に戻らないと、山どころか世界が消滅する！」

　キリルに拒こばまれて、フェルナンドはリュドミラの手を摑んだ。

「リュドミラ、よく考えてくれ。君たちには人じん知ちを超えた力がある。だがそれを乱用してはいけない。大きすぎる力は、人の意識を歪ゆがめてしまう。破壊された自然は、何百年も……いや、何千年ももとには戻らない」

　フェルナンドの切実な訴えに、リュドミラは小さく首肯した。

　リュドミラにもそれはわかっていた。自分たちがいくら武力介入したところで、決して戦争はなくならないのだ。それどころか「その力で敵を討て」と人々は言う。

　フェルナンドの言うように、大きな力の存在が、人々の意識を変えてしまったのだろう。

「私、どうすればいいの？」

　リュドミラはフェルナンドに訊いた。

「力ではなく、言葉で説得してくれ。アルカディは、君の言葉にはきっと耳を傾けるよ」

　――言葉で説得してくれ。

　迷いのなかにあったリュドミラにとって、それは一条の光こう明みようとなるような一言だった。
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「まずいですね。キリルとやりあっている場合では……」

　激しいめまいに襲われて、アルカディ・トルストシェインはよろけた。

　ひどい弦楽器の演奏を聞かされつづけているように、心がささくれだっている。

　それは一本、一本と、心の弦が引き千ち切ぎられていく音だったのかもしれない。

　薬による拷問。それが自分になにをもたらすか、アルカディは知っていた。

「もう時間があり、ません。僕はあと少しで……完全に壊れて……しまう」

　ベルトランの実験以来、アルカディの精神はひどく危うい状態だった。

　彼がよく「暴走」するのも、そのせいだ。

　ここでまた投薬されれば、どうなるか？　アルカディは誰より知っていた。

　もう、あとはなかった。だが神の力が暴走するそのときが、反撃のチャンスだったからだ。

「みんな……壊れてしまえばいい。道みち連づれにしてあげます」

　報復のためだけではない。彼はリュドミラのことを考えていた。

「せめて、メルカンテだけでも消滅できれば……戦争は終わり……リュドミは解放される」

　アルカディは虚ろな表情で呟く。

「誰に認めてもらわなくても……いい。一生、壊れた聖人と呼ばれようとかまわない。リュドミが兵士に襲われるなんて……あんな悲しいことは、二度とあってはならない」

　兵士はみんな敵だった。リュドミラを苦しめる敵だ。

「リュドミはとってもいい子なんですよ。なのに……どうして苛いじめるんです……？」

　アルカディの視点が、あてもなく彷徨さまよいはじめた。

　うわごとのように「リュドミはいい子なのに」とくり返す。

　彼の正気はまさに、風ふう前ぜんの灯ともしびだったのだ。

「悪い子が……いなくなれば……いい子は幸せに。いい子は幸せに……ならないと」

　アルカディ！

　そのとき、彼の目の前に聖衣ダルマチカをつけた一人の乙女おとめが出現した。

「アルカディ！　しっかりして！」

　リュドミラだった。キリルに頼んで、アルカディの前に転移してもらったのだ。

　彼女は質素な旅装束だったが、アルカディの目には、聖衣をまとったかのように輝いて見えていた。

　リュドミラのガーネットの髪は、地につくほどに長かった。これもアルカディの錯さつ覚かくだった。

　もはや彼にはなにが現実で、なにが幻想かの区別がつかなくなっていた。

「大丈夫？　アルカディ!?」

　真っ白に輝くアルカディの手前で、リュドミラは叫んだ。

「リュドミ……？」

「そうよ！　助けにきたのよ！」

「僕を？」

「そうよ！」

　アルカディは力のない瞳で、リュドミラを見つめた。

「僕はもう……助かりません」

　でも、とアルカディはつづけた。

「壊れる前に、しなければならないことが……リュドミはお逃げなさい。早く」

　だめよ、とリュドミラは言いかえした。

「これ以上、なにを壊してもダメ。あなたが壊れるのもダメ！」

「僕はメルカンテを滅ぼします」

「だめよ！　絶対ダメ！」

「どうしてです？　彼らはリュドミにひどいことをしました」

「私情に流されないでアルカディ！　私たち、聖セントフューレンなのよ。神の代理人よ」

　リュドミラは訴えた。

「罪人を許してあげて、アルカディ。アルカディは白き聖人で、『救済者』でしょ？」

「……僕は壊れた聖人です。僕は……壊れているので、なにをしてもいいんです」

「そんなことない！」

「究極の救済は、一切の消滅です。『救済者』アルカディ・トルストシェインは、これよりメルカンテを消滅させます」

　彼は虚ろな顔つきで、そう宣誓した。

「アルカディ……」

　リュドミラが顔を歪めると、アルカディは「どうしました？」と心配げに尋ねた。

「リュドミは早くここからお逃げなさい。危ないから……」

（アルカディ……）

「キリルはどこです？　ダメですね。護ご衛えいのくせにリュドミを一人にしておくなんて……」

　アルカディは真っ白な空間のなかで、キリルを探した。

　何度も「キリル」「キリル」と呼ぶ声を聞いているうちに、リュドミラは堪たまらず泣きだした。

　するとアルカディはひどく動揺して、リュドミラの顔を覗のぞきこんだ。

「誰に苛められたんです？　僕が懲こらしめてあげましょう」

　リュドミラは声を殺して泣いた。

（心が……壊れても、私のことを……心配してくれる、のね）

「私たち、間違っていたのよアルカディ」

　リュドミラは正気の乏とぼしいアルカディに、訴えた。

「『力』に頼りすぎていたのよ。だから戦いを終結できなかったの。もっと早く、これに気づいていたら……アルカディが拷問される前に、戦争は終わっていたかもしれない。ごめんね……アルカディ。ごめんなさい」

　そのとき、ほんの一瞬、アルカディの瞳に正気が戻った。

「リュドミのせいじゃありません。僕が壊れるのは、自分がまいた種です。だから謝らないでください」

　アルカディは、ひどく優しい眼差しでリュドミラを見つめた。

　彼の放つ光が、急速に減少しはじめた。

　アルカディが、力尽きたかのように膝をつく。

　リュドミラはあわてて駆けより、アルカディの身体を支えた。

「あーあ、メルカンテをぶっつぶして、壮そう絶ぜつな最さい期ごを、と思っていたのに……時間切れです」

「アルカディ、しっかり……してよ」

　アルカディの頭を抱きしめる。リュドミラの声は怯おびえていた。減少する光はアルカディの命そのものを表しているように思えたからだ。

（イヤだ。アルカディ……）

「今度生まれるときは……聖人じゃない……ほうが……いい」

　アルカディは言った。寝ね言ごとのように、のほほんと。

「そして……リュドミのような女の子と……恋が……した……い」

（アルカディ……！　いやだ！　アルカディ！）

　白き聖人は、眠るように瞳を閉ざした。

　真っ白な空間がふいに消失し、夕闇に染まった空が現われる。

　リュドミラはその空を見あげた。

「やだ、開かないでよ……アルカディは、まだ死んじゃいない……わ」

　リュドミラの瞳は、空の一点を見つめている。

　夕闇に浮かぶ煉れん獄ごくの扉が、そこにあるのだった。

「アルカディ……！」

　リュドミラはアルカディにしがみついた。まるで、「行かせまい」としているように。

　アルカディ・トルストシェインの魂たましいは今、現世を離れようとしていた。
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　――今度生まれるときは聖人じゃないほうがいい。

　リュドミラの心に、ひしひしと染しみ渡ったのは、死者の想いだった。

　共きよう鳴めい現象だ。今、リュドミラはアルカディの魂たましいに共鳴していた。

　痛みはなかった。大きな解放感だけがあった。

　心が軽い。

（これはアルカディの心が、解放されたから？）

　とても穏やかな死だ。未み練れんもない。いや、一つだけあった。

　――リュドミのような女の子と、恋がしたい。

　この想いがダイレクトに伝わってきて、リュドミラは泣いた。

（ごめんね、アルカディ。想いに気づいてあげられなくて……）

　アルカディに、恋をする時間を作ってあげることもできなかった。

　すべて自分のいたらなさのせいだ。

（リュドミが謝ることはありませんよ。全部、来世の話でいいんですから）

　自分の心のように、アルカディの声が聞こえてきた。

　ふと、あたりを見回すと、地面が遠くに見えた。

　山の大きく抉えぐれた中腹あたりに、アルカディを抱き抱かかえた自分が座っている。

（え？　私、どうなったの？）

　リュドミラは自分自身が浮上していることに気づいた。まるで空に放たれた風船のようにだ。

　魂が、身体からだから抜けてしまっているのだ。

（僕の魂に……リュドミが重なっているんです）

　その答えに、リュドミラが驚く。

（さぁ、離れて。リュドミは一緒に行けません）

　リュドミラは天を見あげた。その向こうになにがあるのか、リュドミラは知っていた。

　煉れん獄ごくだ。死者の魂がはじめに向かう場所。

　天国と地獄の狭はざ間まにあるとされる「最さい期ごの審判」の場所だった。

　あそこに行けば、リュドミラももう現世には戻れない。

（離れて）

　というアルカディの思し念ねんに（イヤよ）とリュドミラは返した。

（私、離れない。アルカディこそ、私と一緒に戻って）

　リュドミラはこのとき、二つの重なった風船をイメージしていた。

　一つではなく二つ一緒に下りられないだろうか？

　そうすれば、アルカディを助けられるのではないだろうか？

（リュドミ……僕は、煉獄へ行かなければならないんです）

　わかっている、とリュドミラは返した。

（わかっているけど……離れたくないの）

　理り屈くつではなかった。ただ寂しかったのだ。

　――そのものの魂を放せ。汝なんじには新しい「白き翼」を授けよう。

　リュドミラははっとした。

　明確な声が聞こえたのだ。何度か聞いたことがある声だった。

　バサッと鳥が羽は撃ばたく音が響くと、天の一ケ所から、無数の羽根が降ってきた。

　白と黒の羽根が雪のように舞まう。

　アルカディを待っているものが「誰か」リュドミラはよく知っていた。

　自分に聖せい痕こんを刻きざんだ「審判を司る神」だ。

（私は……アルカディ以外の「白き翼」はいりません。神様）

　とリュドミラは語った。

（同じ能力があったとしても、アルカディは一人しかいないの。だから彼を返してください）

　――それは叶かなわぬ。

（じゃ、私は片翼の審判者でいい。アルカディは私の唯ゆい一いつ無む二にの「白き翼」なの。鳥が翼を替えられないように、私も替えられない。たとえ飛べない鳥になっても……かまわないわ）

　リュドミラは神にそう返答した。

　神の声はそれきりだった。

　リュドミラはアルカディと心を重ねたまま、ほんの少し笑った。

　アルカディ・トルストシェインは、リュドミラ・カリンの唯一の「白き翼」だ。

　それは、自分を慕したってくれたアルカディに送る、唯一のお礼の言葉でもあったのだ。
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「う……うーん」

　はてしなく長い旅をした感覚のなかで、リュドミラは目覚めた。

「身体……だるい……重い」

　柔やわらかな寝具に包まれて眠っていることは理解できたが、そこから腕を持ちあげることができなかった。

（私……どうなったのかしら？）

　記憶をたどる。

　アルカディの魂と共鳴し、神の声を聞いた。ほんの少し神と対話し……それから？

（それから、どうしたのかしら？　覚えていないわ……）

　クンと、犬が鼻をならすような音がする。

「オロ……？」

「オン」

　ゆっくりゆっくり、横に首を傾かたむけると、漆しつ黒こくのドーベルマンの姿が見えた。

「無事だったのね、オロ。それにアウルも」

　ベッドの脇わきに行ぎよう儀ぎよく「お座り」したオロの黒い身体には、グルグルと白い包帯が巻かれている。痛々しい姿だったが、ちゃんと治ち療りようを受けられたらしいことがわかって、リュドミラはホッとした。

　そのオロの頭のうえに、首にコルセットをはめた白フクロウが鎮ちん座ざしていた。フェルナンドの飼っているキメラ、アウルだ。

　リュドミラはゆっくり微び笑しようした。












「仲良くなったのね。ふたりとも」

　白と黒のコンビだ。とりわけ、オロの頭にアウルが乗っかっている姿が可か愛わいらしい。

　そのオロがすっと扉口に首を向けた。アウルが落ちないようにちゃんと気遣っている。

　オン！　オン！

　オロが吠えた。いや呼んだのだ。扉はその直後に開いた。

「リュドミラ……」

　オロの声を聞いて入室したのは、黒い詰つめ襟えりの上着を着た、青年だった。

　エキゾチックな相そう貌ぼうのなかにある青い宝石のような瞳は、リュドミラだけを見つめている。

　キリル・セロフだ。リュドミラのかけがえのない仲間だった。

「……キリル」

「大丈夫か？」

　彼はオロの隣となりに跪ひざまずくと、リュドミラの頰ほおにそっと手を添そえた。

「三日、眠りっぱなしだった。心配した」

　キリルの瞳は「本当に心配した」と語っていた。

　ふとリュドミラは彼の言った言葉を思い出した。

　――お前を守るために、俺は生かされたんだ。

　キリルを見ていると、切なくなる。

　俺の人生は、リュドミラのためだけにある。そう語りかけてくるからだ。

（自分のために生きて、キリル。私はそんなに心配しなくても大丈夫よ）

「ここは？」

　リュドミラは尋たずねた。

「メルカンテのどこかだ。誰のものかわからないが、たいそうな豪ごう邸ていのなかの客室だ。詳くわしいことはわからない。俺はアイツの指示した座ざ標ひように転移しただけだ」

　とキリルは答えた。

「アイツってフェルナンドのこと？」

「そうだ」

　アルカディの暴走が止まったあと、意識を失ったリュドミラを救出し、オロとアウルを回収すると、フェルナンドはキリルにここへ飛ぶよう指示したらしい。

「フェルナンドは？」

「わからない。俺たちを屋敷へ閉じこめて以来、姿を見せない」

　キリルが「閉じこめて」と言ったから、リュドミラの表情は硬かたくなった。

「あ、いや。拘こう禁きんされているわけじゃない。軟なん禁きん状態だ。ここがメルカンテである以上、無む闇やみに出歩けないことは承しよう知ちしている。不自由はしていない」

　キリルはそう訂てい正せいした。

「おそらく、軍の介入が困難な場所に俺たちを匿かくまったんだろう。屋敷の警備は厳重だが、軍人は見かけない」

　三日、キリルは屋敷の様子を窺うかがって、そう判断したようだった。

「アイツはリュドミラの治療もオロの治療も、すぐに手配してくれた。認めたくないが……アイツは命の恩人だ……それに『敵』じゃないと思う」

　敵じゃない。

　キリルがそう認めてくれたとき、リュドミラはひどく感動した。

　そう言ってくれる人を、ずっとずっと待っていた気がしたのだ。

「うん。フェルナンドは敵じゃない。メルカンテの軍人だけどいい人なのよ。だから、私たちを助けてくれたの」

　言葉にして、ずいぶん心が軽くなった。「敵だ」と「敵じゃない」には、こんなに大きな差があるのかと、改めて気づく。

「それに……私の初恋の人よ」

　キリルは面白くない顔をしたが、リュドミラの言い分を黙もく認にんした。

「キリル……」

「なんだ？」

「アルカディの弔とむらいはすませてくれた？　お墓は？　私、すぐにでも礼れい拝はいに行きたいわ」

「……」

「あ、そうか。私たちここから出られないんだったわ。このお屋敷に礼拝堂はあるのかしら？」

　まずなによりも初めに、祈いのりが必要だった。

　アルカディの魂が安らげるように、心をこめて祈ろうと思う。

「ここに礼拝堂はない。メルカンテ人は無神論者だからな」

　キリルはそう答えた。

「葬式は出していない。よって墓もない。ちなみに、ヤツは死んでいない」

　リュドミラは目を見開いた。ワンテンポ遅れて叫さけぶ。

「え……ええ!?」

「別室で治療中だ。お前より先に昏こん睡すいから目覚めたが……その後また爆睡した。例の『力』を使った反動だろう」

　キリルは淡たん々たんと語ったあと、最後にこう付け足した。

「ま、よかったな」

（神様……！）

　リュドミラは顔を覆おおって泣きだした。

　神がどんな気き紛まぐれで、アルカディ・トルストシェインを現世へ還かえしたのかわからない。

（どんな理由でもかまわないわ。アルカディは私のたった一つの「白き翼」なんだもの）

　白き翼を失うのであるなら……自分は片翼でいい。

　ゆるぎない強い気持ちで、リュドミラはそう神に返答した。

　そのリュドミラの想いが届いたのだろうか？

　それともリュドミラが頑がん固こで、神のほうが折れてくれたのだろうか？

　片翼で鳥は飛べず、一つの皿の天てん秤びんでは、なにも測れない。

　白があって黒があり、善があって悪が存在する。

　救済なくして粛しゆく正せいはありえず。

　リュドミラは、アルカディとキリルがいてこそ、審判者ジヤツジメントなのだ。
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　五日目、リュドミラはようやく一人で歩けるまで回復した。

（うう……でもまだ、身体が思うように動かないわ……）

　精神的な倦けん怠たい感かんが抜けなかった。

　どうしてこんなに自分が弱ってしまったのか？　リュドミラは色々と考えた。

（魂が身体から離れたせいかしら？　それともアルカディと共鳴したからかしら？）

　アルカディの心の負ふ担たんを、半分もって帰ったのかもしれない。

　ふとリュドミラはそう思った。

　そうでもない限り、アルカディが先に回復し、自分がこんなに弱る原因が思いつかなかったのだ。

「ま、いいわ。それで壊れてしまったアルカディが、九死に一生を得たのなら」

　他人の痛みに共鳴するリュドミラにとっては、我が身の痛みより他人の痛みは少ないほうが「楽」なのだ。

「ああ……お腹へった……」

　食欲のほうも、徐々に戻ってきた。次の日の夕食時には「全快」で、もりもり食べる様を見て、キリルもびっくりしたほどだ。

「リュドミラ、がっつくな。女に見えないぞ」

　長い食卓を挟はさんで向かいあっているキリルが、なかば呆あきれて注意した。

　キリルの足元にはオロがいて、自分用の皿に入れられたシチューを美お味いしそうに食べている。その隣には白フクロウのアウルがいて、こちらも自分用の皿に入れられた、好物のササミをつっついていた。

　オロとアウルの怪け我がも、日ひ毎ごとによくなっている。並んで食事をし、身を寄せあって眠っている様は、見ていてほほ笑ましい。お互いに軍事目的で造られた人造生命体だが、彼らは人より純粋だ。

「だって、この『温野菜の丸ごとシチュー』ものすごく美味しい！」

　口の端はしにパン屑くずをつけたまま、リュドミラは絶ぜつ賛さんした。

「いいから、ちゃんと嚙かんで食べろ」

　リュドミラが元気になると、キリルはなにかと小言を呟くようになった。

　旅先ではいつもこんなふうだった。キリルにも余よ裕ゆうがでてきた、ということだろう。

（毎日なんの違い和わ感かんもなく食べているけれど……ちゃんと菜食メニューになっているわ。これって、フェルナンドの指示かしら？）

　大切な人の名を思い浮かべ、リュドミラは少し寂しい気分になった。スプーンの端を啣くわえたポーズで止まっていると、キリルに「食器まで食べるな」とつっこまれた。

（もう六日、フェルナンドに会っていないわ）

　旅では半月、会えないこともあった。

　まだ六日だ。なのに、もう六日も会っていないと感じる。

（すぐ近くにいるはずなのに……会いにきてくれないからかな？）

　身の回りの世話をしてくれるメルカンテ人に「フェルナンドは？」と訊きいたことがあった。

　彼は「？」とした顔で、なにも返答しなかった。

（言葉が通じていないのかしら？）

　以来、リュドミラはフェルナンドのことを、誰にも訊けなくなったのだ。

「食事中、失礼するよ」

　ノックの代わりに明るい声が響く。

　自室の扉を開けるように、一人の青年が颯さつ爽そうと入室した。

「フェルナンド……!?」

　ガタン！　とリュドミラは不ぶ作さ法ほうに椅い子すを引っくり返して立ちあがった。それもスプーンを持ったままだ。

「なに、その格かつ好こう!?」

　この質問も藪やぶから棒ぼうだった。

　フェルナンドはリュドミラの質問に、苦笑した。

　見慣れた紫色の瞳の下に、小さなえくぼができる。

　彼はメルカンテ風の礼装姿だった。タキシードというらしい。

　おまけに茶髪の鬘ウイツグはつけておらず、金髪だ。

「似合わないかな？　お姫様」

　まっすぐにリュドミラに近づいてきたフェルナンドは、彼女の頭を少し引きよせた。

　キリルに睨にらまれて「あ、これはメルカンテ風の挨あい拶さつだよ」と言い訳する。

　リュドミラは思いがけない挨あい拶さつにドキッとした。

（……フェルナンドの匂においがする）

　久しぶりにその匂いを嗅かいだら、急に心が騒さわぎだした。

（なんとなく、長いあいだ留る守す番ばんをしていたペットの気持ちがよくわかるわ）

　リュドミラが犬かネコなら、思いっきりじゃれついているところだ。

「元気になってよかった」

　優しい言葉を投げかけられ、力が抜けていく。マタタビをくらったネコみたいにだ。

　スプーンを持っていることに気づき、リュドミラはそろそろとスプーンをテーブルのうえに戻した。

「どうかした？」

「な、なんとなく、フェルナンドがフェルナンドに見えなくて……」

「うん。実は自分でも『仮装』にしか見えない。笑ってくれていいよ」

「ううん……似合っているわ。ただ、見慣れていないだけ」

　彼はたいてい旅装束だった。手にはいつも「羊ひつじ飼かいの少年」と「醜みにくいアヒルのお姫様」の人形があった。

　だが今日の彼は違った。タキシードを着ていて、赤い女性もののドレスと、赤いハイヒールを持ってきたのだ。

「実は、ちょっとリュドミラにも『仮装』に付き合ってほしいんだ」

　彼はそう言って、赤いドレスと靴くつをリュドミラに差しだした。

　ノブレスの貴族女性が身につける、ビラビラとしたドレスではない。袖そではないし、背中も胸もとも大きく開いている。

（薄うすい生き地じね。これ、どうやって着ても、肌の露ろ出しゆつが多い気がするんだけれど……？）

「イブニングドレスだ。メルカンテの社交界では、こういう衣い裳しようが主流なんだよ」

　とフェルナンドは説明した。

「リュドミラになにをさせる気だ？」

　尖とがった矛ほこ先さきを連想するキリルの声が響く。彼は「リュドミラに危険なことをさせたら、ただではおかない」というような目でフェルナンドを睨んでいた。

「戦争を終わらせる妙みよう案あんを思いついたんだ。大おお博ばく打ちだが、やらないよりやるほうがいい。そうだろう？」

　フェルナンドはキリルとリュドミラに問いかけた。

　彼はこの六日、大博打の下準備に奔ほん走そうしていたらしいのだ。

　躊ちゆう躇ちよするリュドミラの手を持ち、ドレスと靴を預けると、タキシード姿のフェルナンドは言った。

「成功のキーは君だよ、リュドミラ。君の協力がなければ、この作戦はうまくいかない」

「……フェルナンド」

「私の、一世一代のペテンだ。付き合ってくれないか？」

　リュドミラはフェルナンドの目を覗のぞきこんだ。

　フェルナンドは優しいが、真しん摯しな眼まな差ざしでリュドミラを見つめかえしてきた。

　その瞳を見て、うん、とリュドミラは返答した。

　とても美しく、まっすぐな決意を忍しのばせた瞳だったからだ。

（彼は本気で、戦争を終わらせる気だわ）

「私にできることなら、なんでもするわ」

　ありがとう、とフェルナンドはとてもうれしそうにした。

「うまくいかなかったらどうなる？」

　キリルが慎しん重ちように尋ねる。

「私が失敗したのは、一回きりだ。二度失敗するつもりはない。私はこう見えて、メルカンテ一のペテン師なんだ」

　妙に自信ありげに、フェルナンドはそう言ってウインクした。
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「ねぇ、フェルナンド……このドレス、背中がスカスカするんだけれど？」

　深しん紅くの高級絨じゆう毯たんが敷き詰められた廊ろう下かを歩きながら、リュドミラは顔を曇くもらせていた。

　両手を背後に回して、露出部分を隠している。

「そうかい？　とても似合っていると思うけれど？」

　横を歩くタキシードの紳士、フェルナンドは「お世せ辞じじゃないよ」と付け加え、ほほ笑んだ。

　ほほ笑むというよりニヤついている。巡礼者姿だったリュドミラが、見違えるほど美しく変身したせいだ。

「背中の痣あざ、気にならない？」

　痣？　と反問してフェルナンドは立ち止まり、リュドミラの背中を覗きこむ。

「ハート型の小さなやつ？」

「それハートじゃなく翼よ……」

　と訂正してからリュドミラは驚いた。

「フェルナンド、見えるの!?」

「なにが？」

「それ、私の聖せい痕こんなの。普通、信しん仰こう心しんのない人には見えないのよ」

　聖痕は、神が与えた印だ。形や場所はそれぞれだが、聖人・聖女はみんな聖痕を持っている。

　聖痕は敬けい虔けんなレガ教徒以外には見えないと言われているのだ。

「そう。じゃ、気にすることはない。メルカンテ人はほとんど無神論者だから」

（そうじゃなくって……フェルナンドはどうして見えるのよ？）

　リュドミラは呆れた。すると彼は飄ひよう々ひようとこう言った。

「私はレガ教徒じゃない。けれど、神は信じる。あの大きな力を目のあたりにしたからね。それから、神よりも君を信じている」

「……」

　リュドミラの鼓こ動どうが一つ、高鳴った。

　フェルナンドはいつもこうなのだ。

　ふいに、どんな気負いもなく、リュドミラの心をゆさぶる名ゼリフを口にする。

「君を信じているという意味では、誰より信仰心は厚い」

　とつけ加えてフェルナンドは笑った。

　自信に満ちあふれた素す敵てきな笑顔で、リュドミラは直視できなかった。

（フェルナンド、旅人の姿をしていたときより威い厳げんがあるわ。もしかして、すごく偉い人だったりして……。そういえば、ちょっとローランと雰ふん囲い気きが似ているかしら？）

　貴族国家『ノブレス・シテ』の国王ダルデンヌ五世。まだ十歳という若い王を思い浮べる。

　彼にも、生まれながらの品格があった。今はまだ執政官のルネ・ベルトランにおよばないが、きっと将来、ノブレスを背負って立つ人物になるはずだ。

　容姿も歳もまったく違うのに、なぜか二人がダブった。

　生まれもっている気質が似ているのだろうか？

　あるいは、将来性とか可能性という、漠ばく然ぜんとした言葉でくくると、ダブった意味が見えてくるのかもしれない。

「そうだ。ついでだから、アルカディの見舞いに行こう」

　フェルナンドは思いついたように、進路を変えた。「こっちだ」と仕し草ぐさで合あい図ずする。

「えっ、会えるの!?」

「眠っていなければね。どういうわけか……彼、眠りっぱなしでね。一日、二十三時間三十分は眠っている」

　つまり、起きているのは半時間ということだ。

（命の限界を超えて「力」を暴走させてしまったせいだわ）

　リュドミラはそう思った。

「彼にしろキリルにしろ、不ふ可か解かいだよ。キリルはここへ到着して三日間、普通の食事はとらず、お菓か子しばかり食べていたらしいから」

　とフェルナンド。

「ええっとそれはね……」

　リュドミラは顔に曖あい昧まいな笑みを浮かべ、しどろもどろになった。

　聖人には、力を使ったあと副作用、あるいは反動が出てしまうのだ。

　その作用は独特で、ちょっと個性的だった。

　アルカディ・トルストシェインは力を使うと、爆睡する。

　キリル・セロフは力を使うと、甘いものを大量に補給しなければならないのだ。

「ノブレスの特殊部隊、『８８８』のキリル・セロフが甘党だとは思わなかった。ギャップがあって面白いけれど」

　と言うフェルナンドに、「からかうと怒るわよ」とリュドミラは忠告した。
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　客室の一間にアルカディ・トルストシェインはいた。

　ベッドの側のサイドボードには、薬や医療器具が置かれてある。一人、白衣を着た美人看護師が付き添っていて、フェルナンドの顔を見ると礼儀正しく一礼した。

　手厚い看護をうけていたことが伝わってきて、リュドミラはフェルナンドと看護師の両方に感謝した。

　さて、当のアルカディ・トルストシェインだが……彼はラッキーにも起きていた。

「リュドミ～！　リュドミ！　なんです、その格好は……？　げ……還げん俗ぞくしたんですかぁ？」

　と言って、枕まくらに顔を埋うずめて号ごう泣きゆうする。

「してないしてない……これは仮装よ、アルカディ」

「ゲンゾク……したんですかぁ……？」

「だから、してないって」

　アルカディは想像していた以上に元気そうだった。

　やつれた様子もない。白プラ金チナでサラサラの髪が、どういうわけか、腰まで伸びている。

　変わったところは、それぐらいだ。

　駄だ々だをこねるこどものような表情には「険けん」もなく、輝くような美しさが際きわ立だっているようにさえ見えた。

「リュドミが……還俗したんなら、僕もしますぅ……僕も還俗するぅ……！」

「還俗したんじゃないの。アルカディ、起きてる？」

「起きてませんよぉ。これは夢ですぅ悪夢ですぅ……ううう」

　リュドミラは、フェルナンドと顔を見合わせた。

「寝ね呆ぼけているのよ。いつもこうなの」

　とリュドミラが今のアルカディの状態を説明する。

「へぇ……つくづく、聖人は面白い」

　フェルナンドは感心した素そ振ぶりで、そう返した。

「リュドミがドレスを着ている～。変な男と一緒にいるぅ……ぐうぅぅ」

「変なって……」

　フェルナンドのつっこみなど聞かず、アルカディはいびきをかいて、眠りはじめた。

　リュドミラはあどけない寝顔の「白き翼」を見つめて、ちょっと肩を竦すくめたのだった。
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　アルカディの見舞いをすませ、再び絨毯の敷き詰められた廊下を歩いた。

　階段をおり、一階の廊下を折おれ曲がったあたりで、リュドミラは自分が今まで「別棟」にいたことに気づいた。

　屋敷はコの字型になっていて、周囲には広大な庭があるようだ。

　廊下を折れ曲がるたび、黒服の男が微び動どうだにせず立っている。庭にもだ。

　キリルの言うように、この屋敷の警備は厳重なようだ。

「ね、フェルナンド。ここは誰のお屋敷なの？」

　リュドミラは改めて感じた疑問をフェルナンドにぶつけてみた。

「おや、まだ知らなかったのか。大統領官邸だ」

　あっけらかん、と答えが返ってきて、リュドミラが口をパクパク開けて抗議する。

（だって……誰も教えてくれないし！　フェルナンドだって、私たちをここへおいていって今日まで、ほったらかしだったじゃない!?）

「ここが唯ゆい一いつ、軍部の圧力がかからない場所だったんだ」

　とフェルナンド。

　リュドミラは口を閉ざした。フェルナンドが大統領官邸にリュドミラたちを匿かくまった理由はわかったが、だからといってすべての疑問が解消したわけではない。

（ど、どうやって、大統領に説明したんだろう？）

「ねぇ、フェルナンド……」

「質問はあとだ。ほら、会場が見えたよ」

　フェルナンドは前方を指差した。

　目前に、人の出入りが激しい「扉」があった。

　黒服の男性が二人、入り口に立っている。

　着飾った紳士淑女が、なかに入っていくのをリュドミラは見た。

「ねぇ、フェルナンド……私、なにをすればいいの？」

　リュドミラは「だんだん不安になってきた」という顔でフェルナンドに問うた。

「そこの広間で行なわれている立食パーティに出るんだ」

「なんのパーティ？」

「大統領の誕生パーティさ」

　フェルナンドは内ポケットから、一通の招待状を取りだした。

　用意は万ばん端たん、という仕草にリュドミラが呆れる。

「私、パーティでなにをすればいいの？」

「私のペテンにあわせてくれればいい」

「どうやって？　計画とか、段取りとかないの？」

「やっている時間がない。ぶっつけ本番でいくよ」

（ちょっとそれって、無計画すぎない!?）

　口に出して抗議できなかったのは、ホールの入り口に着いてしまったからだ。

　入り口にいる黒服の男性に、フェルナンドが招待状を渡す。

　男性はかしこまってそれを受け取り、仰ぎよう々ぎようしく一礼した。

「ようこそ、おいでくださいました。大佐」

（大佐!?）

　びっくりして、リュドミラはまた口をパクパクさせた。

「大統領に一言お祝いを言いにね。案内はいいよ。自分で探すから」

　軽い口調で入り口の男をあしらい、フェルナンドは勝手知ったりとホールのなかに足を踏み入れた。

　フェルナンド！　とリュドミラは彼の手をひっぱった。

「大統領と知り合い？　どういう知り合い!?」

　と小声で質問する。声は小さいが、えらい剣けん幕まくだ。

「ちょっとした顔見知りさ」

　と彼は答えた。

「そんなの、聞いていないわよ！」

「そうだな。言った覚えがない」

「どうして言ってくれないのよ！」

「君だってローランと知り合いだなんて、言わなかったじゃないか？」

　リュドミラはううう、と言葉に詰まった。

　たしかにリュドミラもノブレスの国王、ダルデンヌ五世との関係を隠していたことがある。「これでおあいこだ」と言われたら、言いかえせない。

「ほらほら、そんな膨ふくれっ面つらをしない。みんなが注目している」

　リュドミラは、はっと我に返って会場のなかを見回した。

（本当、みんなこっちを見てる……）

　派は手でな痴ち話わ喧げん嘩かにでも映っていたのか、とリュドミラはヒヤリとした。

　会場には四、五十人ほどの客がいた。ほとんどが婦人同伴の紳士で、それもみんなタキシードを着ている。社会的身分の高いものたちばかりなのだろう。

　なんといってもここは、大統領官邸だ。

　見知らぬメルカンテ人の視線に、リュドミラの足が竦すくんだ。こちらに敵意はないが、メルカンテにとってノブレスから来た聖セントフューレンは「敵」のはずだ。

「大丈夫。誰も君の背中の痣は見ていない」

（そ、そんなこと心配する余裕はないわよ！）

　と言いたげなリュドミラの顔を見て、フェルナンドがほほ笑む。

　すると、ザワッと人々が騒ざわめいた。

「フェルナンド……なんか私、注目されている気がするわ」

　ひきつった顔で囁ささやく。

「そりゃ、君がチャーミングだからさ」

（茶ちや化かさないでよ！）

　リュドミラは抗議の意味で、軽くフェルナンドのジャケットの袖をひっぱった。

「安心していいよ。君の正体は誰も知らないから」

「けれど……みんな私を歓迎していない雰囲気よ」

「いい観察眼だ。でも君のせいじゃない。私が女性を連れているせいさ。それも婚約者以外の」

（そうだった！）

　リュドミラははたと思い出した。いつだったかフェルナンドに「国に親の決めた婚約者がいる」と告白されたことがあったのだ。

「どうするのよ！　フェルナンド」

「どうもしないさ。君は堂どう々どうとしていればいい」

「でも！」

「こんなことは、大事の前の小事さ。我々の目的はなんだった？」

　とフェルナンドはあくまで余裕の表情で囁いた。

「戦争を……終わらせること」

　その通り、と言うとフェルナンドは「はい」と、リュドミラの前に手を差しだした。

「レディはお手をどうぞ」

　彼はいつもそうであるように、飄々としていた。ここが貧まずしい村でも、ノブレスの首都でも、メルカンテの大統領誕生パーティの会場でも、変わらないのだ。

　リュドミラはそっとフェルナンドの手に、自分の手を重ねる。












　彼の体温を直に感じ、すっと気持ちが定まっていく。「なるようになれ」だ。

　フェルナンドが、人々のあいだを歩きだした。

　室内の端では、少人数の楽団がスローなダンス音楽を演奏していた。

　その音楽にあわせ、数組のカップルが抱きあうようにして踊おどっている。

（舞ぶ踏とう会かいのワルツとは、全然違うムードだわ。カーニバルのフォークダンスとも違う）

　リュドミラはフェルナンドの横を歩きながら、さりげなく周囲を窺うかがった。

　パーティ会場は、大きな屋敷のリビングのようなところだった。周囲には、さまざまな料理が並んでいて、着飾った紳士淑女のあいだを、飲み物をもった給仕たちが巡めぐっている。

「あ、いたいた。けれど、こりゃ相当出来上がっているな……」

　フェルナンドが眉まゆをひそめ呟つぶやいた。リュドミラに向かって「宴えんもたけなわとはこのことだ」と囁く。

「相手が酔よっ払ぱらいのオヤジでも、我が慢まんしてくれ」

（それ、誰のこと？）

　主語がわからずリュドミラがきょとんとしていると、フェルナンドは一人の男性に近づいた。

　リュドミラはこの男性の容よう貌ぼうに釘くぎづけになった。

（だって、フェルナンドと同じ紫色の瞳！）

　それに、金色の髪をしていた。金髪にあまり注目しなかったのは、リュドミラにとってフェルナンドはあくまで「茶髪」のイメージだったからだ。

　彼には、人目をひく、華はなやいだムードがあった。

　歳は四十前後だろうか？　中肉中背で、いわゆる「いい男」だ。

　とっつきにくい美男子ではなく、誰もが好印象をうける気さくさが漂ただよっている。

　今もまた彼の周囲で五、六人の男女が輪になって談だん笑しようしていた。

　みんなそれぞれ、お酒の入ったグラスを持っていて、顔も赤い。

　フェルナンドは「失礼」と一言、声をかけ、輪のなかにリュドミラを連れて入った。

「結婚したい女性がいるので、連れてきました。お父さん」

　開口一番のこのセリフに、リュドミラは驚きを通りこし、凍りついた。

　ところが、フェルナンドに父と呼ばれた男性は「はははははっ！」と大爆笑した。

「あ、お祝いを言い忘れました。誕生日おめでとうございます」

　フェルナンドがリュドミラに向かって「失敗した」と舌したを覗かせる。

　どうも、フェルナンドはこれでも緊張しているらしい。

　言っておくが、リュドミラには今、なにを言っても無む駄だだ。パニックで真っ白になっている。

（あれ？　誰の誕生日パーティーだったっけ？　結婚って……聞いてないわよ。ええっと、ペテンってこういうペテンだったの!?）

「だめだ、笑いがとまらん。誰か……助けてくれ……」

　男性が給仕に飲みかけのグラスを渡し、咳せきこんだ。

「失礼……お嬢じようさん」

　大きな咳せき払ばらいをすると、彼はリュドミラの顔をチラリと窺い、こう言った。

「今日一番のサプライズだ。放ほう浪ろう癖へきのある息子が女性を連れてきた」

　彼の言葉に周囲がウケた。

　どうもフェルナンドの素そ行こうは、招待客に知れ渡っているらしい。

「おまけに婚約者のメリッサ嬢がいるにも拘かかわらず、公然と別の女性をエスコートするあたり……儂わしの若いころにそっくりだ。血はあらそえん」

　また周囲がウケる。

　お言葉ですが……とフェルナンドは言いかえした。

「そのメリッサ嬢には、三日前、婚約を破は棄きしたいとお伝えしてきました」

「ほう」

「私は本気で彼女と結婚する気でいるんです」

　フェルナンドはそう言って、リュドミラの背中に手をあてた。

　リュドミラがオドオドしてフェルナンドを見あげる。

「彼女の名前はリュドミラ。旅先の小さな村で知り合いました」

　フェルナンドはそんなふうにリュドミラの紹介をした。そしてリュドミラに、男性をこう紹介する。

「私の父だ。今日誕生日で……四十二になった」

「四十一だ」

　と男性は訂正し、リュドミラの前にすっと右手を出した。

「よろしくリュドミラ嬢。アルベルト・レキスリアンだ。君を村から拐かどわかした男の……父親だ」

　周りが失笑するなか、リュドミラは彼と握あく手しゆをかわした。

（アルベルト……なんて？）

　なんとなく、聞き覚えがあった。だが頭のなかが混乱していた。まるでパズルのピースがあわないような、そんな気分だ。

「フェルナンド……のお父さん？」

　とリュドミラは怪け訝げんそうにフェルナンドに問うた。

「そう。私の父だ。メルカンテにはね、結婚するとき両親に紹介するという風習があるんだ」

「結婚？」

「そう、結婚するんだろう？　我々は。だから父に紹介したんだよ」

（いつ、そういう話になったのかしら？）

　と思っていると、フェルナンドが一つ、ウインクした。

（そうか、ペテンだった。お父さんをペテンにかけるのか。なんか罪深いわ。というよりまって、私、肝かん心じんのことを見落としていない？）

「お父さん……？」

　ともう一度リュドミラは反問した。

「そうだよ」

「お父さん!?」

　とさらにもう一回訊きかえす。

「お父さんって、お父さん……おと……大統領!?」

　リュドミラはフェルナンドに向きあうと、叫んだ。

「うん。まぁ……そんなこともやっている」

「やっているってなに!?　聞いてないわよ！　そんな話！」

　リュドミラは人目もはばからず大声で抗議した。

　さすがのフェルナンドも「いや……その」とたじたじとなる。

「そういうこと、今、言う!?」

「だから……言いづらかったんだ」

「今、言うなら、もっと早くに言って！」

「……ごめん」

　小さく謝罪するフェルナンドの声を遮さえぎって、アルベルト・レキスリアンは豪ごう快かいに笑いだした。

「ははははは……傑けつ作さくだ！　ははははは……もっと責めてやれ。その男はペテン師だ……ははは……はっ……」

　彼は笑いすぎて、また咳きこんだ。

「はははは……苦しい……誰か……助けてくれ……」

「ひっどーい！　今まで隠していたなんて！」

　笑いすぎて苦しみだした大統領の前で、リュドミラはフェルナンドに詰めよった。
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　息も絶たえ絶だえに大統領は「少し失礼する」と周囲に一礼し、退出した。彼の咳きこむ音は、廊下に出てもつづいていた。相当、苦しげだ。

「ええっと、我々も失礼しよう」

　フェルナンドはリュドミラの手をぐいっとひっぱると、大統領のあとを追うように出口に向かった。

「よくやった」

　廊下に出るとフェルナンドはリュドミラに囁いた。

「なにがよくやったよ！　よくも今まで隠して……！」

「もういいってもういい。ストップ」

　とフェルナンドはリュドミラの口を手で塞ふさいだ。

「むっ……ううう！」

　口を塞がれても、リュドミラが抗議をつづけていると、フェルナンドはうなだれた。

「この件はあとで釈しやく明めいさせてくれ。今は時間がない」

　行くよ、とフェルナンドはリュドミラの手をひいて走りだした。

　立入禁止のロープを乗り越えて、本館の二階に駆けあがる。

「彼を会場からひっぱり出したかったんだ。それも周囲の不ふ審しんを買わないように」

　走りながらフェルナンドはそう言った。ペテンの事後説明、というところだ。

「彼は多た忙ぼうで、スケジュールに割りこむのは至し難なんの業わざなんだ。ましてや、私が割りこむと、周囲は色々と憶おく測そくをとばす。だから、こういうやり方で時間を盗ぬすむ以外ないんだ」

　とフェルナンドは説明した。

「あの情況だと、誰も大統領が退出したことに疑問をもたない。我々が失しつ敬けいしたこともね」

　リュドミラは不満げだった。フェルナンドはあくまで「一世一代のペテン」の話をするが、リュドミラにとっては、ペテンは二の次だった。

（フェルナンドが大統領の息子だったなんて！）

　こういう重大な真実を、ペテンの最中に知らせないでほしいと思う。

「リュドミラのことも、不審に思わないだろう。『大統領の放ほう蕩とう息子にひっかき回された村娘』程度だ。スキャンダルにはなるが……三流週刊誌ネタは、すぐに消える」

　フェルナンドの言うことは、すべてが正しかったのかもしれないが、リュドミラは釈しやく然ぜんとしなかった。フェルナンドにひっぱられながら、こう訊く。

「フェルナンド……って偽名だったの？」

　彼はこの問いに初めて立ち止まった。リュドミラを振りかえる。

「私、偽名の人に、恋をしたの？」

「……」

「私、初恋……だったのに……」

　自分でそう口にすると、我が慢まんできなくなった。

　ジワジワと目尻に涙がたまってくる。

「リュドミラ……泣かないでくれ。こんなときに」

　フェルナンドは困惑した。

「こんなときも、あんなときもない……！　私にとっては大事なことなの！」

　リュドミラは言いかえした。

　そのとき、二階の奥にある部屋の扉が開いた。そこがフェルナンドが向かってた「大統領執務室」だということを、リュドミラはあとで知った。

（フェルナンドのお父さん……）

　扉に手を掛けた男性は、泣いているリュドミラと、泣かせたフェルナンドを見つめた。

　メルカンテの大統領、アルベルト・レキスリアンだ。

「大統領官邸の廊下で女性を泣かせた男は、お前が初めてだぞ」

　彼は呆れた顔でそう言うと、二人に向かって「入りなさい」という仕草をした。




　前衛芸術的な絵画や彫刻に囲まれた部屋のソファに、フェルナンドの父の姿があった。

　タキシードのジャケットを脱ぬぎ、うえから紫し紺こんのガウンを羽は織おっている。

「お前のやり口には、呆れかえる」

　広間で爆笑していたときと、少し印象が違った。すっかり酔いが醒さめた顔をしている。

　いや、広間で見せていた表情は彼の仕事上の顔で、こちらが「素顔」なのかもしれなかった。

　護衛らしき二人の黒服の男たちを扉の外へ追いだし、大統領はフェルナンドに「座れ」と指示した。

　フェルナンドはリュドミラの手をひいて、向かいのソファに座った。赤いドレスを着たリュドミラが、フェルナンドの隣に静かに座る。

「どうしても大統領と直じか談だん判ぱんしたかったので……何分、お時間をいただけますか？」

　フェルナンドは座るとまずそれを尋ねた。

「そうだな。十分は無理だ」

　わかりました、とフェルナンドは即答した。

「ノブレスと……」

「まて。その前に……彼女と話したい」

　大統領はフェルナンドの言葉を打ち切り、リュドミラを窺った。

「うちの放蕩息子が、貴女あなたにひどく迷惑をかけているように見えました。聖女リュドミラ」

　リュドミラはちょっと驚いた。

　正体を知られていることは、よくよく考えれば当然だった。

　ここは彼の家で、リュドミラたちは居い候そうろうになっている身だ。

「深くお詫わびしたい」

　と彼は頭を下げた。そのあとフェルナンドを見み据すえる。

「レガ教の聖女に恋人役をさせるなど……言ごん語ご道どう断だんだ。お前の奇き策さくに人は熱狂するが、一部のものの目には不ふ遜そんに映る。今回はとくにやりすぎだ」

　大統領は辛しん辣らつな口調でフェルナンドの行動を批判した。

　彼は「ペテン」に気づいていた。

　フェルナンドが大統領の時間を盗むため、ペテンの相方としてリュドミラを利用したと思っているようだ。

　フェルナンドはこう答えた。

「私はたしかに一計を案じましたが……ウソは言っていません。彼女と小さな村で知り合ったのも事実ですし……結婚したいと思っていることも事実です。メリッサ嬢とは、本当に婚約を破棄しました」

（えっ？）

　大統領は絶ぜつ句くしたが、リュドミラも絶句した。

「ただし、戦争が終わってからの話です」

　まてまて、と大統領が手を振った。

「話が見えん。お前はなにを言っている？」

「だから、リュドミラと結婚したいので、早く戦争を終わらせてください。私が言いたいことはそれだけです」

　フェルナンドは、もう一度そう言った。

「そんな話……聞いていないわ」

　リュドミラが異議あり、とばかりに呟く。するとフェルナンドはリュドミラを見つめ、こう訊いてきた。

「還俗してもいいって言ってくれたじゃないか？」

「それは……言ったわ。戦争が終わったら一緒に旅に出ようって、フェルナンドが誘ってくれたから」

「つまり、戦争が終わったら、我々は一緒になるんだろ？」

「私が誘われたのは旅よ」

「じゃ、結婚しないで、旅はする気だったの？」

「そ、そこまで考えてなかったわ。だいたい、私、このあいだフェルナンドにふられたのよ。旅の話も白紙じゃない」

　まてまて、と大統領はまた割って入った。

「どうも話が見えん。本当に恋人同士なのか？　演技でもペテンでもなく？」

　と彼は二人の顔を交互に見つめて尋ねた。

　いいえ、とリュドミラがまっさきに否定した。

「私、先日、ふられたんです」

　これには、さすがの大統領も返事をしなかった。

「でもフェルナンドは私の初恋の人なの」

「……」

「なのに、本名じゃなかったの」

「……」

「ひどいわ」

　しばらく間をおいて、大統領は「それはけしからん」とリュドミラに同意した。
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「フェルナンドと出会ったのは、ノブレスの辺境にある貧しい村の教会で……とても寒い日だったわ。彼は村のこどもたち相手に人形劇をしていて……フェルナンドは本当に操り人形が上手なの」

「ほう、それは知らなかった」

「次に再会したのは『サモン・ヴィレ』で……警官に追いかけられているところを助けてくれたの。こーんな大きなカブを投げて」

　リュドミラが両手でゼスチャーすると、大統領はクツクツと笑いだした。

　あの、とフェルナンドが口を挟む。

「大統領、お時間が……」

「お前は黙っていろ」

　大統領はにべもなくフェルナンドの言葉を遮り、「それで？」とリュドミラを促うながした。

「旅に誘われたのはそのあとよ。戦争が終わったら、世界中を旅して回ろうって……私、びっくりしたの。男性に誘われたのは初めてで……うれしかったけれど、ただの社交辞令かもしれないと思ったわ」

「ちょっとまった。社交辞令なんかじゃないよ。そんなこと考えていたの？」

　フェルナンドはやや驚いたふうにリュドミラの顔を見た。

　だって……とリュドミラ。

「私は、フェルナンド以外の男の人に誘われたこともないし……みんな、フェルナンドのように女の子に優しいのかどうかすら、わからなかったもの」

「口のうまい男は信用せんほうがいいですぞ、聖女リュドミラ」

　と大統領。「余計なことを」と言いたげに、フェルナンドが顔を歪ませる。

「第一、素す性じようの知れぬ男と、旅の約束などするものではありません。ご両親がおられたら、きっと大反対されたでしょう」

　フェルナンドがあからさまなため息をついた。不ふ貞て腐くされた顔でこう言い訳する。

「私は……素性をあかせない事情があったんです。それは大統領が一番よく知っているはずでしょう？　でもいつかはちゃんと告げるつもりでした」

「どうだか。口ではなんとでも言えるからな」

「貴方は……！　私とリュドミラの仲を引き裂くつもりなんですか!?」

　ついにフェルナンドが大統領に向かって怒鳴った。

「引き裂くもなにも、お前が彼女をふったんだろう？」

　非ひ難なんがましく問われて、フェルナンドがさらに感情的になる。

「それは！　彼女が聖フューレンの一人だと知ったからです。一緒にいるわけにはいかないでしょう!?　彼女が嫌いになったわけじゃない！」

「で、ふったのに、大統領官邸まで連れてきたのか？」

「エルネスト・スクワデリ中佐が彼女たちを狙ねらっていたからです！」

「ルミエール山の秘密基地が全壊した事件だな。つまりお前は軍部を裏切って、彼女の味方になったのか？」

「そ……それは」

　フェルナンドは口くち籠ごもった。

　フェルナンドが苦しい立場だということは、リュドミラも知っていた。

　リュドミラは困っているフェルナンドの代わりに発言した。

「フェルナンドは『見ていられなかった』って……『だからしょうがないんだ』って。そう言って助けてくれたの」

　大統領がリュドミラの顔を窺った。リュドミラも真摯に大統領を見つめた。

「フェルナンドが助けてくれなかったら、私は死んでいました、大統領。だからフェルナンドは私の命の恩人なの」

　フェルナンドがそっとリュドミラの肩に手をかけた。

「恩にきせたかったわけじゃないんだ。取り入って、君を利用したかったわけでもない」

「うん。それは知っているわ」

　リュドミラは迷いもなく即答した。

「いやいや、そこは即断せぬほうがいいでしょうな、聖女リュドミラ。彼はペテン師ですから」

　また大統領が水をさした。

「本当は恩にきせて、貴女を利用するつもりでここへ連れてきたのかもしれませんぞ」

「だから、そんな気はないって言っているでしょう!?」

（あの……）

「お前の考えには裏がありすぎて、信用できん」

「そう仕込んだのは、どこの誰です!?」

「親のせいにするな」

「貴方のせいじゃないか！」

　フェルナンドはソファから立ちあがると、怖い顔で両手をぐっと握りしめた。

（い、いつのまにか親子喧げん嘩かになっているんだけれど……）

　リュドミラはヒヤヒヤしていた。だが言葉を挟むタイミングがなく、見守るしかない。

「私の夢は、遊園地や動物園でこども相手に人形劇をすることだったのに……貴方が部下に命じて私を士官学校に放りこんだんだ。だいたい、私は十五になるまで、父親は死んだと思いこんでいた！　それでよかったのに、ひょいと出てきて私の人生を歪めたのは貴方です！」

「儂だって息子がいると知らなかったんだ、しょうがないじゃないか」

「しょうがない？　そう、その『しょうがない』と一緒です。リュドミラは聖女で、私はメルカンテの軍人で貴方の息子だった。だから別れたんです。しょうがないから！」

　でも、とフェルナンドは表情を一変し、切なげに呟いた。

「……あきらめきれなかった。だから一計を案じたんです」

　ふ～ん、と大統領。肘ひじをついてフェルナンドの顔を観察している。

（フェルナンドがこんなにムキになるところ、初めて見たわ。さすが、お父さんというか、大統領というか……）

　フェルナンドの上段にたてるのは、彼しかいないに違いない。

　トントンと、扉をノックする音が響いた。

「大統領、国防大臣との会談のお時間が……」

　扉の向こうから、男性の声がした。

「待たせておけ。そうだな、彼の好きなスコッチがあったろう？　あれでも出しておいてくれ」

「かしこまりました」

　気づけば十分どころか二十分がすぎていた。

　フェルナンドに余裕がなかったのは、きっと時間制限のせいもあるのだ。

　時間を気にしているフェルナンドに、大統領はこう言った。

「会談でもっとも重要なことは、話の主旨を伝えることではない。相手の人間性をどれだけ知るかだ。あるいは、どれだけ親しみをもてるかだ。でなければ、会談も交渉も決けつ裂れつする」

「そうかもしれません。私だって時間が……」

「お前の話を十分聞くより、彼女の話を二十分聞くほうが、よほど儂にはメリットがある。国防大臣の『軍国政策』など、カラスかオウムにでも聞かせておけばいい」

　フェルナンドも言葉を失ったが、リュドミラも驚いた。

　彼、アルベルト・レキスリアンは意外に毒どく舌ぜつ家かだった。

　人当たりがいいだけでは、国の主導権はとれない。かといって、狡こう猾かつなだけでは人はついていかない。それを彼はありありと、見せてくれたのである。

「聖女リュドミラ」

　大統領が呼んだ。

「はい」

「厄やつ介かいな男に惚れましたなぁ」

　しみじみと彼は言った。まるで、相談にのってもらっている「近所のオジサン」みたいな口調だった。

「一癖も二癖もある男です。おまけに、なにをしでかすかわからん。この暴ぼう挙きよも、恋に狂った男にしかできない所業です」

　しかし……と大統領はつづけた。

「息子は本気のようだ。貴女も本気で恋をした。それは認めるとしよう」

　リュドミラとフェルナンドがどんな間柄で、二人がどのような気持ちでここへ来たのか、大統領は理解したようだった。相手の人間性を知る、とはこういうことなのかもしれない。

「それで？　お前の一案を聞こうか」

　ようやく、フェルナンドの出番のようだった。彼はソファに座りなおすとこう言った。

「貴族国家『ノブレス・シテ』と、和平条約を結んでください。戦争が終われば、我々は敵同士ではなくなるんです、お父さん」

　フェルナンドはそっとリュドミラの手を握った。

　リュドミラは彼の温かな手の感触をたしかめる。

　――戦争を終わらせる妙案を思いついたんだ。

　そう言ったときのフェルナンドの顔を思い浮かべた。

　今、彼は怖いほど真剣だ。「ここからが勝負だ」と目が語っている。

　大統領は「簡単に言うな」とため息をついた。

「我が国は今、軍拡とノブレス打だ倒とうに向かって直進している」

「わかっています。でもこの国の指導者は貴方だ」

　フェルナンドはつづけた。

「それに、国内には少なからず和平を望む者たちがいます。出兵に反対しているのは、兵士の家族です。軍拡に反対する団体も数多く存在している。彼らに協力を仰あおげば、軍拡に歯止めはかけられます」

「また簡単に言う。お前がその歯止めをかけてくれるのか？」

「お安いご用です。ノブレスを打倒するよりずっと簡単だ」

　自信ありげにフェルナンドは語った。

「実はもう、こっそり手を回してきました」

　大統領は困惑ぎみにため息をついた。

　リュドミラは「いつのまに？」という顔をした。

　フェルナンドのいう妙案は、大統領と直談判することだけではない。直談判して大統領に「わかった」と言わせるだけの下準備をしたという意味だったのだ。

　リュドミラに会いにこなかった六日間、彼はたった一つの目的のために、走り回っていたのだろう。

「和平交渉をするのは、今しかない。ノブレスには現在、大規模な武器がありません。こちらもルミエール山の基地をなくし、進軍に待ったがかかった状態です。今なら、和平交渉に持ち込んでも、誰も不思議には思わない」

　フェルナンドの言葉には説得力があった。迫力もある。

　それは、メルカンテの英雄候補と言われるガスパロ・レキスリアンが、大統領アルベルト・レキスリアンを相手に我がを通そうとしている姿だったのだ。

「国防大臣と……議長のスクワデリ議員は、そう簡単には動かん」

「説得してください。お父さん、いや大統領」

「簡単に言うな。メルカンテは独裁ではなく、議会制民主国家だ」

「でも大統領は貴方だ」

　フェルナンドは強く言いかえした。

「武力に武力で対抗しても、和平は築けません。どちらかが滅びるまで、戦うだけだ」

「……」

「人はとっくにそれに気づいていて、それでも戦いがやめられないでいるんです。この機会を逃のがせば、人はまた戦いつづけるだけです」

　フェルナンドはそう訴え、ぎゅっとリュドミラの手を握った。自然に、力が入ったようだ。

　リュドミラはフェルナンドの顔を見つめた。

　――力ではなく、言葉で説得してくれ。

　アルカディが暴走したとき、フェルナンドはそう言った。

　そのとき、それが唯一無二の「答え」のように、リュドミラは感じた。

「私もそう思います」

　リュドミラは賛成した。

「私も最初は、『神の力』で戦いを仲ちゆう裁さいするのが、正しいと思っていました。その力はものすごく大きくて、人は太た刀ち打うちできません。みんなきっとびっくりして、戦いをやめるだろうと……でも、違っていました。誰もが神の力を利用して、勝とうと思いはじめたんです」

　ノブレスでもメルカンテでも、同じことを考える人がいた。

　アルカディ・トルストシェインのもつ、神の力を軍事利用することだ。

　そのたび、アルカディは暴走し、大地の一部が消え去った。

「神は私に『戦争を終結させよ』という啓けい示じをお与えになりました。でも私はどうすれば戦いが止められるのかわかりませんでした。さっきまで……」

　リュドミラはフェルナンドの紫色の瞳を見つめた。

「今、わかりました。フェルナンドと二人で『人々を説得しろ』という意味だったのだと思います」

　リュドミラはそう言った。

　どうして旅の最初に、フェルナンドと出会ったのか？

　どうして、旅の先々でフェルナンドと再会しつづけたのか？

　どうしてリュドミラとフェルナンドは、恋に落ちたのか？

　なのにどうして、フェルナンドとリュドミラは敵同士だったのか？

　たくさんの「どうして」が一つにつながった気がした。

　それは、敵同士の二人にしかできないことがあったからだ。

「私にできることなら、なんでも協力します。和平条約を結んでください」

　とフェルナンドは身を乗りだした。

「私も……！　私にできることがあったら、言ってください！」

　とリュドミラも訴えた。

　大統領は寡か黙もくになった。簡単ではないことは、リュドミラにもわかっていた。

　ノブレスの首都執政官メトロミニストルルネ・ベルトランは、必ず反対するだろう。

　アルベルト・レキスリアンの対抗馬、スクワデリ議員も反対する。

（それでも、平和がくれば、喜ぶ人がたくさんいるわ）

　リュドミラはようやくはっきり、自覚していた。

　今、こうやって、メルカンテの大統領に会っているのは偶ぐう然ぜんではない。

（これは、私の使命よ。戦争を終わらせるために、まず彼を説得しなきゃならないの）

　大統領は深しん刻こくな顔つきで呟いた。

「我々が和平を申し出たとして……ノブレス側はなんというかな。ルネ・ベルトランは、安あん易いに応じるまい」

「ノブレスの国王は、ローランよ」

　リュドミラはフェルナンドより先にそう返した。

「ローランは平和主義者よ。きっと賛成してくれるわ」

　そのあとフェルナンドがフォローする。

「リュドミラは国王と昵じつ懇こんです。きっと協力してくれます」

「ダルデンヌ五世はまだ十歳。実権を握ってるのは、ベルトランだろう？」

「民意はローラン……ダルデンヌ五世に流れはじめています。ちょいちょい小こ細ざい工くすれば、ローランの人気はすぐにベルトランを凌しのぎますよ」

　お前は……と大統領は呆れた。

「どうしてそう易やす々やすと悪知恵が働くんだか……」

「こういうのは悪知恵ではなく『知恵』と呼んでください。軍の戦せん略りやく顧こ問もんをやるより、ずっと私向きだ」

　フェルナンドは自身満々という顔つきだ。

「いいだろう」

　大統領は決断した。

（やった……！）

　パッとリュドミラの表情が明るくなる。

「議会は押し切ってやる。だが儂ができるのは、せいぜいそこまでだ。ノブレス側が応じなければ、逆にノブレス進軍へと民意は動くことになる。そうなったら大規模な戦いは避さけられん」

「ノブレスは、大丈夫よ」

　リュドミラは言った。

「ローランだけじゃないわ。たくさんのレガ教徒がいるもの。みんな私の言葉を聞いてくれるわ。聖地『レガトゥス』にも協力を仰ぎます」

　では、と大統領はリュドミラの顔を見た。

「聖女リュドミラと不ふ肖しようの息子に、二つの国家の未来を託たくすとしよう。ローラン・ダルデンヌ陛下に、書しよ簡かんを届けてもらえるかな？」

「喜んで！」

　リュドミラは瞳をキラキラさせながら、大統領に答えた。
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　三十分して大統領執務室からでてきた二人は、廊ろう下かで「やった！」と言って抱きあった。

　見ているものがいたら「結婚の承しよう諾だくをもらえた」というように映っただろう。

　リュドミラ、とフェルナンドは声をかけた。

「なに？」

「ありがとう。私一人ではきっと彼はうんと言わなかった。リュドミラがいたから、協力してくれる気になったんだ」

　フェルナンドは温かい声で礼を言った。

　リュドミラはこう返した。

「私こそありがとう。フェルナンドがいなかったら、私はどうやって戦争を終わらせていいのかわからなかった。大統領に会うこともできなかったわ」

　フェルナンドは礼を返されて、はにかんだ。

　頰ほおに小さなえくぼが現われて、リュドミラは人形師姿の彼を重ねた。

「タキシードもいいけれど、フェルナンドにはやっぱり旅装束が似に合あっているわ」

　そんなことを言われて、フェルナンドが苦く笑しようする。

「私はね、君と離れたくなくて……苦手な父親と直じか談だん判ぱんする気になったんだ」

　ははぁーん、とリュドミラは心のなかで納なつ得とくした。

（やっぱりフェルナンドって、お父さんのことが苦手だったんだ）

「でもそれって公こう私し混こん同どうじゃない？　私はよくキリルに『公私混同するな』って叱しかられたわ」

　とリュドミラが言うと、そうかな？　とフェルナンドはあっけらかんとして返した。

「私は聖人じゃないからね。大たい義ぎ名めい分ぶんより一個人の幸せを追求したい。それに、大好きな人と一緒にいたいと思って努力することは、間違っていないだろう？」

（そりゃ、そうだけれど）

　リュドミラはちょっと考えこんだ。公私混同は、場合によっては「あり」なのだろうか。

　結局、よくわからなかった。考え方は色々あるのかもしれないと思う。

「平和になったら退役して、旅の人形師になる。一人でも、私は旅に出るだろうが……できれば二人で世界を回りたい。だから今、改めて君を誘うよ。一緒に来てくれるかい？」

　フェルナンドは少し首を傾けて、リュドミラを見つめた。

　旅に誘われたのは、何度目だろう？　とリュドミラは考えた。

「また白紙にしようって言わない？」

　リュドミラは問う。

「絶対、言わない」

　とフェルナンドは誓う。

（今度言われたら、私、立ち直れないわ）

　フェルナンドはリュドミラの肩を優しく抱いた。

「でも……平和が来なかったら……？　やっぱり白紙でしょ」

「平和は来るさ。我々がいつも手を離さずにいればきっと」

　ぎゅっと強く抱きしめられて、リュドミラは涙目になった。

　我々が手を離さなければ、絶対に平和は来る。

　力強い言葉だった。

　フェルナンドの言葉は、いつでも素す敵てきに響く。

　心はその響きに黄金の波は紋もんを浮かべる。

　湧わき立つような感動が、そこから溢あふれてくる。

「絶対？」

「ああ」

「誓ちかえる？」

「もちろん」

　リュドミラはフェルナンドの顔を見あげた。

「いつまでもいつまでも……一緒にいられる？」

　そう言うと、フェルナンドはちょっと笑って、顔を近づけてきた。

「キスしてもいい？」

「だ、ダメ。還げん俗ぞくしちゃう」

　そうだった、とフェルナンドは残念そうにした。

「平和になってからでないと、キスできないんだった。それで返事は？」

「わ、私でいいの？」

　とリュドミラは問いかえした。お決まりのセリフというやつだ。

「君がいいんだ。リュドミラ」

「私もフェルナンドがいい。ファーストキスの相手の話よ」

　フェルナンドは、初うい々ういしい少年のようにほほ笑んだ。

　そしてリュドミラの前に、右手を出した。

「自己紹介が遅れた。私の名前はガスパロ・レキスリアンだ」

　リュドミラはそのとき、小首を傾かしげた。

（キリルが一番、嫌いな人の名前に似ている？）

　メルカンテの英雄候補、ガスパロ・レキスリアン。

　以前にも聞いたことがあるような気がした。ただやっぱり、耳に残らなかった。

　英雄候補の名前を聞いて、ここまで無反応なのもリュドミラぐらいだろう。

「なんだか、ガスパロより、フェルナンドのほうが似合っている気がするわ」

　と正直な感想を口にする。

「私もそう思うよ。だから私はフェルナンドでいいんだよ」

　と彼はやたらにうれしそうに、そう返した。


[image: ]



　一カ月後、自由主義国『メルカンテ』と貴族国家『ノブレス・シテ』のあいだに休戦条約が結ばれた。

　残念ながら、フェルナンドやリュドミラが望んだ、和平条約とはいかなかった。

　メルカンテでは、スクワデリ議員率ひきいる軍拡派閥が大反対をし、ノブレスでは首都執政官メトロミニストルルネ・ベルトランが貴族連合なるものを結成して、国王に圧力をかけたからだ。

　リュドミラはローランを陰で支えながら、聖地レガトゥスの協力を得て、民衆に「和平」を訴うつたえた。

　フェルナンドも大統領が有利に動けるよう、奔ほん走そうした。休戦協定案が議会で決議されるとき、スクワデリ議員の脱だつ税ぜい疑惑と、国防大臣の女性スキャンダルが同時に世間を賑にぎわせたのは偶然ではない。

　かくして、とりあえず戦争は終わった。

　国境で兵士たちが戦死するという悲劇もなくなった。

　国境の街『サモン・ヴィレ』には、条約調印のための式典会場が設置され、そこにメルカンテからは大統領アルベルト・レキスリアンが、ノブレスからはダルデンヌ五世がやってきた。

　各国の報道関係者を含め、何万人もの人々が歴史の一幕を見ようと詰めかけ、街はごったがえしになった。

　高級スーツを着たフェルナンドの父と、大きな王冠に深しん紅くのローブをつけたローランが壇だん上じように立つ。

　会場が歓声に包まれるなか、二人は握手をかわし、それぞれ調印した。

　アルベルト・レキスリアンは、演説台の前でこう言った。

「この日を迎えることができたのは、ひと組のカップルのお陰です。彼らはいわゆる敵同士で……戦争が終わらなければ、一緒になれないのだと、私に直じき訴そしにきたのです。それはもう、えらい剣けん幕まくで……嚙かみつかれそうだった」

　彼は表情豊かにそう言い、周囲の笑いを誘った。

「私は彼らにせっつかれて……ノブレスの国王、ダルデンヌ五世陛下に手紙を書きました」

　次にノブレスの国王、ローラン・ダルデンヌが演説台に立った。

　まだ十歳すぎの国王は、見た目だけで充分、人の好感を得る愛らしさがあった。

　ローランは少年らしい瑞みず々みずしい声で、こう語った。

「ある日、寝所に二人の男女が忍びこんできて、大統領の書簡を読みあげました。そして、ペンと紙を突きだされ、さっさと返事を書いてくれ、と急せかされました」

　再び周囲は笑いに包まれた。

「英雄と聖女のカップルに心からの祝福を。二人がいなければ、我々はまだ戦争をつづけていたでしょう」

　ローランのその言葉は、歴史に残る名言となった。
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『サモン・ヴィレ』にある教会は、リュドミラにとってもフェルナンドにとっても、思い出深い場所だった。

　リュドミラは空腹で倒れそうになりながら、ここで昼の施ほどこしをうけたことがあった。

　フェルナンドは、ノブレスの高こう慢まんな軍人相手に、イカサマをしたことがある。

　なにもかも、懐なつかしい思い出だ。

「ええっ！　あの偽にせの聖女作戦って、フェルナンドの作戦だったの!?」

　教会の長椅子に仲良く座る、フェルナンドとリュドミラの姿があった。

　フェルナンドは旅装束、リュドミラは街娘に扮ふん装そうしている。

　リュドミラの衣い裳しようは、馴な染じみの仕立屋の店主が貸してくれたものだ。

　フェルナンドは茶髪の、リュドミラも自前の鬘ウイツグをつけている。

　二人とも、調印式には出席しなかった。行けば、人の注目を浴び、もみくちゃにされることがわかっていたからだ。

「じゃ、首都メトロで出会ったときは？　あのときも『仕事』だったの？」

　リュドミラは、帰りの遅い亭主を詰きつ問もんするような口調で問うた。

「まぁ……」

「ひょっとして、教皇狙そ撃げきにも関わっていたの!?」

「あれは部下の独断だ。お陰で私の作戦は失敗した」

「どんな作戦を立てていたのよ？」

　フェルナンドは口を閉ざした。

　ローランを誘ゆう拐かいするつもりだった、とはさすがに言えなかったようだ。

「もういいじゃないか。失敗した作戦を、作戦立案者に問うのは、デリカシーに欠けるぞ」

　と切りかえす。

「どうせイカサマか、ペテンなんでしょ」

「どうせとはなんだ？」

「ペテンじゃないの？」

「ペテンだけれど……」

　ほーらね、とリュドミラはクイズに当たったような顔をした。

　外では、ボールを蹴ける少年たちの声が響いている。オンオンとオロの声もするから、オロもまじって遊んでいるらしい。

「メルカンテのガスパロ・レキスリアンだと？　やっぱり最悪の相手じゃないか」

　教会の柱の陰で、憎にく々にくしげに罵ののしっている青年がいた。

　キリル・セロフ。リュドミラの「黒き翼」だ。

　彼は軍にいた時代、フェルナンド……いや、ガスパロ・レキスリアンの作戦に煮にえ湯を飲まされたことがある。だから、フェルナンドの本名がガスパロ・レキスリアンだと知ったとき、彼は鬼のような形ぎよう相そうになった。

「あいつなら……あいつなら、俺のほうが百倍マシだ……！」

　と柱の陰で、いまだに呟つぶやいているぐらいだ。

「フェルナンド、ペテンで人を騙だますことはよくないことなのよ」

　リュドミラが説教をはじめた声が、静かな教会に響く。

「ウソも方便というじゃないか」

　とフェルナンドが言いかえしている。

「でも二度としないで」

「多少は目をつぶってくれ」

　ダメ、とリュドミラはフェルナンドの前に立つと、手を腰に当てて拒否した。まるでイタズラを窘たしなめるお姉さんだ。

「いいぞ、喧けん嘩か別れしてしまえ……」

　内容にはそぐわない美声が、キリルの足元からした。

　白プラ金チナの髪の美男子が、柱の陰にうずくまってブツブツ言っているのだ。

　アルカディ・トルストシェイン。リュドミラの「白き翼」だった。

　柱の陰に隠れていても、その美しさは光を放っている。

　教会を訪れる人々は、みな彼に注目した。

　美しい男性が、柱の陰でコソコソしているから、変に目立っているのだ。

「あの二人はきっと相性が最悪です。きっと、近々別れます。僕は別れるほうに賭かけます」

「俺も別れるほうに賭ける」

　とキリルは答えた。これでは賭けにならないのだが、それでもかまわないらしい。

　キリルは懐ふところから黒い飴あめ缶かんを取りだすと、キャンディを一つ口に含んだ。

「別れろ別れろ別れろ……」

　アルカディが呟きだす。

　不ぶ気き味みな光景だ。でもアルカディらしいといえば、アルカディらしい。

　一方、リュドミラは手を腰に当てたまま、フェルナンドに問うた。

「第一、どうしてお父さんに、結婚したいなんて言ったのよ？　あれだってペテンじゃない」

「違う。私は本気だって言っただろう？」

「私は旅には誘われたけれど、正式にプロポーズはされていないわ」

　わかった、とフェルナンドは立ちあがると、リュドミラの手を引いた。

　彼らは祭さい壇だんに近づいた。そこには教会のシンボル、聖女アレクサンドラの像があった。

「戦争は終わったよ、聖女リュドミラ。ま、恒こう久きゆう的てきとはいかなかったが……それでも終わった」

　フェルナンドはそう言って、聖女アレクサンドラの像を見あげた。

「神は反対するかもしれない。いや、きっと反対するだろうな。神の愛しき娘を還俗させようというのだから。でも私はもう決めている。結婚してほしい、聖女リュドミラ」

　リュドミラとフェルナンドは向かいあった。

「返事は？」

　そのとき、ポン、とフェルナンドの顔面に、キャンディが飛んできた。

　フェルナンドは見越していたように、キャンディを避よけた。

　誰かの嫌がらせだ。

「い……いいわ」

「還俗しても後こう悔かいしない？」

　またキャンディが飛んでくる。

　フェルナンドがひょいと避ける。

「ええ」

　とリュドミラは答えた。












　またキャンディが飛んできた。

　リュドミラが嫌がらせを注意しようと柱のほうを振りかえると、なんとキャンディを両手にもって投げていたのはアルカディだった。

「リュドミ～！」

　アルカディが泣き真ま似ねをして、リュドミラはクスッと笑った。

「私は私よ、アルカディ。なにも変わらないわ。聖せい痕こんが消えるだけよ」

「でもー！」

「デハ誓いノきすヲ」

　教会の高い天てん井じようから、白フクロウの声が響く。

　司教の役目をしたのは、フェルナンドの飼っているキメラ、アウルだった。

　フェルナンドは天井近くで羽は撃ばたく、自分の相あい棒ぼうを見つめた。

　照てれ臭くさそうに笑う。

　リュドミラは彼の紫色の瞳と、頰に浮かんだ小さなえくぼを眺ながめて……

　そっと目を閉じた。





◇ＥＮＤ◇
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　こんにちは。尾久山ゆうかです。

　あとがき……のその前に、地震と津波により被災されたみなさまに、謹つつしんでお見舞い申しあげます。

　頑張ってください、と言うのも、書くのも違う気がします。

　私にできることは、読んでくれる人に、力を分けてあげられるような物語を作りつづけることなのではないか……と思うんですね。だから、私が頑張ろうと思うのです。

　ええ！　〆しめ切きりなんて恐れません！　どんと来い！　……いや、本当は恐ろしい、です。




　天翼はよくため息をつく




　お陰さまで『天翼のジャッジメント』の三冊目ができました。すっごくお待たせしてしまいました。「遅いよ！」という声が聞こえてきそうなんですが、まぁ、そこは寛かん大だいな気持ちで読んでくださるとありがたいです。（指を組んで祈りのポーズ）

　二冊目まで読んでくれた人はぜひっ！　なぜなら、この話は三冊で一つだから！

　三冊に分けるより、ごっついハードカバーとかで、ドーンと一冊にまとめたほうが、読む人には納得できたのかもしれません。

　さて、このお話は主人公リュドミラの、はやる恋心（初恋・暴走モード）から始まりました。

　二冊目では、フェルナンドという青年と相思相愛になるんですが、彼は謎なぞが多く、とっても胡う散さん臭くさい。でも、ひょっとするといいヤツなの？　みたいなモヤモヤした状態です。なにより、二人は二人とも相手の正体を知りません。

　三冊目、とうとう二人は互いに、相手の正体を知ります。

　ふふふ……まちにまった修しゆ羅ら場ばです。←ここは読まないとね！

　フェルナンドは今回、よくため息をつきました。（数えてびっくり！）

　リュドミラを護衛しているキリルもオロも、ため息をつきました。彼らの身をていした護衛には脱だつ帽ぼうです。

　アルカディ、お疲れさま。好きなだけ寝てください。アウルには好物のササミ一年分を進しん呈ていしたいです。




　あんまりいない鬘カップル




　少女小説では、見かけないです。いつも鬘かつらをつけているカップルなんて。

「鬘ヅラカップル」と命名ネーミングしたのは、担当氏です。（笑）

　そう、最強の鬘カップルとは彼らのこと！　金こん輪りん際ざい、こんな最強コンビは生まれない。というか、やらないだろう、フツー。

　ところで、私が最強カップルをとおして語りたかったのは「戦争と平和」です。

　ここはマジメな話です。彼らの恋愛には、とっても大きなテーマがくっついています。

　なので、ラブファンタジーとはちょっと違う視点から、このお話を読んでいただけたらと思います。そして、その感想をお手紙でお知らせいただけたら嬉しいなぁ。

　そんなふうに思いながら、書いたお話でした。

　最後になりましたが、イラストを担当してくださった凪なぎかすみ先生、本当にありがとうございました。フェルナンドのちょっとほほ笑んだ顔が、最高！　でした。

　そして、多た忙ぼうでもナイスなネーミングセンスを失わない担当氏に感謝を！

　読者のみなさんとは、またいつか「あとがき」でお会いしましょう！


２０１１年５月　尾お久く山やま　ゆうか
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